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「アセンションの扉を開く 後巻」について 

 

 

この本は、2023年５月に出版された「アセンションの扉を開く 前巻」に続く本です。 

前巻はサファイアさんが「高次元存在のチャネリングライブ」でお話されたことを中

心に収録されています。 

「宇宙の光」の Ellie さんの肉体にササニ文明のサファイアさんの意識が入り話をす

るという「トランスチャネル」という方法を使用して、７次元存在であるサファイアさ

んが私たちにアセンションに関する重要なお話をしたり、チャネリングライブに参加

されている皆さまからの質問に答えてくださったりしたことを文章にまとめてあり

ます。 

ササニ文明とは、これから地球人がアセンションをした後に、他の宇宙種族と統合さ

れて生み出される宇宙種族ですが、私たちにとっては未来世であり、私たち自身の

パラレルワールドに存在する文明でもあります。 

そのような方が２０２１年の４月から２０２２年の１月まで、私たちが５次元意識にな

ることやアセンションをすることを継続的にサポートしてくれました。 

もちろん今でも、ササニ文明の方たちはサファイアさんだけでなく複数の方たちが

私たちのグループである「宇宙の光」を見守り、導いてくれています。 

今回の本は、主に「宇宙の光」のサロンメンバーさんを相手にお話された内容が中

心になっておりますので、前作よりもアセンションやファーストコンタクト、パラレル

シフトに関してさらに踏み込んだ内容となっております。 

また後半は、私（TAKESHI）が、直接サファイアさんから受け取ったメッセージを御

紹介しております。 

 

ひとつだけ注意していただきたいことがあるのですが、本文の中で時折「５次元世

界に行く」というような表現がされていますが、５次元世界というのは、本来は物質
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が無い世界ですので、５次元世界に行くということは、３次元世界の肉体を失う可

能性もあります。 

私たちが、肉体を持ってアセンションをするというのは、私たちの意識を５次元意識

に拡張して、３次元世界に肉体を持ったまま生きるということになります。 

私たちが、５次元意識になることで私たちが生きている３次元世界も大きく変容し

ていきますが、それがアセンションの始まりです。 

現在の物質やお金に価値を置く３次元意識の３次元世界から、愛に基づいた生き方

ができる５次元意識の３次元世界に私たちはアセンションをしていくことになるわ

けです。 

そしてそのような世界を創造することをサポートしてくれるのが、これから起こって

くるファーストコンタクトで出会う地球外種族ということになってきます。 

サファイアさんは、私たちの未来への展望をしっかりとしたものにしてくれました。 

今まで、この地球で成功したことが無いアセンションは、地球のみならず天の川銀河

においても非常に重要な意味を持っています。 

一人でも多くの方が、アセンションをする地球に向かうことができるように、私たち

がサファイアさんから教えていただいたことを分かち合っていきたいと思います。 

また Ellie さんのトランスチャネルによるサファイアさんのお話は、宇宙の光の

Youtube チャンネルでも見ることができますし、私のアメバー・ブログ「アセンショ

ン 光の世界へ」でもメッセージを読むことができますのでぜひご訪問ください。 

尚、この本は素人編集による本ですので誤字脱字は御容赦ください。 

 

またこの本はアセンションを志す方たちのために書かれた本ですので、一般の方全

てに当てはまる内容ではありませんのでご了承ください。 

本文中に表示されている時期もあくまでも予定ですので変更されることもあります。 

１年間にわたって高次元存在たちのチャネリングを行い、私たちに貴重な情報とエ

ネルギーをもたらしてくれた Ellie さんに深い感謝と敬意を送らせていただきます。 

 

                                TAKESHI（瀬戸 武志） 
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第１章 

メンバーズトーク 

第１回 

２０２１年９月４日 

 
 

第１章目次 

PART１  ファーストコンタクトに必要なこと 

PART2 ハイブリッド・チュードレンについて 

 

 

「メンバーズトーク」とは、「宇宙の光」が主催するオンラインサロンの会員に対する

非公開のお話会のことです。 

この会では、その当時まだ公にできない内容の話や会員さんひとりひとりのプライ

ベートな問題に対する回答などをササニ文明のサファイアさんからいただいており

ます。 

特にファーストコンタクトやハイブリッド・チュードレン、個人個人のアセンション状況

に関するお話が中心となっております。 
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PART１ ファーストコンタクトに必要なこと 

 

 

今日は皆さまに大切なお知らせをお伝えしたいと思います。 

地球の中で大変なことも様々起きているかと思いますが、皆さまが何事に対しても

ニュートラルな視点でいらっしゃることで必要な情報がやってきますので、不安にな

ることなく平常心のまま過ごすことができます。 

そして皆さまも御存知のとおり、早くても２０２５年にはファーストコンタクトを私た

ちは計画しておりますので、皆さまにもこれからファーストコンタクトが起こってく

ることでしょう。 

地球人と初めてファーストコンタクトを行われる地球外種族の方々は、２０２５年か

ら、地球人の皆さまと個別にファーストコンタクトを行い、そして一般的な形でのフ

ァーストコンタクトは２０３０年と見ております。 

２０２５年からは、ファーストコンタクトを個人的に行う方たちが徐々に増えていくで

しょう。 

彼らと会うことに慣れてきたら、この地球は目に見えるほどの変化を遂げていくと

思われます。 

最初にお会いする地球外種族の方たちとのファーストコンタクトのことでお知らせ

しなければならないことがございます。 

以前からお伝えしているように、彼らは非常に嗅覚が優れております。 

匂いに対して大変敏感ですので、できれば化学的な成分が多い洗濯洗剤や食器洗

剤、掃除用の洗剤、特に香付の洗剤や柔軟剤などのご使用はお控えください。 

また科学的な成分を使用した化粧品や香水、芳香剤に対しても、彼らはとても弱い

のでお控えください。 

地球にとっても害のない自然な洗剤や化粧品などをお使いになられたら良いので

はないかと思います。 

もし芳香剤が必要であれば天然のものをお使いください。 
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例えばアロマオイルのような天然素材のものをお買い求めになられたり、ご自分で

作られたりしても良いでしょう。 

動物たちが臭いを嗅いだとしても、安全なものをお使いになると良いと思います。 

そして食生活のことに関してですが、彼らは動物性のものは一切食べません。 

なぜなら、彼らにとって動物は友人であり、パートナーであるからです。 

ファーストコンタクトを行う地球外種族の方たちは、動物たちとも意思疎通を行うこ

とができますので、当然食べるという発想はございません。 

地球人の皆さまに「絶対に動物性のものを食べないで欲しい」とは私たちはお伝え

しませんが、できれば控えていただきますと彼らも安心するかと思います。 

そして健康を維持することです。 

彼らはウイルスに対しての耐性があることはあるのですが、できれば皆さまがいつ

も健康的な状態でいらっしゃることで、彼らも皆さまと会いたいタイミングで会うこ

とができるのです。 

病気をせず、いつも健康でいらっしゃることで、彼らも自由にコンタクトを取る時期

を設定することができるでしょう。 

どうか健康を維持されてみてください。 

 

そしてもうひとつ、一番重要なことです。 

自分自身を愛してあげてください。 

いつも愛で満たされ、そしてポジティブな状態でいらっしゃることです。 

このことはとても大切です。 

彼らの波長はとても高いので、彼らと同じ周波数になるためには幸福感で満たされ

ている必要がございます。 

彼らとファーストコンタクトを行うまで、まだ少し時間がございますので、それまで

に皆さまがポジティブな状態となり、いつでも平常心を保っていられるように私た

ちも協力いたしますので、そのような状態になっていただければと思います。 

 

今もそうなのですが、あらゆる情報が皆さまの周りに存在しています。 
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そのようなことを全て受け入れるのではなく、どんな情報であってもニュートラル

な視点で、そして「以前はどうだったか」ということを見比べながら、自分にとって

ベストな選択をされてみてください。 

今地球は大変にデリケートな時期です。 

プレッシャーに感じることはないのですが、ただ自分の選択によって「しばらくの間

はとても辛い状態にある」というような選択をしてしまう場合も有りますので、どう

か冷静に、ニュートラルにあらゆる情報を見比べながら自分にとってベストな決断

というものを導き出してください。 

そして今アセンションに伴い、地球上であらゆることが起こっているために体調不

良になっている方もいらっしゃると思うのですが、そのことも変化にとって必要な

ことですので安静にされ、そして自然なお水や野菜を多く取られて体のデトックス

に努められてください。 

血液をきれいな正常な状態で保つことが、今もそしてこれからも重要なキーワード

となります。 

 

ファーストコンタクトが始まる２０２５年から３０年の間までは、皆さまも少し大変か

もしれません。 

またこれから２０２５年までの間はとても激動の日々となりますので、皆さまは自分

が心地よいという場所に身を置かれてみてください。 

心地よくないところに無理していたり、または心地よくない人間関係を無理に貫い

たりするのではなく、心地よいところ、心地よいと思う方たちと集い、そして自分ら

しくなれるという方たちとともにいられてください。 

それは決してわがままでも冷たいことでもございません。 

波長の法則によって行っていることですので、とても自然なことなのです。 

心もリラックスして安心して生活できる環境を皆さま自身で創られてください。 

そのような生活を、社会が用意することはもうないでしょう。 

皆さま自身で安心する世界を創る時代となりました。 

またお子さまの中で、学校に行きたくないと言われているお子さまがいたら、無理
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に学校に行かせることなく、自宅でなるべく過ごされるのも今は認められる世の中

ですので、そうされてください。 

細かいことはまだ２０２１年の９月２３日以降でないと伝えられないのですが、９月２

３日に新たなゲートが開きますのでそのゲートを通過した後に、さらに詳しいお話

を皆さまにお伝えすることができるようになります。 
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PART2 ハイブリッド・チュードレンについて 

 

 

地球外種族の方とのファーストコンタクトが行われるときと同時期にハイブリッド・

チュードレン計画に御参加いただいている皆さまは、ハイブリッド・チュードレンたち

とコンタクトが始まるでしょう。 

彼らは、この地球上に今現在降り立って、地球の生活に慣れるための訓練やトレー

ニングを受けております。 

自分の遺伝子上の親である皆さまとお会いすることを心から楽しみにしておられま

す。 

彼らは大変ユニークな存在ですので、初めは驚かれるかもしれません。 

ハイブリッド・チュードレンの中には地球人の遺伝子が多い子もいらっしゃるのです

が、少ない遺伝子しか持たない子もいらっしゃいます。 

地球人の遺伝子を多く持っている子は、やはり外見も地球人に大変近いのですが、

地球人の遺伝子が少なくなればなるほど、外見も地球人よりは地球以外の星の者

たちの姿に似てくるでしょう。 

ハイブリッド・チュードレンの数は、皆さんばらつきがあるのですが、多い方で 7 人

から 10人のハイブリッド・チュードレンを生み出している方もいらっしゃいます。 

少ない方で１人や２人、そして標準な方は４人です。 

皆さまの遺伝子を平均して４人の子供たちに組み込み、ハイブリッド・チュードレン

が作られております。 

地球外種族の方とのファーストコンタクトを行う時期と大体同じくらいにハイブリッ

ド・チュードレンとのコンタクトも始まりますので楽しみにされていてください。 

またハイブリッド・チュードレンは大変直感力も優れておりますので、自分自身の姿

を隠して、皆さまの姿や皆さまの日々の生活を見ている場合もございます。 

もうすでにサロンメンバーの中には、彼らの気配を日常生活で感じられた方もいら

っしゃるのではないかと思います。 
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彼らは幽体離脱のように好きなところに行くことも可能です。 

そのような能力を持っている方もいらっしゃいます。 

そしてテレパシー能力にも優れておりますので、皆さまの気持ちを感じているかも

しれません。 

大変ユニークな子供たちですので楽しみにされていてはと思います 

 

〇TAKESHI 

ハイブリッド・チュードレンは、私たちの遺伝子を使用して作られたということです

が、一体どのようなタイミングで私たちの遺伝子が採取され、ハイブリッド・チュード

レンが作られたのか教えてください。 

 

〇サファイアさん 

はい、このハイブリッド・チュードレン計画には、皆さまの意思で御参加いただいて

おります。 

ハイブリッド・チュードレン計画と聞いたとき、とても心が弾んだ方は既にハイブリッ

ド・チュードレン計画に御参加いただいております。 

ハイブリッド・チュードレンが作られた時期は、皆さまによってバラバラなのですが、

とても早い方で 12歳から 13歳の時に遺伝子を提供され、子供たちを作られてい

る方もございます。 

ハイブリッド・チュードレンの中には、もうすでに地球人の年齢で言いますと 17 歳

や 18歳あるいは 20歳の子もいらっしゃいます。 

その方は早くからハイブリッド・チュードレン計画に御参加され遺伝子を提供された

方となります。 

その時期に関していうならば、皆さまがこの地球で生きているとき、今回の人生に

おいて意思決定が有りました。 

私たちは、御参加いただける可能性がある方たちのもとに宇宙船で出向き、御参加

されるかどうか聞きました。 

そのときに「参加したい」と答えられた方がこの計画に御参加いただいております。 



15 

 

皆さんと会って同意したときの記憶や遺伝子を採取されたときの記憶というのは、

皆さんの意識から消されておりますので、皆さんはこの事を覚えていらっしゃいま

せん。 

 

〇TAKESHI 

急に「あなたにハイブリッド・チュードレンがいます」と言われても「いったい、どうな

っているの」というような不安や驚きの反応が起こるのが一般的だと私は感じてい

ます。 

ただサロンメンバーさんの中には「ハイブリッド・チュードレンがいる」と言われて

「本当に！」というような喜びの反応をなされる方が多いので、おそらく表面的な意

識としては覚えていないけれど、自分の深い意識の中でハイブリッド・チュードレン

を作ることに同意したのだと思います。 

そして将来ハイブリッド・チュードレンと会って一緒に活動するようなことになるの

ではないかと私たちは考えています。 

 

〇サファイアさん 

ハイブリッド・チュードレン計画については、皆さまにどのような計画なのかを事前

に御説明し「御参加いただける」と表明した方のみ御参加いただいております。 

そしてどの時期に遺伝子を提供していただくかもお伝えし、その時期になりました

ら宇宙船に乗っていただき遺伝子を提供していただきました。 

そのときは、皆さまはしっかりと意識が有り、皆さまの意思であらゆることを決断

されました。 

ただ今は覚えていらっしゃらないように設定しております。 

しかし、時が来たら、状況は変化していくことになるかと思います。 

 

〇TAKESHI 

私たちのサロンメンバーの皆さんは、サファイアさんたちと一緒にワークをしたり瞑

想をすることによって、ハイブリッド・チュードレンと出会ったり、彼らの気配を感じ
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ることで自分がハイブリッド・チュードレン計画に参加していることを思い出してい

くのではないかと思います。 

 

〇サファイアさん 

もちろん、今この時期だからこそ、皆さまの意思でそのことを思い出されておられ

ます。 

ハイブリッド・チュードレン計画が始まった頃の地球は、まだここまで宇宙のことが

オープンではございませんでしたので、この記憶を持っていると、皆さまは毎日が

生きづらくなるためにあえて記憶を失った状態にいたしました。 

それではハイブリッド・チュードレン計画の目的について御説明いたします。 

ファーストコンタクトが行われた後は、地球外種族の方のサポートにより地球は大き

な変化を遂げていきますので、今までの地球とはかなり異なる地球になっていきま

す。 

これはとてもポジティブな意味で変化していくのです。 

そして皆さまが物理次元のレベルで宇宙意識に目覚めると、より宇宙に目が向いて

いきますのでこの地球を飛び出し、これからアセンションを迎えようとする星々のサ

ポートに回る方も出てこられます。 

そのような方たちは、他の星々の方たちと交流をするために、他の星の方々の性質

や彼らとの接し方を学んでもらわなければなりません。 

そのために、いろんなヒントを与えてくれる相手としてハイブリッド・チュードレンた

ちがいらっしゃるのです。 

たとえば、皆さんが地球人とアンドロメダ座の人たちとの遺伝子をもとに作られた

ハイブリッド・チュードレンたちとお付き合いをすることによって、皆さんは実際にア

ンドロメダ座の人たちと会ったときにスムーズに交流をすることができるようにな

ります。 

他の星の方たちと皆さまの遺伝子を掛け合わせた子供たちがいることで、他の星

の方たちは、全く自分とは関係のない存在と捉えることが無くなり、皆さまをとて

も身近に感じられるようになるのです。 
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〇TAKESHI 

私たちがアンドロメダ座の人たちと直接会う前に、アンドロメダ座のハイブリッド・

チュードレンと私たちが共に暮らすことによって、アンドロメダ座の人たちに対して

も親近感を持つことができるようになるということですね。 

 

〇サファイアさん 

はい、そのとおりです。 

そしてハイブリッド・チュードレン計画にはもうひとつ目的が有ります。 

これから地球にはたくさんの星の方がファーストコンタクトを行うために入ってくる

ようになります。 

物理次元の肉体を持っている方たちであれば、地球に移り住むということも行われ

るようになってきます。 

またもうすでに地球に住んでいる高次的存在たちは、今までは隠れながら暮らして

いたのですが、これからは姿を現して堂々と暮らすようになると思います。 

そのために、抵抗を感じることなく彼らを受入れ、そして同じ地球に住む者として、

彼らを認められるようになるためにもハイブリッド・チュードレンがとても重要な役

割を果たします。 

 

〇TAKESHI 

ハイブリッド・チュードレンたちは、私たちと他の星の人たちのコミュニケーションの

お手伝いをしてくださったり、あるいは他の星の人たちがこの地球で暮らしやすい

ように様々なアドバイスや環境を整えるためのお仕事してくださったりするのです

ね。 

 

〇サファイアさん 

あなたがおっしゃるとおりです。 

ハイブリッド・チュードレンは地球人の遺伝子を持つことで、地球人の方たちの気持

を理解し、考え方も深く理解することができますので、地球人の考え方や地球人の
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性質などを他の星の方々に伝えることもできます。 

地球人と他の星の遺伝子をふたつもしくは複数持っている者もいるのですが、複数

持つことで「地球以外の幾つもの星の方たちをどう結びつけたらいいのか」という

ことを彼らは瞬時に考えることができます。 

そして幾つもの星の人々が結びつくために必要なことを彼等は行っていきます。 

地球人の方たちと他の星の方たち、そして地球に来た他の星々の方たち同士の橋

渡し役を行うことができるのです。 

 

〇TAKESHI 

現在、子供たちの中で自分が生まれてくる前の星のことを覚えていたり、宇宙で起

こっていることを知っている子供たちもいますが、そのような子供たちというのは

ハイブリッド・チュードレンとして生まれてきたのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

いいえ違います。 

そのような子供たちは地球以外の星で生まれた、または生活していたときの記憶を

持ったまま地球人として転生している「スターチャイルド」です。 

 

〇TAKESHI 

ハイブリッド・チュードレンの中には、もう既に私たちの生活の中に姿を現し始めた

人たちもいるようですが、これはどういうことでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

ハイブリッド・チュードレンの中には、地球人がどのような暮らしをして、どのような

考え方をしているのか、ということを調べるために、地球人と共に暮らしているハイ

ブリッド・チュードレンもいらっしゃいます。 

そのようなときは、私たちの方で彼らが安心して暮らせるような状況を作りますの

で、安心してハイブリッド・チュードレンと暮らされてください。 
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皆さんと一緒に生活を共にするハイブリッド・チュードレンは、あまり小さい子では

なく、留学生というような形で皆さまと一緒に暮らすことができるような形で考え

ています。 

そのようなときは、皆さまは留学生を受け入れるホストファミリーになったという形

で、ハイブリッド・チュードレンを受け入れることがあるかと思います。 

または生まれたばかりのハイブリッド・チュードレンをお任せする場合もございます。 

その場合は自分の本当の子供として登録することになるかと思います。 
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第２章 

メンバーズトーク 

第２回  

２０２１年９月１８日 

５次元世界へ向かう５つの扉 

 
 

第２章 目次 

PART１ アセンションの選択を行う第１の扉 

PART２ ３次元世界から自由になる２番目の扉 

PART３ ３次元意識から解放される３番目の扉 

PART４ アセンションをする意思で開く第４の扉 

PART５ ５次元世界、愛と調和を学ぶための道のり 

 

今回のメンバーズトークは、３次元の物理世界から５次元意識になってアセンション

をしていくために、幾つかのプロセスが必要とされていますので、そのプロセスを

扉に例えて説明してあります。 
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PART１ アセンションの選択を行う第１の扉 

 

 

今日は地球がアセンションをしていく過程、特に３次元世界から５次元意識の世界

に移り変わるために準備された５つのゲートについてお話をさせていただきます。 

皆さまは今まで地球の３次元世界で生きてこられましたが、地球の３次元世界とい

うのは非常に物質的で制限が多い世界です。 

これから皆さまは４次元世界を経由して、５次元世界へと移り変わっていくことにな

りますが、この３次元の世界というのは非常に素晴らしくまた珍しい世界なのです。 

決して３次元の世界が悪いとか、３次元の世界は次元が低いということではありま

せん。 

３次元という世界は私たちスターピープルや６次元、７次元の高次元にいる者たち

にとってみれば、もう体験することができない素晴らしい世界なのです。 

物質世界の様々な制限を経験することによって、皆さまは多くのことを体験するこ

とができます。 

そして、その体験によって皆さは大きな成長を得ることができるのです。 

ですから、あえてこの地球という世界に降りてこの世界で生きてみたいと考えてい

る者たちもたくさんいます。 

ある意味地球は「憧れの星」なのです。 

地球に降りたたくさんの存在やスピリットたちは、この地球の中で多くの体験をし

て成長していきました。 

そして今度は「３次元の物理世界から５次元世界に移り変わる」という、かつてない

素晴らしいアセンションの体験をすることを楽しみにしているのです。 

今まで闇が多かった地球の物理世界、それも素晴らしいものでしたが、闇を払いの

けて光の地球に生まれ変わるという経験はなかなかできるものではありません。 

そのときに生まれる大きなエネルギーは、私たちにとっては体験したくてもなかな

か体験できないほど素晴らしいものなのです。 
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今多くの存在やスターピープルたちがこの地球に降りて、アセンションを体験するこ

とを楽しみにしています。 

中には、地球のアセンションをサポートするために降りてきている存在もおりますし、

アセンションをした世界を地球人と共に創り上げることを楽しみにしている者たち

もいます。 

それぞれがそれぞれの目的を持って、今この地球に生きているのです。 

どのような立場の者であったとしても、それは自分の魂の定めに従って生きている

のです。 

これから、地球は３次元の世界から大きく変わり、５次元の世界に入っていきます。 

そのために必要なゲート、必要なシステムというものが、今この地球の中で稼働して

いるのです。 

そのシステムというのは、地球の中でアセンションを望んでいる人たち、これからア

センションをすることを決めている人たちが、この地球の物質的な世界から波長を

上げて５次元意識の世界に入っていくためのシステムです。 

そしてそれと同時に、５次元意識の世界に入っていった人たちが生きていくことに

なる新しい地球というものを創造するための大きなシステムが今起動しているので

す。 

そのために私たちは５つのゲートを設定しました。 

３次元という常に物質的な制限の多い世界から、４次元を通って５次元という愛と

調和に満ちた世界に入るためのシステムです。 

最初の第１番目のゲートは２０２１年の３月２１日頃に開きました。 

このゲートの目的は、これから自分がアセンションをしたいと考える人たちとこのま

ま物理世界に残っていたいと考える人たちが別れるというゲートでした。 

もちろん物理的な世界においては、皆さまは同じように生きているように見えます

が、皆さまが存在する世界というものは確実に変わっていきます。 

皆さまが同じ地球に生きているように見えても、お互いがすれ違うようになってい

くのです。 

今まで地球は様々な制限や幾つもの支配が有りましたので、地球人はアセンション



23 

 

をしたいと思ってもなかなか自由にアセンションをすることができませんでした。 

しかしながら、このゲートが開くことによって、地球人は今までの支配や制限とは関

係なく、アセンションをすることを選ぶことができるようになったのです。 

今までは地球人がアセンションをしたいと思っても、なかなかアセンションできなか

ったのですが、このゲートが開くことでアセンションを望んでいる人は、残らずアセ

ンションへの道を歩むことができるようになりました。 

もちろん、この時点においてアセンションすることを決めていない人たちもたくさん

います。 

「まだ物理世界で楽しんで生きたい」「３次元世界を十分に味わい尽くしたい」と考え

ている人たちがたくさんいらっしゃるのです。 

そのような人たちに対しても、このゲートが開いたことによって高次元の光は流れ

込んでいきますが、そのような人たちはこの高次元の光をしっかりと受け止めるこ

とが有りませんので、その人の心や体を素通りしていきます。 

しかし、そのような人の心や魂にもこの高次元の光は少しばかり残り、その人がまた

アセンションをしたいと思うときまでその光が保たれることになります。 

これからアセンションをしたいと考える人たちは、その光をしっかりと受け止めます

ので、さらに自分の意思を高め、アセンションをする道をしっかりと探して歩んでい

くことになります。 

アセンションをすることを望む人たちの周りには、幾つものシンクロが起り始め、そ

の人がアセンションをするために必要なことが起こったり、あるいは自分がアセンシ

ョンをするために必要なことを見つけたりというようなことが起きてきます。 

この３月２１日に開いたゲートから降りてきた光を受け止めることで「これからアセ

ンションをしていくんだ」「新しい５次元の世界を歩んでいくんだ」という意志がさら

に強くなったことと思われます。 
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PART２ ３次元世界から自由になる２番目の扉 

 

 

そして第２番目のゲートが２０２１年の６月２１日頃を中心に開きました。 

このゲートの光は皆さまが今まで存在していた３次元という世界から、皆さまとい

う存在を切り離すという作業が行われたのです。 

このゲートが開くことによって、皆さまは今まで足をつけていた３次元の物理的な

世界から自由になります。 

皆さまは、これから自由に新しい世界で生きていくことができるようになるのです。 

私が先日話した例えで言うならば「３次元というホテルから出て、新しいアセンショ

ンに向かうためのホテルに移り変わってきた」ということもできます。 

このゲートが開くことによって、皆さまはこれからもっと自由に生きることができる

ようになりました。 

３次元の制約を受けることなく、自由にものを考え行動することができるようにな

ったのです。 

３次元という制約の中から皆さまが出て、自分で自分の望む道を歩むことができる

という状況になってきたのです。 

６月２１日に２番目のゲートが開いたことによって、地球にはさらに高次元のエネル

ギーが流れ込んでくるようになりました。 

２番目のゲートが開いた理由は、皆さまは今まで物理世界に根を下ろして生きてい

た存在でしたので、その制限から皆さまを開放し、５次元世界に向かうための準備

をさせることです。 

つまり３次元の物理世界にしっかりとグラウディングしていた皆さまのグラウディン

グを３次元世界から切り離すということが行われたのです。 

高次元世界の光をどんどん受けることによって、皆さまは自分をしっかりと捉えて

いた３次元の制限から自由になりました。 

今まで３次元の世界の中で生きてきた感覚や生きてきた習慣、考え方、そのような
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ものが大きく変わるときが来たのです。 

皆さまは３次元世界から自由になることによって、５次元世界、アセンションをする

世界へ向かうことが可能になりました。 

皆さまが持っていた自己否定の感覚や「自分はまだまだアセンションできない」とい

うような思い込みも、第２のゲートが開くことによって大きく変わっていったのです。 

皆さまは「自分が何でもできる」「自由にできる」という発想を持つようになりますし、

自分の思考が現実化するというような５次元的な考え方を持つことができるように

なりました。 

高次元の光は皆さまをとても自由にすることができたのです。 
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PART３ ３次元意識から解放される３番目の扉 

 

 

そして３番目のゲートが２０２１年の８月８日に開いたことによって、今度は皆さまの

存在の根だけでなく、皆さまの心や感情、意識といったものも３次元世界の制限か

ら自由になりました。 

高次元の光が当たることによって、自分の中の制限されていた部分、自分の中の閉

ざされていた部分が明るみに出て、そして自由に広がっていったのです。 

皆さまの心や感情の中に培われてきた古い過去の思いや過去世の思い、そのよう

なものも自由になってきました。 

この３番目の扉が開くことによって、皆さまは今まで３次元世界で体験していた過

去、現在、未来というひとつのタイムラインに囚われることなく存在することができ

るようになったのです。 

３次元世界では過去、現在、未来がひとつのタイムライン上に存在していために「ア

カシックレコード」というものが存在していました。 

このような過去があればこのような現在となり、そしてこのような現在が続けばこ

のような未来となるというような予測の上で「アカシックレコード」というものが成

立しているのです。 

そして、また皆さまが大好きな「過去生」という考え方も、このひとつのタイムライン

によって継続しています。 

「このような過去性があったから、その影響を受けた現在があるのだ」と皆さまは考

えています。 

そして「今の現在をどのように対処するかによって未来が決まる」とも考えています。 

このような原因としての過去世が有り、現在、そして未来というひとつのタイムライ

ンの中で皆さまの思考が成立していたのです。 

これも非常に３次元特有の考え方です。 

５次元意識の世界に入ると、幾つものタイムラインというものを皆さまは自由に選
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択することができます。 

「今までの過去があったからこの現在があり、そしてこのような未来になる」という

ことは５次元意識の世界では通用しなくなります。 

自分の過去も現在も未来も自由に選べるということができるようになるからです。

「宇宙の光」の皆さまは、５月から７月にかけてパラレルシフトというものをたくさん

おこなってきました。 

通常はこの３番目のゲートが開いてから、このようなことができるようになるので

すが、皆さまの場合にはいち早く高次元の光を受け取っていたために、タイムライン

が自由に変更できるような状況になっていたのです。 

これから先、地球人は様々なタイムラインを扱うことができるようになりますからパ

ラレルシフトも可能になると思われます。 

ここに集っている皆さまの魂は、一般の人たちに比べてとてもフレキシブルで柔軟

です。 

そして、高次のエネルギーを受け止めることを日頃から行われているために、他の

地球人ではできないこともたくさんできたのです。 

このパラレルシフトというのは、皆さまが望む時間軸へ皆さまが移り変わることを

可能にします。 

過去が有って、現在が有って、そして定められた未来が有るという考え方の中では

このパラレルシフトは成立しません。 

私たちは、皆さまに幾つもの時間軸や平行世界が有り、皆さまが幾つもの世界で同

じ人間として生きているということを何度も何度もお話ししました。 

皆さまはそのことを理解しているために、パラレルシフトを行うことができたのです。 

このパラレルシフトというのはまさに５次元世界のやり方です。 

今までの３次元世界では、パラレルシフトは成立しません。 

皆さまが異なる時間軸の中に、自分の身を置くということが可能になった世界でし

か、本当の意味でのパラレルシフトはできないのです。 

幸い高次元存在であるラナさんによって皆さまは導かれています。 

また第１評議会のスターピープルたちも皆さまのことを見守っておりましたので、皆
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さまは例外的にパラレルシフトを行い、いち早く５次元意識の世界に入っていった

のです 

普通の人たちであれば、本当に意識が高い人たちであったとしても、２０２１年８月

８日以降にしかパラレルシフトはできないのです。 

この時期であれば、意識が目覚めてきている人たちであれば、パラレルシフトをす

ることも可能です。 

しかしながら「宇宙の光」で行っているように、高次元存在や第一評議会のスターピ

ープルたちが見守っている中でパラレルシフトをするのとは違い、一般の人たちが

パラレルシフトをするときは、かえってよくない世界に入ることも有ります。 

見かけは煌びやかでとても素晴らしいスピリチュアルな世界なのですが、その裏で

は３次元世界に多くの人たちを引き止めるための世界というものがたくさん有りま

す。 

しっかりとした判断力を持たずに興味本位でパラレルシフトを行うと、そのような３

次元の世界に逆戻りしてしまうこともあるのです。 

ですから、私たちササニ文明の者や第１評議会の者たちはそのようなことが起きな

いように、皆さまをしっかりと見守り、皆さまが本意ではない世界へ入ることをしっ

かりと防御していたのです。 

この８月８日に開いた扉は、皆さまの肉体だけでなく意識やスピリットなども３次元

世界から切り離し、自らの意思で自分が望む世界に入ることができるという通過点

だったのです。 

こ３度目のゲートを超えた人は第２ゲートを超えた人よりも当然少なくなります。 

このゲートは常に開かれており、高次元の意識の世界へ誰でも入っていくことがで

きるのですが、やはり自分の波長とその世界の波長が合っていないと入りづらくな

ってしまうのです。 

まるで正面にドアがあるのに、そのドアに気付かずに素通りしてしまうような状態

だと言っても良いかもしれません。 
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〇５次元世界に入るためのライトボディの特質 

 

この８月８日に開いたゲートを皆さまが通り抜けることによって、皆さまの心や体は

さらに軽やかになり、皆さまはこれから５次元意識の世界で生きていくためのライ

トボディへと変わっていくのです。 

このライトボディに変わるということはとても大事なことです。 

３次元世界というのは完全に物質的な世界です。 

１００％物質的な世界といってもいいかもしれません。 

しかし５次元世界や６次元世界というものは物質と目に見えないスピリチュアルの

ものが半分半分になっていく世界です。 

まだ５次元意識の世界では皆さま物質的な肉体を持っています。 

ただし５次元世界には物質的な肉体を持たない精霊やスターピープルというものも

存在することができます。 

そして皆さまが６次元に入ると皆さまの体は完全な物質体というわけではなく、非

物質的な要素も入ってきます。 

人によっては物質的な体とスピリチュアル的な体が半分半分になるということも有

りえます。 

そして６次元になりますと、完全に肉体を持たない存在やスピリットたち、精霊やス

ターピープルたちも皆さまのもとに現れるようになりますが、皆さまが物質的な肉

体のみの場合には、彼らと会うことがまだできません。 

そして７次元、８次元というのは、今度は物質的な要素よりもスピリチュアルな要素

の方が大きくなりますので、皆さまが５次元世界に入る直前に、皆さまの体がライト

ボディ化していくことは、これから皆さまが次元を上がっていくにつれてとても重

要なことなのです。 

皆さまの身体がライトボディとしての要素を持たなければ、皆さまの体は物質的な

肉体だけの体になりますので、かろうじて５次元世界に入ったとしても、そこから６

次元、７次元になると、肉体の物質的な要素は少なくなり、半物質的な肉体となりま

すので、ライトボディが育っていない人は、５次元世界にとどまることになります。 
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そのため５次元世界に入る前の時期から、皆さまの体のライトボディ化というもの

が始まるのです。 

ライトボディというのは皆さまの物質的な肉体に、スピリチュアルな肉体が生まれ始

めるという意味でもあります。 

単に体が変わるというよりも、物質的な肉体の中からスピリチュアル的な肉体が生

まれ始めるのです。 

皆さまの体がライトボディ化していくと、例えば高次元存在であるラナさんの誘導

によって高次元の愛の世界に入るときには何の問題もなく簡単に入り、そしてその

世界をしっかりと見ることができます。 

また宇宙から送られてくる高次の光を受け取っているときも、皆さまのライトボデ

ィは非常に活性化されますので、この現実世界とは異なる世界を見たり、あるいは

他の世界に自分が移動したり、いつも感じることのない素晴らしい光やアイデアを

感じることができるようになるのです。 

皆さまが物質的な肉体だけの生命体だとすれば、このようなことは起こりません。 

皆さまが物質的な肉体からスピリチャルな肉体に変わっていくことができるからこ

そ、このライトボディ化というものが起こっているのです。 

この２０２１年８月８日に開くゲートというものは、ある意味、皆さまの中でライトボ

ディを目覚めさせるために起こっていると言っても良いかもしれません。 

そのために自分の体がデトックスを行い、不要な感情やエネルギー、あるいは病気

や精神的なトラウマ、障害、自分に対するネガティブな思い、といったものを綺麗さ

っぱりと洗い流していかなければならないのです。 

この８月８日から次のゲートが開く９月２３日まで、皆さまの体はとても大きなデト

ックスが行われております。 

体の奥深いところに眠っていた過去に患った病気のエネルギーや今生きている人

生だけではなく過去の人生から持ち越した様々な考え方やトラウマ、カルマ、そのよ

うなものを今回思い切って排出しているのです。 

今まで自分を傷つけることなく生きてきた人たちは、この機会にさほど大きな問題

が生じるわけではありません。 



31 

 

軽やかな足取りで次のゲートをくぐるための準備をするのです。 

しかし過去に大きな病気をしたり、自分を否定するようなことが有ったりした場合

や自己不信や自分に対する怒りや憎しみを持っている人は、この時期にそれらのも

のを捨て去っていかなければなりません。 

そうしなければ、次の第４ゲートへ皆さまが入ることができないからです。 
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PART４ アセンションをする意思で開く第４の扉 

 

 

２０２１年の８月８日に開いたゲートから流れ込んできた高次元の光によって、皆さ

まは自分の意思、自分の意識、自分のスピリット、自分の感情、自分の潜在意識が自

由になりました。 

皆さまが自由になったからこそ、今まで持っていた重荷を捨て去ることができるよ

うになったのです。 

そしてこの時期にしっかりと不要な物を捨て去ってください。 

では第４のゲートはどのような役目をするのかということをこれから皆さまにお話

したいと思います。 

高次元存在ラナさんは「次の扉が開かれると、本当の自分に気づき、自分に嘘がつ

けないような自分になる」というようなことをおっしゃっています。 

これは５次元世界に入るひとつ前の扉といってもいいでしょう。 

次の第５の扉が有って、その後ろに５次元世界が開きますので、ある意味この期間

というのは５次元世界に入る最後の時間帯と言ってもよろしいかもしれません。 

では、この時間帯に皆さまの中で何が起きるのか、お話しします。 

今までに第３の扉が開くことによって、皆さまの意識や感情、スピリットがこの３次

元世界の制限から解き放たれたということを話しました。 

次のゲートが開くと、その解き放たれた意識やスピリットがより高次元の光のもと

に統合されていくのです。 

今、皆さまの意識や皆さまの感情、スピリットはとても自由な状況にありますが、少

しまとまりの無い形です。 

今までとても大きな制限を受けていたために、自由になった喜びで舞踊っていると

言っても良いかもしれません。 

そのような状態が、新しい秩序のもとにしっかりと統合されていくのです。 

ですからこの時期に自分にとって不要なエネルギーを手放し、そして本当の自分に



33 

 

なるための準備をしていかなければならないのです。 

高次元存在ラナさんが言われる「嘘偽りの無い自分になる」ということは、５次元世

界に向かって皆さまの意識や潜在意識、魂やスピリットそして感情などがひとつに

統合されて「ぶれない自分」になるということなのです。 

この時点において「自分はアセンションをする自信が無い」とか「自分にとって、アセ

ンションはどうなのかな」などと考えている人はこの扉をくぐることはできません。 

自分の意思と自分の選択でアセンションをする世界に行くと考えている人のみがこ

の扉をくぐることができるのです。 

今までは、皆さまは同じように歩んでこられました。 

高次元存在ラナさんや高次的存在の助けも有りましたが、皆さまは地球の集合意識

の流れとしてアセンションをする道を歩んできたのです。 

しかしこの第４の扉だけは、皆さまが自分の意思でしっかりと開いていかなければ

なりません。 

しっかりと自分の未来を考えることができるような姿勢と能力が必要とされてくる

のです。 

これから先は、自分の意思をしっかりと持った人でなければ進んでいくことができ

ません。 

まだ、自分の意思が定まらない方は、５次元世界には入らない方が良いのです。 

５次元世界に入ると、皆さまの思考や肉体も変わります。 

高次元存在ラナさんもおっしゃっているように、もう３次元世界と５次元世界を行っ

たり来たりすることはできなくなります。 

というのは皆さまの体がライトボディ化しスピリチャル的な要素が強くなりますの

で、３次元の物質のみの世界に存在することが少しずつ難しくなるのです。 

３次元世界をこれからも楽しみたいという人は、この８月８日のゲートが開いた状態

のまま残ることになります。 

「そのような人たちはアセンションできるのですか」と聞かれたならば、こう答えるし

かないでしょう。 

「その人の心が、しっかりと５次元世界にいく準備ができたときに初めてその人は第
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４ゲートをくぐることができる。 

そしてそこで意識や感情や魂の統合を終えて、新しい世界、アセンションをする世界

に入ることができる」ということになるのです。 

これから皆さまが迎える第４のゲートは、今までにも増して重要なゲートになります。 

今までは、皆さまはエスカレーターに乗って、ただ手すりを持っているだけでどんど

ん上の世界に上がっていったのですが、このエスカレーターは第４ゲートにまで皆さ

まを連れて行った時点で終わります。 

後は自分の意思で階段を上って新しい世界に入っていかなければならないのです。 

そのことをしっかりと理解している人でなければ、これからアセンションをする世界

へと入っていくことができないのです。 

そしてこの第４ゲートが開いたときに、皆さまの中にある物質的な肉体はさらにラ

イトボディへの変化を繰り返しながら美しい光を持った肉体に変わっていきます。 

皆さまのオーラや皆さまのエネルギーが今まで以上に広がりを見せることになるで

しょう。 

そしてこの第４ゲートをくぐり抜けた後に、もうひとつ特徴的なことが起こります。 

それは皆さまが生きている社会そのものに変化が起きてきます。 

正確に言うならば、皆さまが生きていく社会が、皆さまに適した社会へと移り変わ

ります。 

２０２１年９月２３日までは、この物理世界は共有というか、幾つもの異なる次元にい

る人たちも、同じような次元にいる人たちも全て共有して見ることができる世界で

した。 

もちろん自分がいる場所によって、この地球の現実というものは違ったように見え

ています。 

しかしながら、この第４のゲートくぐり抜けると、皆さまが生きる現実そのものも分

離して変わってきます。 

５次元世界に向かう人たちの世界は、５次元的な要素が強くなってきますので、こ

の社会の不正が正され、犯罪や詐欺あるいは暴力のようなものが無い世界に変わ

っていきます。 
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私が先日話した例えで言うならば、５次元世界に入るためのホテルに皆さまは移り

変わっていくのですが、このホテルは３次元世界の喧騒や混乱がなく、静かで落ち

着いた、しかしながら自分自身をしっかりと見つめることができるような世界にな

るでしょう。 

そして皆さまは社会の変化をとても楽しく面白く受け止めることができます。 

何故なら、皆さまの心や感情や意識も全て統合に向かって行きますので、この世の

中の仕組みや世の中の物事が以前よりももっと詳しく見ることができるようになっ

たからです。 
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PART５ ５次元世界、愛と調和を学ぶための道のり 

 

 

そして、その後に最後の扉が開くことになるでしょう。 

それはもう５次元世界の入り口と言ってもいいかもしれません。 

皆さまがまるでさなぎから脱皮した蝶のように自由にそしておおらかに生きること

ができる場所、そして愛と自由を皆さまが感じることができる場所となっていきま

す。 

もちろんその場所に入る人は、地球の人口からするととても少ないかもしれません。 

特にアメリカやヨーロッパの都市部では多くの人たちが物理世界の幻想の中に生き

ることを望みますので、この世界に入る人は少ないかもしれません。 

昔ながらの少数民族の方やボランティア活動をしている人たち、他の人のために役

に立ちたいと考えている人たちがこの世界に集まってきますので、おのずからそこ

は愛と調和に満ちた世界になっていきます。 

そしてその世界では多くの人たちが心を通わせますので、お互いの気持ちが通じ合

いテレパシーも十分に働くようになります。 

そして多くの人たちが愛の意識に基づいて働きますので、この世界はとても高次の

愛のエネルギーが満ちあふれてくるようになります。 

もちろん皆さまの仕事や皆さまの労働や生産も愛に基づいたものになっていきま

すので、自然にあふれた豊かな社会が実現していくと思います 

そのような世界が生み出されてくると地球の波長が今までよりもさらに高くなりま

すので、皆さまと地球以外の種族の人たちが出会えるような場所も生まれてきます。 

かつての地球もそうでした。 

皆さまがよく知っているピラミッドは世界中にあるわけではありません。 

地球では、赤道を中心としたあたり、エジプトやメキシコのような場所にピラミッド

はたくさん存在していますが、このピラミッドはもともと土地の次元上昇を行うた

めの装置でした。 



37 

 

ピラミッドのことについて、皆さまは深く興味を持っていらっしゃるかもしれません

ので、少しばかりその秘密を解き明かしていきたいと思います。 

最初に作られたピラミッドには幾つかの目的が有りました。 

それはその場所を活性化し、その場所の波長を高めることによって、その場所に住

んでいる元々の地球人の意識を高めることを行っていたのです。 

地球人の意識が高まることによって、自分と他を認識し、生活に規則性が生まれ、

人々は知恵を持つようになりました。 

ピラミッドは通信装置でもありますので、ピラミッドが稼働することでこの場所一帯

は新しい次元上昇の場であることを宇宙に示すことができたわけです。 

そうすると、その信号を受け取った地球外種族の者たちもこのピラミッドの周りに

集まり、自分たちの技術を提供したり、また自分たちのやり方で地球人の意識進化

のお手伝いしたりすることも起こりました。 

そしてピラミッドを中心としてひとつの文明が起こり、地球人がさらに進化していく

と、宇宙からやってきたスターピープルや地球外種族の者たちを神として敬い、そ

の教えを受け取って成長していったのです。 

地球人の中には、この宇宙から来た者たちとの間に子孫を作り、その子孫たちがど

んどん増えて新しい種族になっていったところも有ります。 

そういった種族はとても知恵が有り、宇宙的な感覚に優れ、人々を導くような立場

になっていたのです。 

世界中の神話ではそれが「神々の一族」と呼ばれるものです。 

この一族によって地球人は成長していったのです。 

さらに、ピラミッドが幾つか作られることによって大きな文明も生まれました。 

そして、それらの場所を中心として地球全体の波動上昇が行われたのです。 

地球の赤道沿いにたくさんのピラミッドが作られましたが、今はまだ発見されてい

ないピラミッドも有りますし、今は海の中に沈んでいる場所にあるピラミッドも有り

ます。 

赤道を中心としてピラミッドが作られることによって、地球の波動上昇が行われて

いったのです。 
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これからアセンションが進むにつれて、このピラミッドと同じような役割をするもの

が、皆さまひとりひとりなのです。 

この場所に集っている皆さま方や幾つもの場所に存在しているグループが私たち

宇宙評議会と関係を持って地球人の進化のために働いてくれています。 

そこでは、皆さまの意識、皆さまの信頼感、皆さまの愛の力がひとつになって以前

のピラミッドと同じような働きを行っているのです。 

皆さま自身がこの日本全体を包む大きなピラミッドになっていると考えても良いで

しょう。 

沖縄から北海道まで、日本全国の人々の意識がひとつになることで、日本を中心と

して大きなピラミッドが立っているのと同じようなことが起きてきます。 

日本という場所が、皆さまの力によって波動上昇しています。 

地球のアセンションにとって、日本人が果たす役目はとても大きいのです。 

それは日本人が非常に特殊でまれな人種であるということ、また日本から多くの地

球種族が始まった歴史的な特殊性も有りますが、日本の皆さまというのは、非常に

愛や思いやりを強くお持ちになっている民族であり、また、高次元の存在とひとつ

になるための能力を持っていますので、皆さまの意識がひとつになることによって、

アセンションを推し進めていく大きな力が生み出されてくるのです。 

 

５次元世界に入ると皆さま方は本当に変わっていきます。 

単にテレパシーが使えるだけではなく、皆さまの思考が現実化してくることがます

ます早くなるからです。 

そして、多くの皆さまが愛と調和に満ちあふれていきますので、現実化していく世

界は愛と調和以外の何ものでもないのです。 

今までの３次元世界と違って、愛と調和で作られた現実がどれだけ素晴らしいかと

いうことを、皆さまはこれから体験していくことになります。 

しかしながらこの４番目のゲートそして５番目のゲートが開く間、そして開かれた後、

皆さまは自分の中にある愛や調和の意識というものが一体どれほどのものである

か、ということをまず知ることになるでしょう。 
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そしてそこから、愛と調和とは、本当は何なのかということを皆さまは学びます。 

そのために皆さまにとっては優秀な先生というものを準備しているのです。 

それが、これから皆さまとファーストコンタクトを予定している地球外種族の人たち

です。 

彼らはすでにアセンションを終えていますので、とても豊かな愛を持って生きてい

ます。 

皆さまは地球外種族の人たちによって「個人的な愛」から脱却し「多くの人たちに対

する愛」「地球の生命体に対する愛」を学ぶことになります。 

皆さま方にとって素晴らしい旅、素晴らしい成長がこれからもたらされるというこ

とを楽しみにしてください。 
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PART１ 第４の扉が開いた後の世界 

 

 

皆さまこんばんは。 

今日は皆さまに第４のゲートをくぐった後どのようなことが起きているのか。 

そしてファーストコンタクトのことなどお話していこうと思います。 

まず始めに２０２１年の９月２３日、第４のゲートが開いた後、皆さまも様々な変化が

起きているかと思います。 

またゲートが開く前から大きな変化が表れ、そしてゲートをくぐった後、楽になられ

た方もいらっしゃるかと思います。 

この第４のゲートというのは今まで地球では開かれたことがなく、そして通過したこ

ともないゲートです。 

このゲートが開くことによって、新たなエネルギーが地球に降り注ぎ、そして第４の

ゲートをくぐられた皆さまは新たな光、音、エネルギーを受け取っているのです。 

そのためにさらなる変化が起きているかと思います。 

さらに身軽になられた方もいらっしゃることでしょう。 

５次元の世界というのは、皆さまも御存じのようにありのままの自分で過ごす世界

となっております。 

今まで地球の皆さまは本音と建前というのがございましたが、５次元意識になられ

てからは本音と建前というものが無くなります。 

皆さまは心のままに行動し、心に思い浮かべた言葉を発するようになるのです。 

それ以外の言葉は口にすることができなくなってしまいます。 

もちろん５次元の世界に行くまでに、自分らしくない自分、正直になれない自分と

向き合う出来事が起こり、そしてしっかりと向き合い、愛で満たし、元の純粋な愛の

状態の自分に戻っていきます。 

そのために偽ることなく自分自身をさらけ出しても全く問題のない状態となるので

す。 
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そして皆さまは心からの愛をもとに人と関わるようになります。 

もちろん人以外にも動物や植物たちにも向き合うようになるでしょう。 

 

さてここから重要な話をしたいと思います。 

皆さまも気になっているお話しかと思います。 

この第４のゲートをくぐられた後、皆さまの周波数は大分変化し、よりファーストコ

ンタクトがしやすい状態になっております。 

今までは遠くから皆さまを観察していたファーストコンタクトを予定されている地

球外種族の方も、皆さまの近くまで行くことができるようになるかと思います。 

今はまだ体を合わせて皆さまとお会いすることはできないのですが、世界が愛で満

たされるようになりますとファーストコンタクトをされる地球外種族の方がいらした

としても、批判されることなく、温かい目で彼らを見ることができるようになります

ので、彼らは安全に地上に降り立つことができるようになるでしょう。 

今はまだ彼らに対して不信感を抱き、彼らにまだ地球に来てもらいたくないと思っ

ている存在たちがいらっしゃるために、彼らはまだ地上に降り立つことができず遠

くから見守っているのです。 

また地上に降り立ったとしても、決して誰からも姿を見られることがないような場

所に彼らは隠れるようにして過ごしております。 

彼らも今一生懸命地球での生活に慣れ、地球のことを学ぼうといろいろと行ってお

ります。 

地球の環境にも彼らはまだ慣れておりませんので、一生懸命トレーニングを受けな

がら地球の環境にも慣れようとしてくださっております。 

皆さまとお会いする頃には、彼らも地球の生活に慣れ、皆さまと変わりなくお会い

することができるようになるでしょう。 

彼らも大変皆さまとお会いすることを心待ちにしております。 

予定では早い方では２０２５年頃からお会いできるようになるでしょう。 

そしてそのあと徐々に準備ができた方からファーストコンタクトを行って２０３０年

には、多くの皆さまが地球外種族の方とお会いできればと思っております。 
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今も上空に彼らが乗る宇宙船を見かけることと思います。 

彼らも今はまだ上空から皆さまの様子を見ております。 

そして皆さまと早く会いたいと願っているのです。 

 

今の時期はさらに自分らしい自分の心に従った日々に皆さまはなってきていると

思います。 

今までは我慢できたことでも今は我慢することができず、自分の心に従い、心が思

うままに進む選択をして日々を過ごされていることと思います。 

皆さまは長年心に蓋をして、ほかの皆さまと同じ意思を持ち、同じ行動をしてきた

と思います。 

これからはひとりひとりが異なる選択をし、全く違う行動をしても、皆さまはしっか

りと繋がれる世界になっていくのです。 

今そのために、皆さまが本来の自分になるためにあらゆることが起きているのです。 

もちろん今この地球で起こっているコロナというものもそうです。 

コロナワクチンについてもそうでしょう。 

本当に自分自身の心が望むかどうかが、やはり多くのことで問われていると思いま

す。 

長年心を封印し、多くの方々と足並みをそろえて過ごされてきたことでしょう。 

心のままに従い進んでいくことに、少し抵抗を感じているかと思われますが、心の

ままに従い進んできた、また選択してきたことですっきりとした気持ちになられて

いることと思われます。 

これからは今まで以上に心がコンパスとなり、皆さま自身が進む道をしっかりと示

してくださるでしょう。 

これからさらに、より自分が求める世界、そして同じ思いを持った方たちが集い、波

長の法則により集まった方たちと共に世界を創っていくことになるでしょう。 

これからは小さなコミュニティーがあらゆるところで発足し、その小さなコミュニテ

ィーで気が合う方同士が、波長の法則で集まり、仲良く暮らし、そして皆で協力し合

ってそのコミュニティーを運営していくことになるでしょう。 
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今までのコミュニティーの運営の仕方と全く異なる形でコミュニティーを皆さまで

運営していくこととなります。 

今までは、皆さまは住んでいる地域ごとに分かれ、全く違う考えを持ち、気が合わ

ない方たちであったとしても同じコミュニティー内で暮らし、そして自分の心に蓋を

するような形で皆さまと共に足並みをそろえて暮らしてきたかと思います。 

これからは、気が合う方たちと住みたい場所でコミュニティーを作り、自由に暮らし

ていく時代に入ってきました。 

今はもうすでにそのような時代になってきているのでしょう。 

自由に自分自身が求められていると思う場所に赴き、集うべき形で集い、そして自

然と協力し合って暮らしていくことになるでしょう。 

その生活は軽やかで無理がなく、とても心地よい生活となるでしょう。 

そしてその小さなコミュニティー同士がつながりを持って協力しあい、小さなコミュ

ニティー同士が１つになって大きなコミュニティーになっていくかと思われます。 

これは３次元的な説明かもしれませんが、世界はますます分かれていきます。 

３次元の世界はさらに遠く感じるようになり、そして５次元世界が皆さまの世界と

なっていくでしょう。 

「３次元の世界にとどまる」と決めた方との交流は全くできなくなってくるでしょう。 

急に関係が絶たれるのではなく、徐々に徐々になんとなく話が合わなくなってきた

りお互い興味がなくなってきたりして自然と離れていきます。 

ただ３次元に残ると選択された方たちにもゲートは常に開いておりますので、好き

な時期に自由にくぐることができます。 

そのことを心配されている方もいらっしゃるかと思いますが、３次元に残ると決断

された方であっても後々５次元に行きますので御安心ください。 

ただ少し時間がかかるでしょうということです。 
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PART２ 愛と存在の在り方について 

 

 

〇TAKESHI 

ファースト・ファーストコンタクトについての質問ですが、私たちとファーストコンタ

クトをされる地球外種族の人たちは、地球人にとってどのような役目を果たします

か。 

 

〇サファイアさん 

彼らは地球にない科学技術を伝えるというよりも「愛」を皆さまに伝えるためにや

って来てくださいます。 

皆さまの今までの意識にはない愛の形を彼らは伝えてくださることでしょう。 

そして皆さまは地球外種族の人たちと交流するうちに、宇宙的な愛というものを身

につけられさらに発展させていくと思います。 

 

〇TAKESHI 

高次元の皆さまは地球の結婚制度を問題視していらっしゃるようですが、やはり私

たちが結婚制度を持つことによって自分たちの愛が所有へと変わっていくというこ

とをよく言われますが、今回私たちとファーストコンタクトをされる地球外種族の方

たちの家族の形というのはどのようになっていますか。 

 

〇サファイアさん 

彼らには地球のような結婚というものは存在しないのですが、結婚に似たような仕

組みや形はございます。 

それはお互いの気持ちが通じ合った者同士が一緒にいる約束をされ、お子さまを

作られて一緒に過ごすということをされます 

もちろんお子さまが産まれた場合には、地球のようにお２人だけでお子さまをお世
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話するのではなく、彼らは皆で子供たちを育てていきます。 

私たちササニ文明と近いやり方でしょう。 

彼らを含め、私たちも子育てというものは大変なものです。 

決して２人だけで行えないものなのです。 

地球の皆さまは大変苦労しながら頑張られていると私たちは見ております。 

そして子供たちをより豊かな存在にしていくために、あらゆる方たちが関わり、子

供たちにあらゆることを伝え心を育んでいきます。 

地球の皆さまも彼らのそのような姿を見られることで影響を受けられ、そのように

なっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちがファーストコンタクトを行うことは、私たちが新しい愛の形、宇宙的な愛の

形に目覚めていくということと密接な関係があるのですね。 

 

〇サファイアさん 

はい、彼らはササニ文明の私たちと違い、地球人と同じようなしっかりとした肉体を

お持ちになっていますので、より実感しやすいと思います。 

私たちが伝えるのと彼らが伝えるのでは、やはり伝え方、伝わり方が違うかと思い

ます。 

彼らは肉体を持っていますので、より地球の皆さまに分かりやすい形でお知らせす

ると思います 

 

〇TAKESHI 

今回私たちとファーストコンタクトをされる地球外種族の後に、次のファーストコン

タクトの相手が決まっているような話をされていましたが、そのことについて説明

していただけますか。 

 

〇サファイアさん 
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はい、皆さまがファーストコンタクトを行った後、彼らとの交流が当たり前になれば

地球の皆さまの意識が大きく変わりますので、半肉体の方たちともお会いできるよ

うになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは、どこの星の人というふうに決められているのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、それはすでに決まっているのですが、まだ明かすことはできません。 

 

〇TAKESHI 

今回鹿児島と東京で大きな地震が起こりました。 

このとき、日本に大きなゲートが開いて新たなスターピープルたちが入ってきたと

いう情報をいただいたのですが、そのことについて教えてください。 

前回スターライトプログラムの第１期生が「宇宙の創造の源」に行き宇宙デビューを

果たしたことで、そのよう子を見られていた宇宙種族の方たちの中で今まで私たち

を知らなかった方たちがゲートを開いて入ってきたという情報だったのですが。 

いかがでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

皆さまはラナさんの誘導により、宇宙の創造のエネルギーのコアの世界に向かわれ

たかと思います。 

特に宇宙の創造のエネルギーのコアの部分はあらゆる存在、あらゆる銀河、あらゆ

る外宇宙にも繋がっております。 

全ての宇宙とつながっている場所なのですが、そこに地球人の皆さまが来られたと

いうことで、新たに地球人のサポートをしたいと思われている方たちが会いにきて

くださりました。 

私たちも先日その方たちをお招きし、第１評議会で皆さまと対面し話合いを設けた
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のですが、とても愛にあふれ、この宇宙にとっても新しい風を吹かせることができ

る方たちでした。 

 

〇TAKESHI 

その方たちは、私たちの地球が属している宇宙とは異なる宇宙からいらっしゃった

と聞いておりますが。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

私たちが認識している宇宙ではない別の宇宙から来てくださりました。 

私たちも実はまだお会いしたことがない方たちでした。 

先日いらっしゃったことで初めてお会いしそして自己紹介をしたところです。 

私たちにとっても学ぶことが多く、これからあらゆることをレクチャーしていただこ

うと思っております。 

 

〇TAKESHI 

その方たちは半物質的な肉体を持ちながらも、かなりレベルの高い愛を実現してい

るとお聞きしました。 

通常私たちの宇宙では、愛のレベルが高くなると肉体を捨ててスピリット体になる

可能性が大きいと思いますが、その方たちは半物質的な肉体を持ちながらも、とて

も高いレベルの愛に目覚めていらっしゃるということは、私たちも肉体を持ちなが

ら高いスピリチュアルな愛に目覚めることも可能なのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

肉体を持てる次元は６次元まででしょう。 

７次元からは肉体を維持しながら存在するのは難しいでしょう。 

ただ、半物資的な肉体であれば存在することは可能です。 

７次元から完全な物質体ではなく、半物質的な肉体になっていくのです。 
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〇TAKESHI 

半物質的な肉体とはどのようなものなのでしょうか、教えてください。 

 

〇サファイアさん 

はい、今の皆さまはしっかりと形を持ち、手で触っても確かな感触を持つ存在とし

て生きておられます。 

半物質、半肉体の存在は少し透けたように見えますが、なんとなく触れることがで

きるという存在です。 

温かみを感じますし感触はあるのですが、ただしっかりとした肉体と違い、とても柔

らかく、通り抜けてしまいそうな感覚を持たれるでしょう. 

 

〇TAKESHI 

それは私たちが湯気や風などを感じる感覚と似ていますか。 

 

〇サファイアさん 

湯気よりももっと感触がしっかりしており、そして柔らかいものです。 

 

〇TAKESHI 

それはサファイアさんが教えてくださった光の粒子の体とはまた異なるものですか。 

 

〇サファイアさん 

光の粒子の肉体に戻られたときは非物質体となります。 

光は目に見えるけれども触れることはできないかと思います。 

触れても通り抜けていきます。 

ただ皆さまの本体は非物質体である光の存在です。 

皆さまが次元を上げることで本来の自分自身になっていくのです。 

 

〇TAKESHI 
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私たちがファーストコンタクトを重ねて、スターピープルや地球外存在たちから学び

を得るにつれて、私たちもそのような状態に変わっていけるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、こだわりを持たず、とても軽やかで寛容で大きな気持ちになられたとき、肉

体も同じようにこだわりがなくどんどんと形のない存在になっていきます。 

皆さまの感情や思考などの在り方も，皆さまの体の状態に反映しております。 

こだわりが無くなれば無くなるほど、物質的な肉体が薄れ非物質体になっていくの

です。 

 

〇TAKESHI 

私たちが半物質的な肉体の状態であるスターピープルやサファイアさんたちと会え

るのはいつ頃になりますか。 

 

〇サファイアさん 

それはまだ完全に確定はしていないのです。 

それは皆さまの変化によって変わってくるからです。 

私たちの大まかな予想でお伝えするとしましたら、非物質体の皆さまが生まれる時

期は１００年から１５０年後かと思われます。 

地球人の方たちの中にはそれよりも前に非物質体となり、次元を上げられる方もい

らっしゃるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

次元を上がるという基準は、それは愛の度数によりますか 

 

〇サファイアさん 

はい、こだわりが無くなり「光も闇も全て必要な存在である」と心から理解できたと

き、皆さまもさらに次元が上昇していき、肉体も変化していくことでしょう。 
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〇TAKESHI 

今回新しく外宇宙からやってこられた方の中に、私のパラレルワールドの方がいら

っしゃってコンタクトをとっているのですが、そのようなことも実際この地球上の中

で私たち以外の方たちにも起きていますか。 

 

〇サファイアさん 

もちろんです。 

皆さまは無数の何１０００というパラレル世界の自分自身を持っております。 

姿も皆さんとは異なり、皆さんの世界とは全く違う世界に住んでいる自分自身が存

在していても不思議ではありません。 

また実際にそのような方もいらっしゃいます。 

 

〇TAKESHI 

私たちの魂は、自分たちが存在している宇宙だけではなく、異なる宇宙にまたがっ

てパラレルワールドの自分を作り上げているということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

魂に制限は有りません。 

 

〇TAKESHI 

魂に関して質問が１つあるのですが、魂には次元が無いと聞きましたが、地球で自

分がミッションを終え、地球を離れたときに私たちはどのようになるのでしょうか。 

パラレルワールドにおける次元をどのように考えたらよろしいでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、次元もパラレルワールドのひとつとして捉えられたらよろしいかと思います。 

 

〇TAKESHI 
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地球で肉体を捨てた後は、一旦魂の元に戻り、ほかのパラレルワールドを知るとい

うこともできるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、可能です。 

 

〇TAKESHI 

そのときに自分の意思というものが魂と話をして次はこういう生き方をしたい、こ

ういう星に生まれたいと願い、その星に生まれるようなこともできるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

既にその星で生きているパラレルワードの自分自身がいらっしゃる場合は、相談は

しなくてもそのパラレルワールドの自分自身と１つになることができます。 

 

〇TAKESHI 

例えば、私がこの地球での肉体が終わった後に、外宇宙から来ている人と統合した

いと言った場合にはそうなる可能性もあるのですか。 

 

〇サファイアさん 

不可能ではございません。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

 

 

 

 

 



53 

 

PART３ 時間からシンクロへ 

 

 

〇TAKESHI 

次に第５のゲートが開くことで、５次元世界に入れるということになっておりますが、

この第５のゲートについて詳しく話を聞きたいのですが、よろしくお願いします。 

 

〇サファイアさん 

はい、この第５のゲートを開く時期なのですが、地球時間で言いますと、２０２１年の

年末辺りが良いのではないかと思っていたのですが、もう少し遅くなる可能性もご

ざいます。 

なぜならこの第５のゲートが開いたとしても、この第５のゲートを通過する方が大変

少なくなるだろうと私たちは予想しているからです。 

皆さまにとって５次元世界というものは今まで経験したことが無い世界ですので、

５次元の意識になるための時間がもう少し必要になるかもしれないとのことです。 

 

〇TAKESHI 

それは私たち地球人の目覚めのスピードが、皆さまが考えているよりも遅いという

ことでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

そのようなことではなく、もう少し３次元世界の余韻に浸りたいという人の声が多

く上がっているからです。 

５次元意識の世界に入ってしまったらもう二度と３次元の世界を経験できなくなっ

てしまいます。 

もちろん４次元の世界もそうです。 

そのために３次元の世界を感じられる場所で、あらゆることを整理し、もう少し３次
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元という世界を体験したいと思われている方が多いようです。 

 

〇TAKESHI 

自分の中でこの３次元の物理世界を楽しんでから、５次元世界にゆっくり行こうと

いうふうに地球人の多くの人たちが考えているということですね。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

扉が開いてから、自分が生きている時間が短くなったり伸びたりしているような時

間の異変を感じている方がいらっしゃるのですが、それはどのような理由でしょう

か。 

 

〇サファイアさん 

はい、高次の世界になっていきますと時間というものが無くなっていきます。 

皆さまはシンクロで生きていくことになりますので、朝起きて活動したい方は活動

されますし、朝太陽が昇っても眠っていて、お昼頃に起きて活動したいと思われる

方はそのように活動されていきます。 

それぞれ個人個人の時間の感覚が変わっていきます。 

そのために時間というものが有って無いようなものになっていくのです。 

そして「する必要があることをする必要がある」と思ったときに動き出しますので、

全く時間に関係なく行動するようになるのです。 

これからの世界にとって時間に代わるものはシンクロです。 

 

〇TAKESHI 

５次元の世界になると今までの時間の流れが大きく変わってくるということですね。 
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〇サファイアさん 

はい、そうです。 

そして星の並びや天体の位置に合わせて生活していくことが多くなります。 

 

〇TAKESHI 

この３次元世界では、例えば「明日の３時に会おう」とか「６時から会議をしよう」な

どと時間の枠の中で決めたりしているのですが、５次元世界にいくとそれはどのよ

うな形で、皆さまの行動をひとつにしていくことができるのですか。 

 

〇サファイアさん 

はい、ある１人の方がそろそろ話合いをしたいと思われたら、その気持ちを皆さま

が同時に受け取り、そして皆さまがちょうど良いタイミングで集まれるようになりま

す。 

 

〇TAKESHI 

それはテレパシーやシンクロというものが起こるということですか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

皆さまは感覚で集うようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

そのような感覚というものが当然５次元世界になると私たちの中にも活性化してく

るということでしょうか。 

それは１人１人に活性化する差が有りますか、それとも高次元の光をどんどん受け

取ると、ある程度同じようなレベルで活性化していくことになりますか。 

 

〇サファイアさん 
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５次元の世界に向かわれる方は、だいたい同じようなタイミングでそのような感覚

が目覚めてくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

後から５次元世界に来る人たちは５次元世界に入ってしばらくすると目覚めてくる

ということですか。 

 

〇サファイアさん 

５次元世界に入った時点で、やはり皆さま感覚が変わっておられますので、すぐに

対応できるようになります。 
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PART４ 脳の働きついて 

 

 

質問者１ 

バシャールによると「針の眼を通る間は膿み出し期間」と言われていますが、私たち

の膿み出しの期間というものはどのくらい続くのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、それは大変個人差が有ります。 

 

〇ＴＡＫＥＳＨＩ 

膿み出しの期間は、だいたい５次元の世界の扉が開く頃に終わる方がいるというこ

とでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そのような方もいますが、５次元に向かう扉が開き、しばらくしてから通過さ

れる方もいらっしゃいます。 

これは個人個人の自由選択になります。 

開いたからといってすぐに通過しなければならないということはございません。 

 

〇ＴＡＫＥＳＨＩ 

この膿み出しの期間というのも当然ひとりひとり差があるのですが、それも自分が

決めることなのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、焦ることはございません。 

膿み出しの期間もシンクロによって進んでいきますので、御安心くださいませ。 
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無理のない形で、自分に必要の無いものを全て手放され、すっきりとした状態にな

られてから５次元のゲートをくぐられることでしょう。 

 

〇質問者１ 

「感覚が自由になってくる」ということですが、私はもともと短時間睡眠だったので

すが、さらに短時間睡眠になりました。 

仕事をしているので朝起きるのですが、体はとても元気で老化がストップしたよう

な感じがするのです。 

次元が上昇することによって肉体の変化というものもあるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、もちろんです。 

次元が上昇していきますとより自分を偽ることなく、ありのままの自分で無理のな

い形で生きていくようになります。 

老化はやはりストレスからきますので、ストレスがないことで老化がゆっくりとなり、

年をとっていないかのようになってきます。 

 

〇質問者１ 

私の父はとても自由に生きてきた人でストレスがないような生き方をしていたよう

です。 

そのために私もとても正直に今まで生きてきました。 

そういったことも老化しないことに関係があるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、もちろんです。 

ありのままの自分を大切にし、心を大切にしながら生きることで老化を克服するこ

とが可能です。 

もちろんこれから科学的に老化をストップさせ、いつでも若い状態を保ったまま生
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きていくことも可能です。 

老化もひとつの病気と見なされ、治療法が発見され、老化を遅くすることが地球人

にとっても可能となります。 

 

〇質問者１ 

そうなんですか、ありがとうございます。 

 

〇サファイアさん 

はい、宇宙の視点から言いますと、老化は癌のようなものなのです。 

治療法がございます。 

 

〇質問者１ 

睡眠時間が少なくなるということは病気ではなくてそういったことなのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、私たちも多くて３時間ほどしか睡眠を取りません。 

それでもとてもパワフルに活動することが可能です。 

高次元になればなるほど睡眠時間も少なくて済むようになるでしょう。 

 

〇質問者１ 

ありがとうございます。 

安心しました。 

 

〇TAKESHI 

５次元世界に行くとどのような体の変化が起きるのか教えてください。 

 

〇サファイアさん 

はい、５次元の世界では全ての皆さまが愛を理解し、お互いを思いやり、そして自分
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を大切に扱い尊重しながら、相手の方も尊重し、認めながら支え合っていく世界と

なっていきますのでストレスも有りませんし強制も有りません。 

無理がない世界になっていきますので、とても軽やかになっていく世界となります。 

また自分にとっても良くないものは植物や動物たちにとっても良くないものと皆が

思うようになりますので、あらゆる地球の存在にとって優しいものだけが残ってい

くでしょう。 

５次元の世界というのは初めからそのような世界なので、そのような意識に到達し

た方たちが徐々に５次元の世界へと入っていきます。 

今皆さまはそのような本来の自分自身に戻るための手放しを行われている最中な

のです。 

どんな方が目の前に来ても、心が動くことなく尊重し認めることができ、その上で

自分ができることを提供していく、そのような状態になっていくのです。 

 

〇TAKESHI 

先ほど時間の約束をしなくてもお互い直感やシンクロで理解し合い、出会っていく

というような話だったのですが、人間の思考や脳の構造にも変化が起きてきますか。 

 

〇サファイアさん 

直感力が皆さま鋭くなってきますので「なんとなくこの方とこの方がすぐに動ける

状況にある気がするから連絡を取ってみよう」という気がして、皆さまと同じように

連絡を取り合うことで、予想どおり皆さまがすぐに動ける状態で集まることができ

るという状況が起こってきます。 

「ちょうど今連絡をしようと思っていたんだ」というような言葉が入ってくることで

しょう。 

そのように直感力がおひとりおひとり鋭くなってきます。 

そのために時間を決めることがなくても、その時集まることができる方を瞬時に察

知し、瞬時にアクセスし、みんなが集まることができるようになってくるのです。 
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〇TAKESHI 

その連絡を取るという方法はどのような方法で取るのですか。 

 

〇サファイアさん 

テレパシーなどを使えるようになるには、やはり１０年以上はまだかかるようです。 

しばらくは、皆さまが今使っているツールを使い連絡を取り合うことと思います。 

 

〇TAKESHI 

たとえば誰かに連絡を取りたいなと思ったら LINEや電話を使うということですね。 

 

〇サファイアさん 

そうですが、お互いちょうど連絡しようと思っていたそのタイミングに連絡がくるよ

うになります。 

 

〇TAKESHI 

今私たちは論理や理論をもとにして頭を使って考えますが、それが直感を中心とし

た思考形態に変わるということですか。 

人間の脳の構造自体にも変化が起きてきますか。 

 

〇サファイアさん 

いい意味で頭を使わなくなります。 

頭の使いかたが、今までの使いかたではなく「受けとる」という形で脳をフルに使う

ようになるでしょう。 

計算をしたり考えたりということは AIやその他の存在たちが行うようになります。 

または皆さまが機械と呼んでいる存在たちが代わりに行うようになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

以前サファイアさんは「人間の脳は物事を記憶するための働きではなくなる」という
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ことをおっしゃっていますがいかがでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

脳は記憶するものではなく、優秀な受信機なのです。 

情報などを受け止めるために発達している臓器なのです。 

 

〇TAKESHI 

現在グループワークを行っておりますが、イメージを受け取ることが上手な人、ある

いは苦手な人がいらっしゃいます。 

ただグループワークを続けることで、今までイメージを受け取ることが苦手だった

人たちも最近はイメージを受け取ることが上手になってきていますが、このような

形で５次元世界に近づくにつれてイメージや情報を脳で受け取ることができるよう

になるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そのとおりです。 

今複数の方たちで一生懸命ワークに取り組むことによって、ビジョンを受け取られ

た方のエネルギーやイメージが他の方にも伝わり「このように受け取ればいいのだ」

ということを理解して、今までイメージやビジョンを見ることができなかった方たち

もできるようになってくるのです。 
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PART５ チャクラの働きついて 

 

 

〇TAKESHI 

それは人間の肉体で言うとチャクラの働きにも関わってきますか。 

 

〇サファイアさん 

チャクラを活性化させるためには、まず５感を鋭くする必要が有ります。 

５感が鋭くなってきている方はチャクラも活性化してくるのです。 

皆さまが第１のチャクラと呼んでいる下半身の部分にあるチャクラなのですが、この

チャクラは愛を感じるための器官でもあります。 

そして大地からのエネルギーを受け止めるための器官でもあります。 

ここで純粋な愛のエネルギーや大地からの生命エネルギーを受け取り、第１チャクラ

からこのエネルギーを各チャクラに送っていくのです。 

そして各チャクラに送られたそのようなパワフルなエネルギーがチャクラを活性化

させていくのです。 

そして第２のチャクラ、このチャクラの部分は感情を司るチャクラなのですが、特に

皆さまの潜在意識下にある感情をコントロールしているチャクラなのです。 

このチャクラにとても重たいエネルギーや言葉にできなかった思いなどが蓄積して

しまうと活性ができませんのでクリアにする必要があるのです。 

第１チャクラから運ばれた純粋な愛のエネルギーが、このような言葉にできなかっ

た思いを愛で満たしクリアにしていくのです。 

そうすることによって第２のチャクラが活性化して感情の循環を行い、感情を健や

かに保つことができますので体調も整っていきます。 

そして第３のチャクラはグラウディング力を司るチャクラです。 

このチャクラがエネルギーの循環や「気」の循環を活性化することでエネルギーの流

れがスムーズになりますので、足をしっかりと大地につけることができるようにな
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ります。 

そして第３のチャクラは、第１チャクラから受け取った愛のエネルギーを頭のてっぺ

んに通して宇宙と繋がることができるようにするので大変重要なチャクラでもござ

います。 

第４のチャクラはあらゆる思いを受け取るためのチャクラでもございます。 

外側からの思いを受け取り、そして体の中に浸透させるチャクラでもございます。 

特に愛ある言葉を受け取ったとき、この第４のチャクラはとても満たされ、体に愛を

循環させます。 

そしてより大きな愛の気持ちを生み出し、その気持ちを外側に広げることができる

大変重要なチャクラでもございます。 

 

〇TAKESHI 

確かにそうですね。 

 

〇サファイアさん 

喉の場所に位置する第５のチャクラはその思いや懐いた感情を形にするチャクラで

す。 

皆さまが思いを声に出して表現することでこの第５のチャクラは活性化され、清ら

かな空気が通るようにとてもスムーズに身体を巡っていくのです。 

そして第６のチャクラは目に見えない存在やエネルギーを感じるためのチャクラで

す。 

第１チャクラから第５チャクラまでスムーズにエネルギーが通ることで、第６のチャク

ラが開き、しっかりと目に見えないものやエネルギーを感じることができるように

なるのです。 

そして第６のチャクラが開くことで第７のチャクラも開き、私のような半物質体や非

物質体の高次的存在と繋がり実際に話をすることができるようになるのです。 

このように第１チャクラから第５チャクラまでが正常に機能していないと第６のチャ

クラ、第７のチャクラが開かない仕組みになっております。 
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〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になるとチャクラがさらに活性化し、今まで以上にその感覚を

感じることができると思いますが、このチャクラを活性化するために有効な方法と

いうものは有りますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、もちろんです。 

皆さまもよくご存じの方法です。 

身体が喜ぶことをし、安全な食べ物を食べ、そして清らかな水を飲むことです。 

大地のパワーが多く含まれたお水を飲むとよいでしょう。 

特にお水はもっとも大切なものです。 

 

〇TAKESHI 

それは水道水ではなくミネラルウォーターが望ましいということですよね。 

 

〇サファイアさん 

ミネラルウォーターよりも実際山から湧き出ている水を飲まれた方が良いでしょう。 

湧き水と言われているものですね。 

もちろん殺菌をされた状態で飲まれたらよいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは例えば、私たちが水を汲んで一回煮沸消毒をして飲むと言うことでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、または炭などを入れられ、余分なものをとられてから飲まれると良いでしょ

う。 
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PART６ ５次元意識の世界をイメージするワーク 

 

 

では第５のゲートをくぐりやすくするためのワークをこれから行いたいと思います。 

それでは皆さま目を閉じられ深く鼻から息を吸い深呼吸していただこうと思います。 

深呼吸をすることでまず体を整えたいと思います。 

鼻から深く息を吸い、ゆっくり口から吐かれてください。 

この深呼吸を３回ほど繰り返されてください。 

体の呼吸が整いましたら、次にふだんの自分自身を思い描いてください。 

いつもの自分自身です。 

自分自身の様子を客観的に見てみましょう。 

そして客観的に見ているときに皆さまがとらえている５次元という世界を同時に思

い浮かべてください。 

現在の自分自身と５次元に存在する自分自身がいるとイメージをされ、その５次元

で暮らしている自分自身がどう違うかを発見されてみてください。 

私がお伝えしました５次元という世界の様子を聞いた上で、皆さまの中で５次元と

いう世界をイメージされてみてください。 

そしてその世界に自分自身が生きているというふうにイメージをしてみてください。 

５次元世界の自分をイメージしたとき、その自分はどのような姿でどのような言動

をしているのかという様子をしっかりと見られてください。 

そして違いを見つけられてください。 

なるべく細かく違いを見つけられてください。 

違いを見つけることができましたらゆっくりと目を開けていただき、今度は紙とペ

ンを用意してください 

紙とペンを用意していただきましたら、その見つけた違いを箇条書にして書き出さ

れてみてください。 

違いを箇条書にして書き出すことができましたでしょうか。 
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書き出すことができました方は、５次元の世界に生きている自分と今の自分との違

いをネガティブに捉えるのではなくニュートラルに捉えていただき、ひとつひとつな

ぜそのような違いがあるのか、ということを見つめられてください。 

そうなる理由を見つけることができましたら、そのことに対して愛ある温かい言葉

をかけてあげてください。 

自分をいたわるように愛ある言葉をかけられると良いでしょう。 

 

このワークは５次元の世界にいる自分自身と今現在の自分自身の違いを見つける

ことで５次元の世界に自分自身が入っていくために必要なことや行動を明確にする

ワークとなります。 

アセンションも皆さまが同じように完了するわけではないのです。 

皆さまの選択でそれぞれ向かっていくのです。 

ひとつひとつの行動やひとつひとつの選択が大事となっていきます。 

もちろん自分と向き合う時間をじっくりと持たれても構いません。 

針の眼を通過する期間は大変個人差があるのです。 

皆さまそれぞれ進む速度や期間はバラバラです。 

遅い早いというものは全くございません。 

自分が思うペースで自分が思う速度で進まれたら良いのです。 

以上が５次元に行くための自分と向き合うためのワークとなります。 

大変シンプルですが、やってみるととても具体的で自分自身がどの部分を手放した

方が良いのか、軽やかになった方が良いのか、ということが明確になります。 

 

〇TAKESHI 

サファイアさん、ありがとうございます。 

 

〇サファイアさん 

はい、第４のゲートが開いた後、そして第４のゲートを通過された後は、自分自身が

はっきりと見えるような形になりますので、５次元の世界に向かうために手放した
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方が良いものがよく分かるようになったり、感情が揺れ動いたり、ということが皆

さまの中で起こっていると思われます。 

あるいは急激な体調の変化というものも起こっているかと思います。 

ある意味、皆さまの内側と外側で変化が起きていると思います。 

その変化が起きるからこそ、自分の体の奥底にあった自分らしくない自分が炙り出

されていきます。 

そして今まで取っていた食べ物や自分に合わなかった食べ物などの成分が体から

排出されたり、ということで体調が悪くなったりされるのです。 

肉体の解毒と感情の解毒が同時に行われることで、今大変苦しい思いをされてい

る方がたくさんいらっしゃることでしょう。 

この第４のゲートをくぐられた後というのは、デトックス期間となります。 

そしてあらゆるものを手放し、デトックスした後にすっきりとした自分になられ、そ

のとき５次元意識に自分自身がなっているのです。 
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PART１ アセンションをする時期に起きること 

 

 

今皆さまが見ている自分自身の世界で様々なことが起こっているかと思います。 

それぞれの方のエネルギーが色濃くなり、様々な世界を皆さまがおひとりおひとり

独自に見ているようになっております。 

３次元までの世界は、皆さまは同じ世界にいてお互いが影響しあう世界でした。 

同じ世界を見て、同じものを見て、同じような考えを持って「個」としての自分自身

を抑えて生きていく時代だったと思います。 

３次元から４次元に入り、４次元から５次元世界へと移行されている皆さまは、おひ

とりおひとり見ている世界が全く異なり、考えていることも全く違うようになって

おります。 

たとえて言いますと、皆さまおひとりおひとり自分の星を持ち、自分の星の中で過

ごし、そして自分の星の中から他の星にいらっしゃる方々をのぞきこんでいると言

っても良いでしょう。 

皆さまは自分の星、自分の世界にいますので、自分の心に益々嘘がつけなくなって

きています。 

またごまかすということも不可能になってくるでしょう。 

物理次元レベルでも、皆さまは一緒にいて同じ世界を見ているように思えるかもし

れませんが、すでに異なってきているのです。 

 

〇TAKESHI 

それでは、この地球では、現在何が起きているのか、ということをサファイアさんの

方から詳しく教えていただけますか。 

 

〇サファイアさん 

おひとりおひとり起こることも大変異なっているのですが、大まかに共通している
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ことだけを話しいたしましょう。 

全ての方がそうではないという前提でお聞きください。 

皆さまが冬至と呼んでいるこの時期は、地球にとっても大きな切り替えポイントに

なります。 

まさしく５次元の世界に向かわれている方にとってみれば、とても重要なポイントと

言えるでしょう。 

高次現存在のラナさんからもお話が有ったように、この冬至またはこの満月の時期

に、皆さまは３次元の世界でやり残したことを全て完了させ、皆さまの中で３次元は

経験しつくした世界、もういる必要がない世界として完了させたことと思います。 

そして冬至を迎える日を境にして、いよいよ完全に３次元の世界から離れ、５次元の

世界へと歩みを進める方もいらっしゃるかと思います。 

今世界が何千と枝分かれして、あらゆるパラレル世界に皆さまは移行されておりま

すので共通している事柄が大変少なくなっております。 

それぞれ個々に違ってきているのです。 

ある意味大変ユニークな時代に突入したといえるでしょう。 

そしてとても自由度が高くなったともいえるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

これから５次元世界に行こうと考えている人たち、５次元世界の最後の扉である第

５の扉の前にいるような人たち、このような人たちにはどのようなことが起こって

いますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、３次元で培ってきた自分の中の知識や３次元特有の思い込み、ネガティブな

思考などを全て整理しているところだと思います。 

５次元の世界に持っていく知識や必要なものと５次元の世界には必要ではない意

識や必要ではない感情を仕分しているところといっても良いでしょう。 

そしてこの仕分作業が完全に完了し準備ができた方から第５のゲートをくぐられる
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でしょう。 

もちろん、この思考の整理をしている最中に物理世界でもあらゆることが起こって

きます。 

自分の心を揺さぶるようなことも起こってきます。 

今まではあまり出なかった感情もいきなり激しく出る場合もございます。 

そのときはもうその感情を味わい尽くし、悔いが無いようにするためと思われたら

よろしいかと思います。 

怒りや悲しみや不安、恐れという感情は３次元の世界でしか味わえないとても貴重

な感情です。 

５次元以上の世界に入ってしまえば、そのような感情を感じることもできなくなっ

てしまうのです。 

そのためにもう一度忘れないうちにこの感情を味わっておこうと思い、とても強い

怒りの感情が沸き起こってくる出来事に遭遇することもあるでしょう。 

それは「思い出作り」のために起こっていると思われたら良いかと思います。 

私たちササニ文明の者たちは、もうすでに怒り、悲しみ、苦しみという感情を持ち合

わせておりません。 

またそのような出来事に遭遇することも有りません。 

ただ皆さまを通してその感情を味わうことができました。 

はるか遠い昔に「私たちが実際に感じていた感情だ」ということを理解することが

できました。 

次に皆さまがこの感情を経験するのは遥か遥か遠い先になるかと思います。 

それも直接経験するのではなく、私たちのように３次元世界を生きている存在たち

を通して感じるということになるでしょう。 

今の皆さまのように、実際に３次元の世界に身を置き、そして体感するという日は

今までしかなかったのですが、現在すでに皆さまは３次元の世界には完全にはいら

っしゃらないのです。 

すでに３次元の世界を離れられ、４次元の世界に入られておりますので、以前のよ

うな感じ方はもうできなくなっているでしょう。 
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今はまだ、今まで３次元の世界にいたという経験に基づき、あたかも３次元の世界

にしっかりといるような感覚でその感情を味わうことができているだけなのです。 

これも徐々に徐々に薄れていくでしょう。 

薄れていく前に「思い出」としてそのような感情や出来事を経験しているのです。 

 

〇TAKESHI 

ここ１週間ぐらいの間、自分が持っている嫌な感情や不要なものがどんどん出てき

ていると思いますが、そのようなことに対する効果的な対処法というのが有ります

か。 

 

〇サファイアさん 

それは今でしか体験できないこととして、しっかりと味わおうと思われればいいか

と思います。 

また「このような感情が出てきたから、私たちはまだまだなんだ」と思わないでくだ

さい。 

これはあくまで「思い出作り」のために出てきているだけのことなのです。 

 

〇TAKESHI 

私は今朝から急に腰が痛くなってしまって仕事ができるかな、と思っているのです

が、このことも冬至の時期のことと何か関係有りますか。 

 

〇サファイアさん 

いよいよ波長が変わってきたということなのです。 

３次元の世界とTAKESHIさんのいらっしゃる４次元の世界にずれが生じたために

体が不調和を起こしている、という場合もございます。 

 

〇TAKESHI 

これは、私たちがまだ思考の中で３次元世界にフォーカスしたり、捉われたりしてい
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るけれど、自分の意識は深いところではどんどん４次元から５次元に向かっている

というような自分の中の意識と自分の日常生活的な考えのズレということも有りま

すか。 

 

〇サファイアさん 

思考だけが３次元に向き、肉体だけが４次元、５次元に向かわれているからです。 

肉体がもうすでに合わなくなってきているのです。 

 

〇TAKESHI 

５次元仕様の肉体になっているにもかかわらず、思考が３次元のままということで

しょうか。 

メンバーさんの中にも同じような状態の方はいらっしゃいますか。 

 

〇サファイアさん 

もちろんです。 

 

〇TAKESHI 

まだ３次元に残ろうか、５次元に行こうかと迷っている方たちもいるかと思います

が、そのような方にはどのようなことが起きていますか。 

 

〇サファイアさん 

ほとんどの方が「どの世界に行くか」という決断はもう完了されております。 

後は自分自身が決めた世界に行くための準備をしているのです。 

そのような状態に見えたとしても、もう行くべき世界はしっかりと決めております

ので決められた世界に行かれるでしょう。 
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PART２ ５次元世界への入り方 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

そして冬至のこの日、第５のゲートが開くことは冬至とは別の問題でしょうか。 

 

〇サファイアさん 

第５のゲートはもうすでに開いております。 

 

〇TAKESHI 

５次元世界に行くと考えている人たちに対して第５のゲートの役割や第５のゲート

をスムーズに超えるやり方などございますか。 

 

〇サファイアさん 

自分を信じ、ハイヤーセルフを信じ、宇宙を信じることがとてもシンプルになってい

きますので、３次元の世界での思い残しや思考の整理などが全て終わられましたら

自然と第５のゲートをくぐられます。 

これは個人個人によって違いますので、皆さまがこの時期に通るとははっきり言え

ません。 

ただ何度もお伝えしているように、第５のゲートはもう開きましたので、いつでも好

きなときに通過することができます。 

そしてゲートはもう二度と閉じることはございません。 

いつでも皆さまが好きなときにくぐることができるのです。 

物理次元の言葉で説明するのは難しいのですが、それぞれの世界のエネルギーがお

互いに交差し混じり合うことが無くなります。 

皆さまがよく「この時期までにこれをしなければアセンションできない」とおっしゃ

るのですが、それはそれぞれの世界のエネルギーが色濃くなって固定されるために、
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その世界にいらっしゃる方たちはその世界から出づらくなるということです。 

今まではとても柔らかい層でそれぞれの世界が覆われていたのですが、とても硬い

層になるといったらいいでしょうか。 

この硬い層をぶち破るには、相当な力が要るためにその世界からなかなか出られな

いということが起こってしまいます。 

そういった意味で、この日までに何何しなければアセンションできないというような

表現の仕方をされていたようです。 

 

〇TAKESHI 

扉が閉まることはないけれど、お互いの境目がしっかりとしてくるために、その境目

を超えるのが少し困難になってくるということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

それはなぜなら、今までは５次元の世界にいてもおかしくない人たちが３次元の世

界に存在することもできました。 

そして、５次元の世界に近い人たちが３次元の世界にいるために、これらの方たち

のポジティブなエネルギーや考え方、光を３次元の人たちが受け取り、自分自身を

高めることができたのです。 

これからこのような方たちが、もといた５次元の世界に戻り、３次元の世界からいな

くなります。 

皆さまのアセンションをお手伝いしている方たちが３次元世界からいなくなるため

に、これからは自力で５次元の世界に進まなければいけなくなります。・ 

そうなりますと、皆さまが５次元世界に行くのは難しくなるでしょう、ということな

のです、 

もちろん私も３次元の世界の人たちと関われる期間はもうあと僅かしか残っていま

せん。 
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〇TAKESHI 

ラナさんのときも話が出たのですが「家族の中でも自分だけが５次元の世界に行っ

てしまったら、ほかの家族はどうなるのだろう」という心配をされている方がたくさ

んいらっしゃいますが、サファイアさんの考えを教えてもらってもよろしいですか。 

 

〇サファイアさん 

はい、皆さまも同じく宇宙の法則に従って存在している者たちですので、あらゆる

世界の自分自身を持っております。 

今、目の前の家族や友人たちが異なる考えを持っていたとしても、自分の意識をよ

りポジティブな生き方をしている世界の自分自身にフォーカスすることによって、

その世界にいる家族や友人たちと出会えると思っております。 

そのために目の前にいらっしゃる家族のことを不安に思い、家族だけを置いていく

という気持ちは、私たちは持っておりません。 

なぜなら家族もあらゆるパラレル世界に存在しているからです。 

物理次元レベルでいいますと、別れるということはさほどのことがない限りないで

しょう。 

もちろんそれぞれの者が「別の経験をしたい」と強く思われている場合は、やがて別

れるという形が訪れるかもしれませんが、そうでない限りパラレル世界の御家族と

パラレル世界で再び出会うことができますので物理次元レベルで心配することはな

いでしょう。 

 

〇TAKESHI 

今までは５次元世界に近い人、５次元世界に入ってもいいような人が３次元世界に

残って３次元世界の人たちを引っ張るお手伝いをしていたのですが、この方たちが

５次元世界に入ったとすると、今までその方たちがいたと思っている人たちはその

人たちがいなくなるというふうに感じるのでしょうか。 

それとも３次元世界に対応したその方のパラレルワールドの方が残るということで

しょうか。 
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〇サファイアさん 

物理次元で説明するのは大変難しいのですが、様々な解釈があるでしょう。 

あまりその部分には皆さまはフォーカスされない方が良いかと思います。 

今この瞬間、ここだけに意識を向けられてください。 

「この先どうなるのだろう」という思考は、今はされない方が良いでしょう。 

 

〇TAKESHI 

分かりました。 

では私たちに対してサファイアさんからおっしゃることがあればお聞きしたいので

すが。 

 

〇サファイアさん 

今この瞬間だけにフォーカスをされたら良いかと思います。 

今はパラレル世界を作り、そしてエネルギーを生み出し、先の未来が決まってきます。 

今をしっかりと生きなければ世界を決めることはできませんし、未来を創ることは

できないのです。 

今この瞬間、ここから全てが始まっているので、先のことはフォーカスせず、心配も

せず、今この瞬間を精一杯過ごすことに専念されてください。 
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PART３ ひとりひとりのアセンションについて 

 

 

〇TAKESHI 

参加者の方の中から幾つかの話をしていくことにしましょう。 

それぞれの方が同じような方向に進んでいるようですが、５次元世界はひとりひと

り形が違うようなので、皆さまが５次元世界にいく方法というのも違うように思い

ますので、皆さまの中で起っていることを教えてください。 

 

〇質問者１ 

最近は本当にいろんなことがめまぐるしく進んでいるので「なんかすごいなあ」とい

う感じなのですが、数日前お風呂に入っていたらいろんな記憶みたいなものがいっ

きに思い出されました。 

そのときからいきなり視界が変わってしまい、心の在り方も大きく変化してしまい

ました。 

今まで情熱時に感じていたことなどもそのときからピタッと止まってしまい、違う

扉がバーンと開いてしまったというような感じなのですが「この記憶をこのタイミン

グで思い出す」ということも自分で決めて来たのかなというふうに思いますがどう

なのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

それは質問者の方が、そろそろ５次元の世界に向かわれようと決意されたことで、５

次元の世界に向かうために必要な物が全て開示されたといっても良いでしょう。 

 

〇質問者１ 

そのようなことが、やはりこのタイミングで起きる、ということだと思うのですが、

今まで思ってもいなかった感覚があふれてきて、それも心のどこかで分かっている
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自分もいます。 

私は星のチャートを出すのがとても好きなのですが、チャートでもいろんなことが

重なっていてまた改めて「すごいなあ」っていう事を確信したのですが、星の配置と

いうのが宇宙的にはどのくらい情報が入っているのかなということを知りたいと思

います。 

 

〇サファイアさん 

はい、もちろん地道に計算され、その生まれる時期を選び地球に誕生されたのです。

皆さまはエネルギー体ですので、皆さまが肉体を持って存在するというだけでこの

宇宙にとって大きな影響を与えます。 

ですから皆さまはいつもどの場所に存在するかを地道に計算され、その場所にお

生まれになるのです。 

そしてまたあらゆるパラレル世界を選ぶことも魂レベルで地道に計算され、必要な

パラレル世界を選び進んでいらっしゃいます。 

 

〇質問者１ 

体の変化としては、ずっとハートがこれでもかという感じで大きく広げられている

感じですが、どのくらいの期間、この感覚が続くのか心配しています。 

 

〇サファイアさん 

はい、特に５次元に入られてから、さらに心が大きくなっていきますので、また違っ

た感覚になってくるでしょう。 

ただその感覚は全て心地よいものかと思います。 

より全てを愛せるようになり、疑いもなくシンクロで生きられるようになります。 

 

〇質問者１ 

楽しみです。 

ありがとうございます。 
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〇質問者２ 

私は顕在意識では５次元世界に行くと決めているのですが、魂もちゃんと行くと決

めているのかなと不安になったりします。 

自分に恐れや不安があったら５次元世界に行けないということなのですが、自分に

はどんな感情が残っているのか、自分で分からないのですが、５次元に行くために

やった方がいいことがあったら教えてください。 

 

〇サファイアさん 

はい、不安や恐れが有ると５次元の世界に行けないということではなく、５次元の

世界には不安や恐れがないので波長の法則によって自然と入れないようになって

しまうと言ったらよいでしょう。 

たとえ話をいたしましょう。 

皆さまがライブ会場にいらっしゃったとしましょう。 

そのライブ会場では音楽が鳴り響き、その音楽にのって皆さまは楽しく踊られたり

リズムに体を揺らしたりしているとしましょう。 

ただそのライブ会場に入ったときに、自分の好みではない曲が演奏されていて、皆

と同じように楽しめない場合にはそのライブ会場から出られると思います。 

５次元の世界というのはそのような世界です。 

その世界を楽しめるようであれば入られますし、楽しめないようであれば入らない

という選択をするだけなのです。 

 

〇質問者２ 

はい、分かりました。 

５次元世界にいきたいのですが、私がやるべきことが有りますか。 

 

〇サファイアさん 

コズミック・ツインライトの光を受け取っていただき、自分自身の日々の生活に対し

て一切の不安を懐かない状態になられましたら「全てのことがシンクロで起こるべ
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きことであり、起こる必要があるために、そのことが今、起こっている」という絶対

的な信頼を持てるような状態になられるかと思います。 

 

〇質問者２ 

ありがとうございます。 

 

〇質問者３ 

ツインライトのエネルギーなどを送っていてずっと変性意識のような状態から現実

の世界に戻ってきたときに見る映像というのが、普段目を開けて見ている映像と違

う感じで画像がすごく荒く見えるときがあるのですが、それはどういう状況かを知

りたいです。 

そしてもうひとつは５次元の世界に行くときに自分が行きたいタイミングでいける

というお話をお伺いしているのですが、自分には小学生の子供がいますので５次元

世界に行くことが今の現実の世界と切り離された状態になるのではないかと心配

しています。 

 

〇サファイアさん 

ツインライトの相互練習や高次元の光をお受け取りいただいた後、目を開けた世界

がとても荒々しく感じるのはまさに現実世界の周波数を感じているようです。 

それも現在、自分がフォーカスしている世界の周波数を表しているようです。 

その世界がとても自分にマッチしていて居心地がよいのであれば、その世界のまま

で良いかと思います。 

しかしながら、その世界が居心地が悪く、違和感を持たれるようであれば、自分自身

の周波数をさらに上げて、見ている世界を変えられたらよろしいかと思います。 

質問者の方も、いろいろなパラレル世界につながる存在です。 

自分に見合った世界、納得できる世界を瞬時に選ばれたら良いのです。 

そして２つ目の質問なのですが、５次元の世界に入られるといいましてもいきなり

境界線を越えた５次元の世界に入られるという訳ではございません。 
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色が変わっていくグラデーションのように徐々に徐々に５次元世界に自分自身がい

るというふうに感じられるようになるのです。 

意識が徐々に変わっていきながら５次元の世界に入られますので、皆さまは無理の

ない形で入られます。 

いきなりジャンプして入るのではございません。 

自分の意識が５次元意識に変わりますと、皆さまの目の前に広がっている世界そし

て目の前で関わっている方たちがとても近いように感じられ、とても居心地の良い

世界だと感じられるでしょう。 

色が徐々に変わっていくように世界も変わっていきます。 

どうぞご安心ください。 

 

〇質問者３ 

ありがとうございます。 

例えば自分の子供が行っている小学校は目に見える形で変わらないけれど、お友

達だとか先生だとか、関わってくる人たちの周りの環境が変わっていくということ

でしょうか。 

 

〇サファイアさん 

そのような場合もございますし、大きなシフトをする場合には住む場所そのものも

変わる可能性もございます。 

何が起こるかわかりませんので、そのことはシンクロに任せていらっしゃれば良い

かと思います。 

 

〇質問者３ 

はい、ありがとうございます。 
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PART４ 宇宙船に乗るための認証コード 

 

 

〇質問者４ 

私は以前から右足の人差し指の付け根にふくらみがあって、これは「宇宙船の認証

コード」だと教えてもらったのですが、最近痛みが出たときがあって、見てみたら血

の気が引いた感じで白くなっている感じでした。 

温めたら痛みは無くなったのですが、昨日も電気が走ったみたいでビリビリとする

ときが有りました。 

私たちがこの宇宙船の認証コードを持っている意味や認証コードの役目というもの

があったら教えてください。 

 

〇サファイアさん 

この宇宙船に乗船するための ID チップなのですが、自分がどの世界にフォーカス

し、どの周波数とマッチしているかによって入っている ID チップが変わってきます。 

その方の意識が５次元意識に近くなりますと、３次元の世界に強くフォーカスし、３

次元に近い存在の技術を用いて入れたチップの場合はそのように不具合が起こる

でしょう。 

今質問者の方の意識が上昇し、５次元意識の世界にとても近くなっている状態です

のでもうそのチップが肉体レベルで合わなくなっているために違和感を持たれたよ

うです。 

近いうちにその ID チップも今の質問者の方に合った波長の ID チップに変えられ

ると思いますので御安心ください。 

もちろんこの ID チップは、今よりも前に挿入されたようなのですが、それは質問者

さんがアセンション後にあらゆる高次元的存在たちと交流するために、あるいはス

ピリチュアル意識になって宇宙船に乗船するために必要な ID チップだったようで

す。 
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これからも宇宙との関わりが深くなってきますので新しい仕様の ID チップを装着

され、引き続き宇宙船に乗船されることと思います。 

 

〇質問者４ 

ということは、私は今までも宇宙船に乗ったことが有るということですね。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

頻繁に乗られていたようです。 

そのために IDチップが必要だったようです。 

 

〇質問者４ 

これからは違う存在と関わるために異なる IDチップに変わるということですね。 

 

〇サファイアさん 

そうです。 

５次元以上の世界に存在する宇宙船に乗るための ID チップに変わるかと思います。 

 

〇質問者４ 

はい、楽しみです。 

 

〇TAKESHI 

宇宙船の認証コードとは手の甲や足の甲など体の一部にプクっとふくれるような腫

物みたいなものが突然出ることが有ります。 

すごく痛いというわけではないのですが、それができた当初は少しばかり痛みを感

じたり、違和感を持ったりするのですが、このコードは皆さまの生体を認識する役

目が有ります。 

例えば私の生体を認識するための情報がその中に入っているのです。 
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そして宇宙船に乗るときにその認証コードを宇宙船の入り口などにかざすことによ

って宇宙船の扉が開くというようになっているようです。 

これは、皆さまが本物であるかということを認証する為のコードなので、皆さまの

情報を抜き取るという意味のものではないようです。 

例えていうならば、運転免許証みたいなものです。 

皆さまのお顔と名前が一致することを調べたり、宇宙連合の中に残されている皆さ

まの情報と皆さまが一致することを確認したりすることはとても重要です。 

この宇宙船に乗るということは、誰でも乗れるわけではなく、それなりの役割や目

的を持った人たちは宇宙船に乗ることができますが、そうではない方たちは宇宙船

に乗れるわけではないのです。 

この認証コードがあることによって、認証コードを持つ人が宇宙船に乗り宇宙の人

たちと交流することができるということになるようです。 

手とか足の甲などの体の一部が脹れたり、２cm ぐらいの膨らみなどが出ている人

がいたら教えてください。 

またそのことについてもお話できるかと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

〇質問者５ 

私は現在大きな感情の揺れもなく毎日楽しく笑っている日が増えているのですが、

これはもしかして自分の知らない間に感情に蓋をしているのではないかと思うとき

があるのですがそれはどうでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

今の状況から言いますとそれはないかと思います。 

 

〇質問者５ 

それであと体が重く感じるのですが、これもやはり魂と体が３次元にいるために起

こっていることでしょうか。 
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〇サファイアさん 

はい、３次元の世界からいよいよ物理次元レベルでも切り替わろうとしているため

に今質問者さんがいらっしゃる場所のエネルギーが重く感じられているようです。 

 

〇質問者５ 

現状に満足している部分もあるのですが、目指す世界が５次元なので魂レベルでは

ここで満足しているという訳ではないでしょうね。 

 

〇サファイアさん 

魂レベルでは、必要がある場所に行くと決められております。 

 

〇質問者５ 

もうひとつ質問が有ります。 

先ほどのお話のつながりで、私も太もものところに三角形の小さいアザがあるので

すが、これは星のマークと言われたのですがこれはどういう意味でしょうか 

 

〇サファイアさん 

これは自分の出身の星をいつでも思い出せるように自分の肉体にマークとして刻

まれたようです。 

 

〇質問者６ 

今認証コードのお話が出たので私も聞きたいことが有ります。 

私は右手首にあるふくらみが、ポコッと大きくなったり硬くなったり柔らかくなった

りしますが、これはどういうことなのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

認証コードは神経ととても強く結びついていますので、そのときの体調によって変

化する場合がございます。 
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〇質問者６ 

今私はシンクロに任せて動くようにしているのですが、宇宙船に乗っているという

感覚も一回だけ夢見みたのですが、それ以外ほとんど有りません。 

私は宇宙船に乗れているのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、覚えていらっしゃらないだけで大変頻繁に宇宙船に乗船されているようです。

そして必要なことを学ばれたりお話を聞かれたりしているようです。 

 

〇質問者６ 

なるほど、分かりました。 

ありがとうございます。 
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PART５ 宇宙船に乗る体験の意味 

 

 

〇TAKESHI 

サファイアさん、最近宇宙船に乗る夢をみたり、スターライトプログラムを行ってい

るときに宇宙船が来ていたりするのですが、５次元世界に向かう人たちは宇宙船に

スピリチュアルレベルで乗ったりすることが頻繁に起っているのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、もちろんそうです。 

なぜなら皆さまファーストコンタクトを物理次元で控えておりますので、今から皆さ

まの準備をしなければならないということなのです。 

もちろん今の時期よりも、はるか前から宇宙船に乗船し、これから起こるファースト

コンタクトに向けて準備をしてきた人たちもたくさんいらっしゃいます。 

やはり物理次元でいきなり高次的存在に会いますと、皆さまとエネルギーが大変違

うためにびっくりして交流どころではなくなってしまいますので、そのエネルギーに

慣れる必要がございます。 

そのために初めにスピリチュアル意識でコンタクトをして、頻繁に会うことで高次元

存在のエネルギーに慣れ、そしてある程度慣れてきたら物理次元で会うということ

になっております。 

今ここに御参加されている皆さまもスピリチュアルな意識となり、宇宙船に乗船さ

れていることと思います。 

ただお一人お一人サポートしている高次的存在も違いますので、皆さまが異なった

宇宙船に乗っていることもございます。 

またあらゆる種族が集まっている連合体のような宇宙船に乗られる場合もござい

ます。 
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〇TAKESHI 

人によって異なるかと思いますが、宇宙船の中ではどのようなことが行なわれてい

ますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、皆さまと高次元存在が物理次元で会うための心構えやこれからどのようにし

ていくかというお話合いをしているようです。 

もちろん高次的存在と会うための勉強会のようなことをするときもございます。 

ただ宇宙船の中で楽しむという場合もございます。 

あらゆる宇宙の存在たちと話をしたり、一緒に遊んだり、その空間を楽しんだりと

いうようなことをされたりしております。 

 

〇TAKESHI 

先日も大きな母船が来て、私たちもスピリチュアルレベルで乗ったような感じがし

ていますが、子供たちは子供たちで宇宙人の方と遊んだりしていたようです。 

そのような小さい子供たちもスピリチュアルレベルで宇宙船に乗り、宇宙人と交流

することによって、これから迎えるファーストコンタクトの準備をしているというこ

とになりますか。 

また、その中ではどのようなレクチャーがされていますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、物理次元の言葉で表現するのは大変難しいのですが、ファーストコンタクトの

ときにどのような気持ちで、どのような周波数帯で会うことがベストかということ

などの話をしております。 

そして、その時期までにどのような周波数を皆さまが身につけた方が良いか、その

ようなお話をファーストコンタクトを行う相手の方としております。 

ある意味ファーストコンタクトを行うためにはチューニングが必要なのです。 

お互いがマッチする周波数を探し当て、その周波数を合わせる必要があるのです。 
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そうしなければエネルギーの反発が起きてしまい、スムーズなファーストコンタクト

が行われないのです。 

そのために個人レベルでどの周波数がベストなのかという調整が必要なのです。 

宇宙船に乗られるときは宇宙船に乗られるすぐ直前にチューニングがされますが、

物理次元でコンタクトをされる場合にはやはり微細な調整が必要になってきます。 

少しでも周波数が違ってしまうと、お互いがすれ違ってしまい会えないということ

が起こってしまうために、確実に決められた日時に体を合わせて会うための調整と

いうものが必要なのです。 

緻密な計算が必要だと言った方が良いでしょう。 

そういったことも宇宙船の中で行われている場合がございます。 

 

〇TAKESHI 

ひとりひとりの周波数に応じて会うスターピープルや宇宙船が異なってくるのでひ

とりひとりのチューニングやひとりひとりに対するレクチャーなども異なってくると

いうことになりますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

例えばぴったりとした一寸の狂いもない洋服を着られるようなものです。 

皆さまは洋服を着るためにあらゆる部位を正確に採寸しているというふうに思わ

れたらよろしいかと思います。 

そのために何度も宇宙船に乗り、緻密な計算をしているのです。 

またファーストコンタクトを行う相手とそのときにぴったりと周波数が合うためのト

レーニングも宇宙船の中では行われております。 

これも洋服で例えるなら、ぴったりの洋服をサイズが一切変わらずに一寸の狂いも

なく着るためには、やはりボディのメンテナンスや体型の維持が必要なのです。 

そのために皆さまは運動をされるかと思いますが、そのようなことを宇宙船に乗っ

たときにスピリチュアルレベルで行われているのです。 
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〇TAKESHI 

私たちのメンバーに関してはそのようなことが行われている人たちもいるというこ

とですね。 

それからファーストコンタクトに関する情報は今何かございますか。 

 

〇サファイアさん 

ファーストコンタクトは大変早い方で２０２５年から計画されております。 

そしてファーストコンタクトを予定されている全ての方は２０３０年までにはファース

トコンタクトが終えられるように私たちも調整しております。 

そして全ての世界においてファーストコンタクトが完了するのは２０５０年というふ

うに決定しております。 
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PART１ ３次元的なこと、５次元的なこと 

 

 

〇サファイアさん 

初めに皆さまはいよいよ自分自身が作り上げている世界が具現化され、その世界

で生きられるようになってきております。 

今までの３次元意識の世界では、皆さまはあらゆる方たちの世界を取り入れ、共有

し、自分以外の方たちが作った世界も体験することが可能でした。 

そのような様々な方の世界を体験する世界から徐々に離れていき、今はご自分が

作り上げている世界に集中する舞台へと入りました。 

皆さまは自分の思考が作り上げた世界の中で、これから生きることになるのです。 

自分が主人公であり、自分自身が全てを作り上げている世界では、ほかの方が主人

公になることはできません。 

皆さまは自分自身が作り上げた世界の主人公ですので、自分自身が思うとおりの

世界を体験することができるのです。 

その世界では今までは不可能だったことも可能になるのです。 

自分の世界の中で現実となって欲しくない事柄は、思考の中からどんどん取り去っ

ていき、かなって欲しいことだけを残すようにされたら良いかと思います。 

もちろん、かなって欲しくないことをあえて考えて具現化させることもユニークかと

思いますが、どのような世界を作り上げるかということさえも、皆さまの手にこれ

からは委ねられるのです。 

それでは今日は皆さまといろんな話をしながら話をさらに繰り広げていく日ですの

で皆さまから自由に意見を受けたいと思います。 

 

〇TAKESHI 

冬至の日のエネルギーの切り替え点について教えてください。 
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〇サファイアさん 

はい、あらゆるパラレル世界が存在しているのでこれが正解ということはないので

すが、大まかにお伝えできることをお伝えしたいと思います。 

大まかにいうと、やはり今回皆さまが見ていた満月の日をピークとして、皆さまが

冬至と呼んでいる節目の日にいよいよ３次元の世界を完了させ、５次元の世界へと

向かう一歩を踏み出されるようです。 

その「３次元の世界を完了させる」という意味なのですが、３次元で行われなければ

いけないこと、経験しなければならないこと、また３次元世界を楽しむということも、

５次元の世界に向かわれる方たちはもう全てやり尽くし完了した、ということなの

です。 

皆さまの中でもう３次元の世界でやり残しがなく、もうすでにやりきったと思われ

ることで３次元の世界が皆さまの中で終了したと言ってもよいでしょう。 

そしていよいよ３次元意識の世界から出て５次元意識の世界へと向かう道をさらに

スピードを上げて向かわれるようになるのです。 

もちろん個人差はあるのですが、大まかに言うとこのようになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

この「３次元の世界を完了させる」ということですが、この冬至が終わったら３次元

の世界がパタッと終わるというわけではないかと思うのですが、現実世界において

はどのような変化が起こりますか。 

 

〇サファイアさん 

「３次元の世界を完了させる」という意味は、３次元世界の中に入り、３次元を楽しむ

ということが終了すると言う意味です。 

皆さまは３次元の世界から離れられ、まるで窓から３次元の世界を覗いているかの

ように、あるいは３次元という室内を覗いているかのように、３次元の世界を見る

ことはできるのですが、中に入ることはもう不可能になってくるでしょう。 

もちろん皆さま自身も「３次元世界の中に入ることをもう選択しない」と思われてい
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るので、嫌々ながら離れるのではなく「もう充分楽しんだ」という意味で離れられる

ようです。 

 

〇TAKESHI 

メンバーさんの中には、３次元的なことと５次元的なことの区別がはっきりとつか

ない場合が多いと思いますが、５次元世界で生きるためには、私たちは食べるもの

や目に見える美しいものを楽しむことは大事かと思いますが、そのような行為自体

は３次元的な行為になりますか、それとも５次元的な行為になりますか。 

 

〇サファイアさん 

それを義務としてやっているか、それを心からの喜びとしてやっているかについて

違いが有ります。 

３次元世界の皆さまでしたら、それをやらなければいけないという義務から気持ち

が乗らなくても行っていたことでしょう。 

５次元以上の世界で行動する場合は「心から喜びを感じ、やりたいと思ったから行

う」ということになっていきます。 

嫌嫌ながらやることは無くなってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

私自身は大きな庭やバラ園を作ることが夢でそのことに対してワクワクしておりま

す。 

しかしながら、そのためにたくさんの土を掘り返したり、いろんな作業をしたりする

ことがちょっと大変だなと思っているのですが、その目的は５次元的であったとし

ても実際の仕事としては３次元的な形になるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

全ての工程が楽しくて仕方がない、ワクワクで仕方ないのであれば５次元の意識で

行っているといえるでしょう。 
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しかし途中で嫌だと思うことがあるのであれば、土を掘るのが楽しくて仕方がない

方もいらっしゃいますのでその方の楽しみを奪うことになります。 

一連の作業であったとしても、その一部の作業が楽しいと思う方もいらっしゃいま

すので、その楽しいと思う方がシンクロでいらっしゃり、その方に任せられるのが良

いでしょう。 

５次元の世界というのはとてもタイミングがよく、どのようなシンクロでも起こって

くる世界でもあります。 

そして５次元以上の世界というのはエネルギーが直接世界に反映され、そのエネル

ギーを皆さまが感じられる世界でもあります。 

辛いこと、嫌なこと、と思いながら行いましたら、その場所にネガティブなエネルギ

ーが宿ってしまうのです。 

そのために一連の作業であったとしても分担して、その作業そのものを喜びと感じ

る人に譲るということが必要です。 

そうしますと全ての工程が喜びであふれ、ポジティブなエネルギーで満たされるこ

とになるのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、分りました。 

ただ周りに人がいないので、それでもシンクロで集まってくるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

物理世界で自分の力で探そうと思っているから見つからないのです。 

宇宙意識になって宇宙に呼びかけることで、どこからともなくそのことを喜びとす

るような方が現れ、その作業をしてくれることになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

では「庭造りが好きな方、集まってください、宜しくお願いします」というような感じ

で宇宙に呼びかければ良いのでしょうか。 
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〇サファイアさん 

その作業を行うにあたって、楽しくて仕方がない、やりたくて仕方がない、という方

が来るということを必ず信じることで、そのシンクロが起きてきます。 

TAKESHI さんの中で「これをやる人はどうせいない」と思われているところが有

るかと思います。 

そうしましたら、それが具現化しますので、その現実が引き寄せられてくるのです。 

 

〇TAKESHI 

なるほど、確かにそうですね。 

今日参加している皆さまの中には、３次元世界から５次元世界に移ると今の自分の

仕事はどうなるのだろう。 

生活のために仕事しているのだけれどその仕事を辞めなきゃいけないのだろうか、

あるいは自分の仕事は５次元世界に向いている仕事なのだろうか、というふうに考

えている方がいらっしゃるかと思いますが、仕事に関しては３次元世界から５次元

世界に移るとどのように変わっていくのか教えていただけますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、二つの異なる色がグラデーションのように徐々に変わっていくように、お仕

事も無理のない形、また生活も無理のない形で５次元世界に移行されるでしょう。 

今行うべき必要があることを行いつつ「やる必要があることをやる必要があるとき

に行う」という言葉を、感情を入れなくても構いませんので言いたいときに言われ

ることで、その言葉が宇宙に届きシンクロが起こってくるのです。 

そしてどこからともなく、あなたにしかできない仕事が現れ、その仕事に取り組むこ

とになるのです。 

 

〇TAKESHI 

今、会社で働いている方たち、あるいは自分の特技などを生かした仕事で生活でき

るほどの収入が得られないと考えている人たちはどうなりますか。 
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〇サファイアさん 

はい、今の仕事をされながらこの言葉を言われてください。 

必ずシンクロが起きます。 

また言い続けることで思考がやる必要があることをやる必要があるときに行うと

いう思考になってきます。 

 

〇TAKESHI 

実際に行っている事務の仕事や製造の仕事、病院の看護や介護の仕事など、仕事内

容は変わらないにしても、その人の精神的な立場や精神的な見方が変わることによ

って、その仕事が５次元的な仕事に変わるということも有りますか。 

 

〇サファイアさん 

それも有るかもしれませんが、まったく予想がつかないところから「この仕事をやっ

てみないか」というお声かけがあるかもしれません。 

どのようなときに、どのような場所から声がかかるか分かりません。 

予想もしないシンクロが起きてくるでしょう。 

地球人の皆さまは、自分がやるべき役割というものにまだまだ気付いていらっしゃ

らない方が多くいます。 

そのやるべき自分の役割に気付くためには、このシンクロの言葉を宣言されること

が一番です。 

 

〇TAKESHI 

このシンクロで起こった出来事によって紹介された仕事や行うようになった仕事が、

それが本当に自分に合った仕事であるのか、５次元向きの仕事であるのかというこ

とを判断するための判断基準というものが有りますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、行ってみれば全て分かります。 
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〇TAKESHI 

それは仕事を行って自分が楽しい気持ちになるか、ワクワクした気持ちになるかと

いうような基準で仕事を選ぶということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

そういう仕事がやってくると言った方が良いでしょう。 

 

〇TAKESHI 

これが思考の現実化ということになるかと思いますが、自分の中でワクワクした気

持ちで待ち望んでいるとそのような仕事がくるようになるでしょうし「今の仕事が

嫌だから、ほかの仕事をやりたい」というネガティブな気持ちでいると自分にとって

ふさわしい仕事がやってこないということになりますか。 

 

〇サファイアさん 

もちろん、そのように思考が現実化する場合もあるのですが、その思考をまるで打

ち消すかのように「やる必要があることをやる必要があるときにやる」という言葉

を何度も何度も宣言することで、やる必要があることが送られてくるのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 
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PART２ ３次元意識の地球の未来 

 

 

〇TAKESHI 

私たちは３次元世界から５次元世界に行くことになりますが、私たちの中でも５次

元の世界にしっかりと行きたいと決めている人たちには、これからどのようなこと

が起こってくる可能性があるか教えてください。 

 

〇サファイアさん 

予想もつかないことが起こってくるでしょう。 

皆さまたちは、今まで地球が歩んだことがない全く新しい道を歩もうとされており

ます。 

初めてづくしのことが今まさに起こっているのです。 

皆さまの１年後、２年後、そして３年後は、全く予想もしていない、全く経験したこと

もないことが起こってくるでしょう。 

「まさか自分がこうなるとは思ってもいなかった」というようなことが起こる可能性

も有ります。 

ただそれは、全て心地よく、そしてとても軽やかでワクワクすることなのです。 

 

〇TAKESHI 

この３次元世界を完了するために、自分の心の中に溜まっている不要なエネルギー

や感情そういったもの放出する、あるいは解放していかなければならないと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、それは今まさに自然に起こっていることでしょう。 

皆さまは冬至と呼ばれている日を境にして、全く新しい日々をスタートさせますの
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で、それまでに３次元で培ってきた感情やネガティブな思考などを整理し必要な思

考、必要ではない思考に仕分ける作業を行い、必要でない思考をどんどん消去され

ているのです。 

そして５次元に向かうために必要な思考やエネルギーの状態になりましたら、皆さ

ま５次元の世界に向かわれる道を一歩踏み出されることになる訳です。 

ここ最近あまりなかった感情が噴出していらっしゃる方も多いかと思われますが、

それも３次元の世界で持っていた感情あるいは経験してきたものを全て吐き出して

いる、あるいは思い出作りのためにもう一度体験していると思われたら良いかと思

います。 

高次元の世界は怒りや苦しみ、悲しみという感情を持ち合わせない世界です。 

そのために３次元の世界でしか味わえない怒り、苦しみ、悲しみという感情をもう一

度体験するという方もいらっしゃいます。 

怒りが沸き起こってきたときも我慢するのではなく、ほかの方たちの迷惑にならな

い程度に発散されてみてください。 

そして「これが３次元なんだ」と体感されると良いでしょう。 

３次元の世界から完全に離れ、いよいよ５次元の世界へと入られようとしている皆

さまは、３次元の感覚でその感情を感じることはもう二度とできなくなってしまう

のです。 

そのために思い出としてその感情を楽しまれたら良いかと思います。 

 

〇TAKESHI 

５次元世界に入ると今の社会の形もどんどん変わっていくと思いますが、仕事や会

社のあり方、生活の在り方など幾つかのことに関して変化があると思います。 

その変化の基盤というのは愛に基づいているか、基づいていないかということによ

るかと思いますが、自分たちの生活や仕事の中で愛に基づいた感覚になるために

はどのようにしたらいいか教えていただけますか。 

 

〇サファイアさん 



103 

 

それはとても簡単です。 

皆さまは、ラナさんの導きにより「宇宙の根源の愛の世界」へと行かれていると思い

ます。 

「宇宙の根源の愛の世界」の中に入ると完全な愛に包まれ、何の心配もなく心の底

から満たされた感覚を味わえるかと思います。 

それがまさに「愛の世界」なのです。 

この感覚を皆さまは皆さまの世界で反映させることになっていくのです。 

 

〇TAKESHI 

この世界にすっと入れる人もいれば、何か抵抗が有って入れないとか、入れたのか

どうかわからない、という方もいらっしゃるのですが、そのような方たちに対しての

アドバイスはございますか。 

 

〇サファイアさん 

自分が入りたいタイミングで入られるよう魂が設定しておりますので、それはネガテ

ィブに捉えることはないかと思います。 

必ず皆さまは自分のペースで宇宙の根源の愛を感じるようになっているのです。 

 

〇TAKESHI 

と言うことは「宇宙の根源の愛に入る瞑想」というものを何回もやりながら、どこか

のタイミングで入っていくことになりますでしょうか。 

なかなか入れないということは自分の魂や高次の意識が、その世界に入る時期を

設定していて、今はその時期じゃないということになりますか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうだと思います。 

宇宙の根源の愛を感じる時期はいつでもできますが、３次元を体験するのは今しか

体験できません。 
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〇TAKESHI 

３次元世界の地球に残る方はどうなりますか 

 

〇サファイアさん 

もうしばらく３次元の世界に残ろうと思われている方であれば、３次元の世界に滞

在する期間を延長することができますが、ただそれも長くは続かないでしょう。 

 

〇TAKESHI 

その期間が長くは続かないということは、どのような意味ですか。 

 

〇サファイアさん 

アセンション後の３次元と５次元の世界は、完全に離れはするのですが、３次元の世

界に残された方たちも実は長く滞在することは不可能です。 

なぜなら５次元の地球ができた時点で、世界は愛のエネルギーが強くなりますので

愛のエネルギーに反発する世界、また愛を受け取れない世界は、５次元の地球と完

全に分離しない限り存在することはできないからです。 

３次元バージョンの地球と５次元バージョンの地球、ただ二つとも同じ地球であるこ

とは変わりありません。 

分離したとしてもやはりお互いの地球は影響を受けますので、５次元の地球はさら

に愛が広がり、更なるアセンションを迎えることになりますので繋がっている３次元

の地球に５次元の地球からの愛が流れ込み、徐々に徐々に世界が縮小していき、消

滅していくことになるのです。 

そのために３次元の世界に残られるという選択をした方たちもすぐに５次元の世界

へと向かわれるようになるでしょう。 

〇TAKESHI 

５次元世界の地球ができたときに、５次元世界に行くと決めている人たちの中で３

次元世界をサポートしている人たちもたくさんいたと思いますが、そのような人た

ちが全員５次元世界に入ってしまうと残された３次元世界には５次元世界に入るこ
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とをサポートするような人たちが少なくなると聞きましたが、その点はどうでしょう

か。 

 

〇サファイアさん 

はい、３次元の世界からは皆さま出てしまわれるのですが、３次元の地球と５次元の

地球はまだ兄弟のように繋がっておりますので、お互い影響し合うことが有ります。

ただ５次元の地球はますます愛が満ちあふれてきますので、３次元からの影響は大

変少なくなり、ほとんど影響を感じなくなるのですが、３次元の地球は５次元の地球

の愛が流れ込むということでとても強く影響を受け、３次元という世界が存在でき

なくなってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

３次元という世界が存在できないということは、今までの話とはちょっと違った感

じなのですが、どうなのでしょうか 

 

〇サファイアさん 

これは地球だからこそ起こることなのです。 

この地球が全く別の星に移り変わるのであれば、星が異なりますので影響しあうこ

とが有りませんが、この地球から５次元の地球が生まれたということでまるで兄弟

のようなあるいは肉親のような星になってきますので影響し合うのです。 

 

〇TAKESHI 

今までの３次元の地球で生きていくと決めた人たちにとっては、３次元の地球とい

うものはしっかり残るというふうに今考えられていたのですが、そうではないとい

うことになったのですか。 

 

〇サファイアさん 

３次元の地球は永遠ではないということです。 
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〇TAKESHI 

私たちの時間の感覚とサファイアさん達の時間の感覚が全く違うのですが、３次元

世界がなくなるということをおっしゃいましたが、地球の時間に換算しますとどのく

らい先のことになるのですか。 

 

〇サファイアさん 

幾つかのパラレル世界があるのですが最長で２０００年かと思われます。 

ただこれも今の時点での予想に過ぎず、それよりも縮小される可能性も有ります。 

なぜなら５次元の世界に向かわれた方、３次元の世界で今までポジティブな考えを

持ちサポートする役目に回っていた方たちが３次元の世界を出て５次元の世界に向

かわれましたら、ネガティブな思考を持ちあまり愛と繋がっていない方たちが多く

いる地球になりますので、やはり争いが絶えず、お互いが攻撃しあう世界になって

くるからです。 

そうしましたら地球はあまり長持ちすることができないかと思います。 

これはネガティブな話として捉えてもらいたくはないのですが、やはり争いが絶え

ない星というのはどんどんとフェードアウトしていく道に入っていくのです。 

 

〇TAKESHI 

ひとつの可能性として、そのようなことも起こるという風に受け取ったらよいです

か。 

 

〇サファイアさん 

はい、とても高い確率かと思われます。 

例えば今まで大きな戦争は第二次世界大戦でストップしておりましたが、これは多

くの方がポジティブな考えを持ち、そして愛を持った方たちがいらっしゃったため

に戦争を食い留めていたのですが、そのポジティブな考えを持ち、愛を持った方た

ちが３次元の地球から出て５次元の地球に向かれますと戦争を止める方がいらっし



107 

 

ゃらなくなり、地球自体が存続することが難しくなってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

はい、分かりました。 

ありがとうございます。 
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PART3 人々が持つ役割とパラレルワールド 

 

 

〇サファイアさん 

皆さまは今、５次元の世界に向けて歩まれております。 

その中で多少は異なりますが、共に歩みを進め５次元の世界を目指されている方た

ちが今ここに多くいらっしゃいます。 

皆さまが地球以外の星に存在している者たちと関わり交流していくことでやはり価

値観も大きく変わり、見る世界も大きく変わってくることでしょう。 

「宇宙の光」というグループは私たちと関わり、そして宇宙意識をさらに広げていく

ために作られたグループでもございますので、ますます宇宙を感じられるグループ

になっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

５次元世界に一緒に入っていく人たちには、お互いがもっと身近な存在になり、生

きている場所は違ったとしても、ひとつにまとまってテレパシーとか相互のイメージ

のやり取りが簡単にできるようになりますか。 

 

〇サファイアさん 

「宇宙の根源の愛の意識」が皆さまの中でさらに強くなっていきますので、今まで皆

さまが使っていなかった能力が開花して、どんなにお互いが離れたとしても意識を

通わせることができ、お互いの状況がはっきりと分かるようになってくるでしょう。 

それでさらにシンクロも起きやすくなり、皆さまがひとつの場所に集まり、皆さまで

行う必要があるときは必ず皆さま集うことになるでしょう。 

それも無理なく、シンクロでそのようになってくるのです。 

とても軽やかでとてもスピーディーで思いどおりの世界になってくるかと思います。 
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〇TAKESHI 

５次元世界に入ることをためらっている人たちに関しては、私たちどのようなサポ

ートができますか。 

 

〇サファイアさん 

これも自分の意思でゆっくりとしたペースで５次元の世界に向かわれておりますの

であまり考える必要はないでしょう。 

おひとりおひとりが行きたいペースで、行きたいタイミングで５次元の世界へと向

かわれていることを見守ることが良いかと思います。 

それが個々を尊重するという意味です。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

 

〇質問者１ 

自分の選択によって相手の役割が変わってしまうようなことを最近感じています。 

実際そのようなことはあるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

それは、皆さま方はあらゆるパラレル世界に存在している存在だからです。 

役割というよりかは全く異なる世界のパラレルワールドのその方に会っているとい

うことでしょう。 

外見は同じなのですが、考え方や行っている職業が異なっているという場合もござ

います。 

もちろん質問者の方に関してもあらゆるパラレル世界に異なる質問者の方がいらっ

しゃいます。 

現在科学者をされている方もいらっしゃいますし、料理研究家をされている方もい

らっしゃいます。 
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そのように皆さまは全く異なる職業に就いているパラレル世界の自分がいるとい

うことなのです。 

 

〇質問者１ 

ありがとうございます。 

この前のチャネリングライブのときに、自分が興味を持っていることは、そのことを

実現しているパラレルワールドが実際に存在しているけれど、自分にとって興味が

ないことは、パラレルワールド自体にも無いということをお聞きしたのですが、どの

ようになっているのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そのとおりです。 

質問者の方がロック歌手になりヘビメタを歌われているというパラレルワールドが

無いためにヘヴメタに興味が無いということなのです。 

 

〇TAKESHI 

自分の世界は自分の思考が創造するならば、例えば家族や友人がわがままで私に

対して迷惑をかけるような存在だとすれば、私がそういったことを経験するために

そういった役割を持った存在を作っているということも有りますか。 

 

〇サファイアさん 

それは魂が経験したいと思ってその状況を作っていると考えたらよいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

つまり私がいろんな面倒くさい問題をどのように処理するかということを、魂は自

分の知識として見ているということになりますか。 

 

〇サファイアさん 
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はい、そうです。 

自分の魂の機能を広げるために、あらゆる経験をしたいと思われているのです。 

 

〇TAKESHI 

自分の思考が現実を創造するならば、自分に対して迷惑をかける存在を自分にとっ

て有効な役割をする相手に作り替えるということも可能なのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

「それは嫌なものだから、変えたら楽なのに」という思考が有りましたら、自分の思

考の中で「嫌なものはこういうものだ」という思いが存在しているために、それはず

っと続いていくこととなるでしょう。 

その出来事がどのような思考になって具現化しているのかを見つける必要がござ

います。 

 

〇TAKESHI 

分かりました。 
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PART4 霊的な感受性と老化について 

 

 

〇TAKESHI 

では次の質問にいきましょう。 

 

〇質問者２ 

私は非常に巫女的な資質といいますか、霊的な感受性が強い体質なのですが、この

体質をどのように活用できるでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、５次元以上の世界では、あなたが持っていらっしゃるような能力がとても必

要になってきます。 

同じ周波数を持った、またはそれ以上の周波数を持った方たちと交流をし、その方

たちの言葉を受取ったり、その方たちの言葉を伝えたり、ということをする上でそ

の能力は大変重要な能力として取り扱われるのです。 

また皆さまも徐々に繊細で敏感な体質になっていきますので、皆さまも同じように

なってくるといえるでしょう。 

 

〇質問者２ 

言葉を伝えるというのは、直接伝えるということでしょうか。 

今までの感じだとそれを芸術やアートという形にして伝えるというような方法も有

りますが、ほかの方々が受け止められる形で出していくことを意識していたのです

が、いかがでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

どんな形で伝えるのかということもシンクロで変わってくるのですが、ストレートに
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伝えるということもあるでしょう。 

そのとき「瞬時に伝えたい」と感じれば、直接伝えることになるでしょう。 

また歌にのせて伝えるということも起こってくるかと思います。 

そのとき、どのように伝えるかという方法は、シンクロで起こってくるのです。 

あまり考えずに全てをシンクロに任されてみてください。 

 

〇質問者２ 

分りました。 

今まで３次元のときは「こうなんだ」ということが分かっても、変なふうに思われる

と嫌だから言わないようにしていたのですが、徐々に５次元に向かっているとシン

クロでそのようなことも分かってくるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

皆さまが宇宙からメッセージを受け取り、そのメッセージを伝えることがとてもスタ

ンダードになってきますので、おかしいことと思われなくなります。 

日常会話で「今日ご先祖様とこういう話をしたんだ」というようなことにもなってく

るでしょう。 

そのようなことが当たり前になってきます。 

例えば、未来世の自分と話したということも日常会話で出てくるようになるのです。 

 

〇質問者２ 

分かりました。 

ありがとうございます。 

 

〇質問者３ 

高次元に上がりますとだんだんと寿命が伸びるということですが、死ぬときは病気

になったりするのでしょうか。 
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〇サファイアさん 

様々な方法で肉体を離れられることになるでしょう。 

病気でなく、自然と体の機能が衰えていき、亡くなる時期も分かりますので、その時

期になりましたら、予定どおりに息を引き取るという方も出てくるでしょう。 

５次元世界に行くと、皆さまだいたい１５０歳までに肉体を離れるようです。 

もちろんそれ以上生きられる方も存在します。 

 

〇質問者３ 

そのような方の見た目は若いのですか。 

 

〇サファイアさん 

はい皆さまが想像している１５０歳には見えないでしょう。 

５次元世界に行くと老化によって老けていくスピードが大変遅くなり、そしてたとえ

１５０歳であっても見た目が５０歳ぐらいにしか見えないという方も多くいらっしゃ

り、またその姿がスタンダードになってくるでしょう。 

なぜなら老いの仕組みやあらゆることが全て理解できるようになってきますので、

皆さまは自分自身が健康でみずみずしい姿を保つための方法というものを用いる

からです。 

そして全ては愛に基づいて存在するようになりますので、食べ物だけでなく身につ

ける素材もまた愛に基づいて安全なものだけが残るようになってくるのです。 

そのために自然と寿命が伸びていくのです。 

皆さまの肉体を傷つけるものが一切存在しなくなるので皆さま自由に生きられる

ようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

それは食事がなるべく自然のものに変り、自分を取り巻く生活環境に有害なものが

含まれていないような世界に生きることが寿命を長くするという方法になるのでし

ょうか。 
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〇サファイアさん 

それもそうなのですが、大きなポイントとしてはそこに愛が加わることです。 

愛が全てを正常化して活性化する力を持っております。 

 

〇TAKESHI 

その愛というのは、仲間たち全てに愛を送ったり、宇宙の愛を受けとったりするこ

とによって自分の寿命を長くすることができるのですか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです 

 

〇TAKESHI 

宇宙の愛を受け取るほど若返るということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

宇宙の愛を具現化することによって若々しくなるといった方がよいでしょう。 
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PART5 宇宙船とファーストコンタクトについて 

 

 

〇TAKESHI 

最近メンバーさんの中でも宇宙船を見たり、あるいは夢の中で宇宙船に乗ったりす

ることが起きているのですが、このことに関してサファイアさんお話してください。 

 

〇サファイアさん 

はい、皆さまファーストコンタクトを強く意識され、ファーストコンタクトを実現した

いという思いが強く有りますので、その思いが具現化しつつ有るといえるでしょう。 

そして皆さまが完全に準備ができたときに、個々でファーストコンタクトが行われて

いきます。 

今はまだ、ファーストコンタクトの前に高次的存在と出会ったときにどんな感覚にな

るのかという練習のために、皆さまの前に宇宙船が現れているということです。 

そしてその高次的存在と皆さまの波長が少しずつ合わさってきているために会う

回数も増えてきていると思います。 

また私どもと波長が合いましたら、私が乗っている宇宙船をはっきりと見ることが

できるようになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

メンバーさんの中でもスピリチュアルレベルで宇宙船の中に入る人が増えているよ

うですが、その中で主に何が行われているのかもう少し具体的に話してもらえると

嬉しいです。 

 

〇サファイアさん 

その宇宙船に私たちも乗ることがあるのですが、その際には細かいファーストコン

タクトの状況をお伝えしております。 
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物理次元でいきなり高次的存在が現れましたら、皆さまはまるで心臓発作を起こし

たかのように、彼らのエネルギーにビックリされてしまうので、そのような発作が起

きないように、このようなことが起こるということをお伝えしております。 

そしてエネルギーもスピリチュアルレベルで体感していただき、このようなエネルギ

ーだということもお伝えしております。 

 

〇TAKESHI 

ファーストコンタクトが近い人ほど、宇宙船に乗ったり、レクチャーを受けたりする可

能性が多いということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

もちろんです。 

また物理次元でも、私たちと波長が近くなったとしても差支えがない方たちから始

めにファーストコンタクトが予定されております。 

日を増すごとに、皆さまと私たちの周波数が大変近くなってきたことで、皆さまも

私たちの宇宙船を発見しやすくなっているかと思います。 

これがさらに日を増しますと、私たちが本当に皆さまの世界に存在しているという

ことも実感できるでしょう。 

そして早い方では２０２５年から２０２６年にファーストコンタクトを予定しておりま

すので、２０２５年以降、実際に皆さまの肉眼で私たちや高次的存在たちがそばにい

ることを見ることができるかと思います。 

もちろんそのときにはファーストコンタクトが実現するのですが、今でも一瞬高次的

存在の姿を見るということも起こってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ファーストコンタクトを行うにあたって、私たちはなるべく科学的な物質が入ってい

る食物を減らし、科学的な匂いのする洗剤や化粧品、香水などを使わない、そして

一番大切なことは私たちがなるべく愛の意識になるということをお聞きしておりま
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すが、その他にファーストコンタクトが近づくにつれ、私たちが注意すべき点などご

ざいますか。 

 

〇サファイアさん 

「自分は大したことがない、自分は価値がない」と思われないように、自分自身を愛

で包んであげるということも必要です。 

そして私たちのことを大変上の世界にいる神に近い存在と思わないことです。 

皆さまとは対等であり、よき友人であるということを理解されてください。 

 

〇TAKESHI 

参加者の皆さまの中で、宇宙船に関わった人、夢で見た人、宇宙船に乗った感じが

したという人がいらしたら教えてください。 

 

〇質問者４ 

今から５，６年前のことです。 

私がお客様にセッションをしていたときですが、それまで普通に話をしていたので

すが突然メニエル病みたいな感じがして、あれと思ったら不思議な空間に入ってし

まったのです。 

まるでミラーマンの４次元空間の中のような不思議な磁場の中に入ってしまい、も

う仕事ができなくなってしまうのかなという思いがしました。 

時空が歪んだような体験でした。 

その後かろうじて仕事を行うことができたのですが、仕事の後、散歩のときに大き

な宇宙船を認識できたという体験をしました。 

またこのことも再度起こりましたので、私としては宇宙船が近づいてくると、そのよ

うな磁場ができて、その影響を受けることが起きているのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

〇サファイアさん 
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宇宙船が現れる瞬間というのはポータルが開きますので、波長が合いましたら実際

にその宇宙人たちが存在している周波数帯に入ることも可能です。 

質問者さんは、そのときにその宇宙船または高次的存在がいらっしゃる周波数帯に

入ったことで、不思議な空間の中に入ったかのようになられたかと思います。 

そのときは質問者さんの方が、３次元世界に強くフォーカスしているときだったと

思いますので、次元の違いもございます。 

３次元の世界からいっきに６次元、７次元の世界に入った可能性もございます。 

そのようにいっきに次元が上がりますと、そのような船酔いのような不思議な感覚

にとらわれるでしょう。 

 

〇質問者４ 

それは５、６年前だったからそうだったのでしょうか。 

今でも高い周波数の人が来たらそういう風になる可能性もありますか。 

 

〇サファイアさん 

もちろんそうです。 

５次元、６次元、７次元は、皆さまはさほど感じられないのですが、９次元、１０次元、

１１次元と大変高い周波数帯や次元に行きますと、同じような状況になられるでしょ

う。 

しかし、恐れる必要はないかと思います。 

ただ肉体の感覚が薄れてしまったり、その瞬間、体の感覚がおかしくなることがご

ざいますが、長くは続きませんので、ゆったりと椅子に座られたりしてお水を飲まれ

落ち着かれてみてください。 

そうしましたら、今いる質問者さんの次元にしっかりと着地することができ、感覚も

いつもどおりに戻るでしょう。 

 

〇質問者４ 

家に宇宙人が来るときは、宇宙船は近くにきていて、そこから降りてくることにな
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るのでしょうか。 

例えば宇宙船が家の上にいて、宇宙人がそばに降りてくるということでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

相手が存在する次元や種族にもよるのですが、宇宙船に乗って来られて宇宙船から

降りて来られる方は、上空に宇宙船を停泊させます。 

また宇宙船がなくても自由自在に好きな場所にいくことができる存在は、宇宙船が

なくても瞬時にその場所に姿を現すことができます。 

 

〇質問者４ 

一時期、私と息子が宇宙人の気配を感じて「今、絶対宇宙人が来ていたよね」という

会話をする時期があったのですが、その時期と先ほどの不思議な空間に入った時

期は同じような時期だったと思いますが、そのときは、宇宙人が来ていてもそのよ

うなことにならずに、その存在を感じることがあったのですが、どうなのでしょうか。 

それら宇宙人は何をするために、私たちのもとに来たのですか 

 

〇サファイアさん 

はい、確かにその存在がその場所にいられたことを感じられたのだと思います。 

彼らはただ地球人の生活を観察しに来ている場合もございますし、個人的に質問者

さんと深い関係が有り、質問者さんをサポートする場合もあることもございます。 

またその存在はこれから質問者さんのファーストコンタクトの時期に合わせて準備

をするという可能性も高いと思います。 

 

〇質問者４ 

この前のラナさんのお話ではファーストコンタクトを行うときは、もう私たちはアセ

ンションをしているというふうに私は解釈したのですが、いかがですか。 

 

〇サファイアさん 
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はい、アセンション後の世界でなければ周波数が合いませんので、ファーストコンタ

クトは実現されません。 

 

〇質問者４ 

はい、分かりました。 

ありがとうございます。 

 

〇質問者５ 

宇宙船についてですが、私は自宅の庭や自分の２階の部屋から時々宇宙船を見る

のですが、３週間ぐらい前に見たものがすごかったのでお話ししたいのです。 

仕事が終わって夜の９時ぐらいに庭に出ていましたら、空を鳥が飛ぶときのような

V 字型の形を取ってたくさんの黄色い光を放つ宇宙船が並んでいて、その近くにも

丸い光の宇宙船が編隊を組んですごい速さで空を横切っていきました。 

音は全く聞こえないのですが、うっすらと透明感が有って若干次元が違う感じがし

たのですが、それはどちらの宇宙船だったのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

これは地球人の方と高次元の方たちが協力して作られた宇宙船です。 

皆さまの時間軸で説明しますと、未来の地球人が皆さまの世界にいらっしゃったと

いう説明が良いかもしれません。 

もちろん宇宙は時間の概念がございませんので、皆さまは好きなときに好きな場

所に現れることが可能です。 

 

〇質問者５ 

これは地球産の宇宙船ということですか。 

私は未来の映像を見たのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 
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はい、そうです。 

未来の映像というよりも、その存在そのものがその場にいらっしゃったようです。 

未来ですので、完全なる地球人ではないのですが、地球人の遺伝子を持った存在が

その宇宙船には載っていらっしゃいました。 

 

〇TAKESHI 

その宇宙船は、別のパラレルワールドから質問者さんが存在している世界に来たと

いうことですか。 

地球人の遺伝子を持っているということは、ハイブリッド・チュードレンということで

しょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

 

〇質問者５ 

その宇宙船は何のために飛んでいたのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

はい、視察という目的もあったのですが、ある目的が有っていらっしゃったようです。 

 

〇質問者５ 

はい、ありがとうございます。 

 

〇質問者６ 

娘が夢の中でファーストコンタクトを行っておりまして、宇宙船が迎えに来ていろん

な場所に連れて行ってもらったり、宇宙のことを教えてもらったりしているような

のです。 

娘が「私も一緒に連れていって欲しい」と宇宙人にお願いしてくれたら、私を迎えに
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来てくれたのですが、私は意識が無くなってしまい、連れていけなかったようなの

です。 

その後も、私は宇宙船に乗れたけど、恐怖で固まって誰とも喋れなかったらしいの

です。 

娘からそのようなことを教えてもらうばかりで、私自身はそういった夢を全く覚え

ていないのですが、このようなパターンでも私は夢の中でファーストコンタクトを行

っているといえるのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

物理次元のファーストコンタクトを確実に行うために、まずはスピリチュアルレベル

でコンタクトをされてきたようです。 

そしてスピリチュアルレベルで完全に違和感が無くなったときに物理次元でのファ

ーストコンタクトが実現されるようです。 

そのときに質問者さんのファーストコンタクトがよりスムーズに行くために、娘さん

はサポート役として一緒に同行されるでしょう。 

娘さんと２人で高次的存在とコンタクトされるようです。 

 

〇質問者６ 

私は夢でサファイアさんと一緒に待ち合わせをしている光景を見たことがあります。 

夫と一緒に車で向かって、車を降りてサファイアさんが現れる瞬間に娘に起こされ

たのですが、そのときはサファイアさんと会ったのでしょうか。 

 

〇サファイアさん 

それはひとつのシミュレーションとしてその映像が送られたのですが、これから第一

ファーストコンタクトを行った後、第三ファーストコンタクトのあたりで、私たちと会

うことを今計画中です。 

どのような形であった方がよいのか、シュミレーションしていたのだと思います。 

〇TAKESHI 



124 

 

この質問者さんのお嬢さんは、もともとスターソウルといいますか、アセンションを

サポートするために、この地球に来ていると思いますが、サファイアさんどうでしょ

うか。 

 

〇サファイアさん 

はい、そうです。 

地球の転生が少ないスターソウルの人たちは、アセンションのサポートをするため

に、この地球にたくさんやってきていらっしゃいます。 

もちろん質問者さんのお嬢さんや TAKESHI さんのお子さまもそのおひとりでし

ょう。 

 

〇質問者７ 

私の場合は、最初に夢の中で宇宙船を見たのですが、それが２０２０年の９月か１０

月ぐらいでした。 

去年、私は大怪我をしてリハビリを行っていたのですが、９月か１０月ぐらいに宇宙

船に会いました。 

そのときに、私が元々いた出身星の兄弟と一緒にいる自分を見たのです。 

それがきっかけで自分はその星から来たことが分かって最後に宇宙船を見て目が

覚めました。 

ツインライトの光を使うようになってから、その出身星の母船を意識の中で見るよ

うになり、母船の中に入ったという経験をさせてもらいました。 

これからその出身星の兄弟たちに会っていくのかなという気がしております。 

 

〇サファイアさん 

地球に来られる前に関わっていた星の方たちが、あなたが地球に来られた後もずっ

とサポート役として働いていたのですが、ただ周波数が違ってきたためにその方た

ちがいらっしゃることが感じられなくなってきたのです。 

そしてあなたが波長を上げ、自分がいらっしゃった星の方たちと近くなったために
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またそのことを感じられるようになってきたのではないかと思われます。 

そしてさらにこれから周波数が上がっていきますので、さらにはっきりと分かるよ

うになってくるでしょう。 

もちろん話したいときにいつでも話すことが可能になってきます。 

 

〇質問者７ 

はい、嬉しいです。 

 

〇TAKESHI 

今日は何人かの方に、このような宇宙船体験が起こっていることを話していただき

ました。 

というのも、宇宙船と関わることが、これから皆さまひとりひとりに起こってくる可

能性が非常に強いのではないかと私は考えております。 

ファーストコンタクトの前に、皆さまのエネルギー調整であるとか、波動調整である

とかというようなことが起こってきます。 

そのために皆さまがスピリチュアルレベルで宇宙船に呼ばれたり、夢を見ている時、

意識がない時に呼ばれたり、というようなこともございますので、そのときにこう

いったことが起こっているのだということをしっかりと理解していただいて、恐怖

心などがない状態でファーストコンタクトを行っていただきたいと思います。 

また小さい頃、そのような体験をしたことを思い出したりすることもあるのではな

いかなと思います。 

 

〇サファイアさん 

今年は今日でお話会も最後になりますが、お話会が行われていないときでも私た

ちと交流することは可能です。 

初めはスピリチュアル意識となって交流し、様々な情報をお伝えしていきたいと思

います。 

そして徐々に皆さまは周波数を上げていきますので、２０２４年２０２５年頃にはそ
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のエネルギーが皆さまの世界に強く反映され、ファーストコンタクトができるまでに

到達するのではないかと思います。 

皆さま一日一日と全く異なる世界を選び進まれておりますので、今まで経験したこ

とがない出来事が起こってくるでしょう。 

そして来年になりますと、このようなグループワークの際にお話しするときは、さら

に皆さまの周波数が高まり、私たちもお話できることが増えていき、話をさらに広

げられるかと思います。 

皆さまは、確実に５次元の世界へと向かわれておりますのでどうかご安心ください。 
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第６章 

高次元存在の 

チャネリングライブ 

２０２２年１月８日 

 

 

第５章  

PART１ ３次元世界では他のパラレルワールドが見えない理由 

PART２ パラレルワールドとパラレルシフトの仕組み 

PART３ ５次元世界のパラレルシフトとシフトの要点 

 

 

この時のサファイアさんのチャネリングは TAKESHIが行っております。 

これ以降、サファイアさん並びにササニ文明の方のチャネリングは TAKESHI が担

当いたしております。 

TAKESHI のチャネリングは参加者との質疑応答はあまり行われず、一つのテーマ

に対して詳しく話をしていきます。 
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PART１ ３次元世界ではパラレルワールドが見えな

い理由 

 

 

それでは今日は TAKESHIからサファイアさんのメッセージを伝えさせていただき

ます。 

今日はパラレルワールドとパラレルシフトについて、地球人の皆さまに合わせて詳

しいお話をさせて頂きます。 

皆さまは、何度もお伝えしたように幾つものパラレルワールドを持っております。 

今まで３次元世界に生きていた皆さまは、目の前に見える世界、人間や家、家具、車、

あるいはこの世界を構成しているお金や経済、人間関係などに捉われてしまってこ

の世界を物理的な観点からのみ見てきました。 

それは、皆さまが３次元の世界を生きるためにはとても重要なことでした。 

皆さまが３次元世界を充分に楽しみ、３次元世界に集中して生きるために、皆さま

はそのような考え方をし、そのように生きてきたのです。 

皆さまがこの地球に生きてきた理由は、この目に見える世界を経験し、目に見える

世界で生きることがどういうことなのか、この世界で味わう感情や体験がどのよう

に自分たちに作用するのか、ということを体験し楽しむためでした。 

ある意味、ワクワクとした気持ちでこの３次元の物理世界を楽しんできたといえる

でしょう。 

そのために、この物理世界以外の世界が皆さまの目に入りますと、３次元世界にフ

ォーカスしている皆さまの意識が途切れてしまったり、散漫になったりして、３次元

世界を充分に楽しむことができなくなるために、皆さまの目には皆さま以外の世界

が見えないようにされていたのです。 

たとえ同じ魂から作られた別の皆さまが暮らしている世界も見ることができないよ

うにされてしまったのです。 
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また、地球での人生を常に新鮮なものとして充分に堪能できるように、皆さまが何

度も何度も生まれ変わってきた人生も、今の人生の中では見えないものとされてし

まったのです。 

もし皆さまが今まで何度も地球に生まれ変わり、生きてきた記憶を思い出したなら

ば、これから自分が生きていく人生に対しておうよその予測もつきます。 

また皆さまが困難な状況にあったとしても、同じことを過去に何度も繰り返してい

るならば、そのことをどのようにしたら解決できるのか、その問題をどのようにした

ら回避できるのか、ということが瞬時に分かるために皆さまは自分の人生において

新しい体験をすることができなくなってしまいます。 

そのために今まで地球で生きてきた何回もの人生が皆さまの目には見えないよう

になっていますし、皆さまの記憶の中にも残らないようになっているのです。 

皆さまは、今自分が生きているこの瞬間のみを感じることができるのです。 

「大切なのは、この今、この瞬間なのだ」という考え方がその中から生まれてきまし

た。 

しかし皆さまがこの地球の物理的な法則から解放され、皆さまの本当の姿や皆さま

が生きている幾つもの世界を見ることができるのならば、皆さまの考え方は大きく

変わってきます。 

皆さまは地球だけでなく、この宇宙に生きているということを理解するようになる

でしょう。 

皆さまを作ったのは皆さまの魂です。 

そしてその魂を作ったのは、この大いなる宇宙の意識です。 

宇宙の意識というのは「愛」と「創造」の意識です。 

この宇宙は「愛の意識」と「創造の意識」によって生み出され育まれてきました。 

そして、皆さまの魂もこの宇宙意識によって生み出されたのです。 

その魂によって生み出されたのが皆さまの意識ですから、皆さまがこの物理世界の

制限から少しでも解き放たれると皆さまの魂のことが分かり、皆さまの魂を生み出

した宇宙意識のこともすぐに理解できるようになるのです。 

そうすれば皆さまを生み出した魂も、魂を生み出した宇宙意識も、愛と創造のエネ
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ルギーによって成り立っているために、皆さま自身も愛と創造のエネルギーによっ

て生み出され成り立っているということが簡単に分かるようになります。 

しかしながらそのことを理解してしまうと、皆さまは人生でいろんな体験をして、

様々な苦労や感情を味わうことができなかったために、今までは皆さまが愛と創造

のエネルギーによって生み出されたのだということが理解できないようになってい

たのです。 

この地球に生きていた数少ない聖者たち、覚醒した者たちは、その関係性を理解し

た者たちです。 

皆さまが「愛と創造の意識によって生かされている、そしてその意識によって生み

出されている」ということを本当に理解した覚醒者たちは、この地球の物理次元の

中にいることができなくなり、この地球から去っていくことになりました。 

皆さまはそうならないように「皆さまが愛と創造のエネルギーによって生み出され

たのだ」ということが理解できないようになっていたのです。 

そのような状況の中で、これから地球はアセンションをすることを決めました。 

今まで皆さまが御存じの地球の歴史においては、地球自体がアセンションをするこ

とを選びませんでした。 

その理由は、多くの地球人がアセンションを望まなかったためでもありますが、多く

の地球人を生み出した魂たちが、この地球の物理世界の中で、これからも多くのこ

とを体験したいと願ったために、この地球というものを物理世界のままに残してお

くことを決定したためです。 

もちろん皆さまの歴史の中でも、アセンションをした人たちはたくさんいますが、地

球自身はアセンションをすることを選びませんでした。 

しかしながら、今回この地球が幾つかの地球に別れ、そのうちの幾つかの地球がア

センションをすることを決めました。 

それは、皆さまを作り出した魂が、物理世界からアセンションをする体験をしたいと

考えているからです。 

皆さまを生み出した魂が、物理世界から非物理世界に抜け出していく体験を得たい、

あるいはその体験を通して自分自身がどのように成長していくのか、ということを
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皆さまの意識をとおして知りたいと考えたからです。 

皆さまは物理世界から少しずつ意識を上げて物理世界を出ていきます。 

そうすると物理世界の制限で見えなかったもの、感じられなかったものが見えたり

感じられたりするようになるのです。 

皆さまが物理世界の制限の中から出てくると、皆さまの魂が作り出した皆さまのパ

ラレルワールドがたくさん見えてくるようになるでしょう。 

例えて言うならば無数のシャボン玉が浮かんでいる感じです。 

皆さまは今までひとつのシャボン玉の中にいて、そのシャボン玉の中の世界しか見

えていませんでした。 

シャボン玉は、普通は透明ですので、ひとつのシャボン玉の世界にいながらもほか

の世界が見えるのですが、皆さまのシャボン玉だけは周りが見えないように覆われ

ていたのです。 

この地球の物理世界という制限に覆われて、皆さまは他のシャボン玉というパラレ

ルワールドを見ることができなくなってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



132 

 

PART２ パラレルワールドとパラレルシフトの仕組み 

 

 

皆さまがアセンションをするということは、このシャボン玉の中から出てくることに

も等しいのです。 

皆さまは、現在高次元存在であるラナさんの誘導によって、皆さまのシャボン玉の

中から顔だけを出して周りの世界をきょろきょろと見ているような状態です。 

人によっては無数のシャボン玉が見えるかもしれません。 

それは、皆さまの魂が生み出したパラレルワールドであり、その中にも皆さまと同じ

ように、皆さまの本体である魂が生み出した別の皆さまが存在しています。 

皆さまの周りにあるシャボン玉の中には、皆さまと同じような皆さまが存在してい

ます。 

私たちのグループワークを受けられた方は「光の粒子の体」というものを御存知だ

と思います。 

それは皆さまの魂の本質、皆さまの魂が生み出した皆さまの意識の本質というもの

が光の粒子であることから付けられた名前です。 

光の粒子がたくさん集まって皆さまの体を作り上げています。 

皆さまの周りにあるシャボン玉の中にいる皆さまは、ほぼ同じような光の粒子の体

を持っていますので、この物理世界に適用したような自分の体を作り、今の皆さま

と同じような性格をしています。 

皆さまから遠く離れたシャボン玉は、少しばかり光の粒子の構成が変わってきます

ので、今の皆さまとは姿形や考え方も少しずつ変わってきます。 

皆さまのシャボン玉から遠く離れれば離れるほど「光の粒子の体」が大きく変わりま

すので、宇宙種族と交流している皆さまやアセンションをして違う世界を生きてい

る皆さま、この地球を飛び出してほかの星に生きている皆さまも存在しています。 

皆さまのシャボン玉から離れれば離れるほど、その世界は見えにくくなりますので、

今のところは、同じ地球や同じ地球と思われるような星で存在している皆さまの姿
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を主に見ることになると思います。 

皆さまの中に自分がこのように生きていきたい、このようになりたい、このような

世界を作りたいと思う気持ちが有れば、それは皆さまの周りのパラレルワールドや

皆さまに近いシャボン玉（パラレルワールド）の中にいる皆さまの思考を時と空間を

超えて受け取っているのです。 

近くにあるシャボン玉の中に存在している別のあなたは、同じ魂から生み出された

意識ですので考えることも似通っています。 

皆さまの中で「自然が好きで動物や鳥たちも大好きだ」という方がいらっしゃれば、

皆さまの周りにあるパラレルワールドの皆さまも、同じように自然が好きで動物や

鳥が大好きだという人たちが存在しています。 

しかしながら、パラレルワールドが異なることによって、その人が生きている世界が

少しずつ異なります。 

あるパラレルワールドの皆さまは、植物や動物が好きだけれど都市の中に住んでい

て動物と縁のない生活をしているかもしれません。 

もうひとつのパラレルワールドの皆さまは、都市に住んでいても猫や犬を飼って動

物たちと触れ合うことができるかもしれません。 

もうひとつのパラレルワールドの皆さまは、少し田舎に住んでいて周りには樹木が

たくさんあり、お庭で畑も作れるような場所に住んで犬や猫を飼っていらっしゃる

かもしれません。 

あるいはもうひとつのパラレルワールドの皆さまは、山の中のログハウスのような

場所に住み自然の中でゆったりと暮らし、犬や猫だけではなく鳥やあるいは他の動

物たちとも暮らしているような人生を送っている人がいるかもしれません。 

またもうひとつのパラレルワールドの皆さまは、動物や鳥たちを助ける獣医のよう

な仕事をしているかもしれません。 

同じ自然が好き、動物や植物が好き、といってもそれぞれの世界で皆さまが行って

いることは異なります。 

ただ、その中でも自分が理想とする世界があるとするならば、その世界の皆さまの

想念や思念を受け取って、そのように感じているのです。 
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今までの３次元の世界では、皆さまは自分のパラレルワールドから外に出ることが

できませんでした。 

また他のパラレルワールドを垣間見ることもできませんでしたし、そのような世界

があるということを心の中で思い描くことしかできませんでした。 

これから皆さまが４次元意識の世界に入り５次元意識の世界へと道を歩み始めます

と、皆さまは自分のパラレルワールドから外を見ることができるようになります。 

そして「自分はガーデニングをして植物を育てている世界があるんだ」「自分は山に

住んでいてたくさんの動物と暮らしている世界もあるんだ」ということをリアルに

見たり感じたりすることができるようになるのです。 

また自分がこれから理想の自分になりたいと願い、そうなるように努力することも

できます。 

今までの世界では、皆さまはコツコツと努力してガーデニングを学び、土地や畑を

手に入れるためにたくさんのお金を出してこなければならなかったのです。 

しかし、今皆さまはアセンションという波に乗っています。 

このアセンションという波に乗ることによって、皆さまはパラレルシフトという方法

を使うことができるようになったのです。 

今までの地球に留まりたいと思う方はアセンションの波に乗っておらず、今までの

物理世界の法則を受け入れていますので、本当の意味でのパラレルシフトというの

は起こりませんし、パラレルシフトをしようとも思わないでしょう。 

「社会の中で努力して自分の生活を成り立たせる」というふうにしか考えられない

のです。 

アセンションの波に乗っている人たちは、自分の世界以外にも幾つものパラレルワ

ールドが存在し、そこに自分自身が生きていることを知っていますので、自分が理

想とするパラレルワールドを引き寄せ、その世界をのぞき見ることができるのです。 

まるでシャボン玉とシャボン玉が薄い膜１枚でくっついているような状態です。 

皆さまの世界と他の皆さまの世界を隔てているものは薄いシャボン玉の膜１枚です

から、皆さまは自分の理想としている世界をリアルに見ることができます。 

また理想としている世界を皆さまは感じ取り、その世界からメッセージを受け取っ
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たりエネルギーを受け取ったりすることもできます。 

また、人によってはこの薄い膜を通り越して相手と統合することもできます。 

もし皆さまが完全にこの物理世界を抜け出すことができるならば、皆さまは理想と

するパラレルワールドの世界に自分のシャボン玉をくっつけて、シャボン玉の膜を溶

かして相手と統合することもできます。 

そのとき皆さまは自分自身が「光の粒子の体」だということを思い出してください。 

物理世界にいる皆さまの姿のままで、他の世界の自分と統合することはできません。 

自分自身が持っている思考や感情あるいは不要なエネルギーを捨てて、魂が作り出

した皆さまそのものの意識体である「光の粒子の体」に戻りますと、他のパラレルワ

ールドに生きているあなた自身も「光の粒子の体」であることが分かるのです。 

そして近くに存在しているパラレルワールドの皆さまは、同じような「光の粒子の体」

をしておりますので簡単に統合することができるのです。 

２つのシャボン玉がひとつになっていくように、皆さまの意識がひとつに統合され

て、皆さまは自分の望む世界へと簡単に移行できるのです。 

しかしながら皆さまは、今はまだ３次元という物理世界の中にいますので「光の粒

子の体」として相手の世界に統合することはできません。 

瞑想やビジョンの中で統合したとしても、また自分のシャボン玉の中に戻ってこな

ければならないのです。 

ただ、ビジョンの中や瞑想の中で統合されることによって「皆さまはどうしたらその

パラレルワールドに近づくことができるのか」「その世界のエネルギーはどのような

ものなのか」ということを知ることができますので、皆さまはその世界に向かって

今までよりも速いスピードで移り変わっていきます。 

これが、今の皆さまができるパラレルシフトというものです。 

同じような物理世界の中にあるパラレルワールドでしたら、その世界に統合してい

くことも可能です。 

ただその変化というものは、皆さまが思っているほど大きくはありません。 

少しずつ時間をかけて変化して行きますが、パラレルシフトすることによって、皆さ

まの未来の方向性が変わってくるということはいえると思います。 
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PART３ ５次元世界のパラレルシフトとシフトの要点 

 

 

パラレルシフトしなければ、皆さまは今までと同じ世界、同じ人生の延長線上に有る

と考えてもいいと思います。 

しかし、パラレルシフトすることによって列車が路線を切り替えるように、自分が望

んでいる世界に皆さまは進路を変えることができます。 

「進路を変える」ということは、簡単には気付かないかもしれませんが、進路を変え

た道を走り始めることによって、今までの自分と全く違う自分というものを感じる

ことができるのです。 

ただ制限は有ります。 

皆さまはまだ地球の物理世界の中にいますので、この地球の中で変化していきます。 

皆さまが５次元意識の世界に入りますと、物理世界の制限というものが少なくなっ

てきますので、皆さまはこの地球上に存在する必要を無くすこともできます。 

自分のパラレルワールドが、この地球上だけではなく他の星やほかの次元に存在し

ているということが５次元意識の世界に入ると理解できるようになるのです。 

３次元から４次元世界では、通常は自分のパラレルワールドの多くは、同じ地球上に

存在している自分という限定がつきます。 

しかし５次元意識の世界に入るとその限定は無くなりますので、地球以外の星で生

きている自分にも皆さまはアクセスし、その世界を見ることもできます。 

またお互いが望むのならば、異なる世界の自分と統合することもできます。 

皆さまがパラレルシフトする意味というものをしっかりと理解していただけるのな

らば、皆さまが置かれている状況の中で、最大限のパラレルシフトをすることがで

きます。 

そして皆さまが５次元意識の世界に入ったならば、そのパラレシフトの枠がとても

大きく広がることを感じられるようになるでしょう。 

しかし、3次元、４次元世界にいる間は、皆さまが地球と思われている世界の中での
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パラレルシフトになります。 

ここでひとつ皆さまに大切なお願いをしたいと思います。 

パラレルシフトというのは、この宇宙と皆さまの魂が決めています。 

自分がこういう創造的な世界を作りたい、地球と宇宙のことを理解したうえでこの

ような世界で生きてきたい、というポジティブな望みの中からパラレルシフトとい

うのは起こってくるのです。 

「私はこういう世界が嫌だから違う世界に行きたい」「私は劣等感やコンプレックス

の塊だから、そうじゃない世界に行きたい」という後ろ向きのパラレルシフトは完全

な形で成功することは有りません。 

なぜなら、今そこにあるのは自分が嫌いだから、この世界が嫌だからという感情な

のです。 

パラレルシフトというのは感情によって動きます。 

皆さまがワクワクした気持ちで新しい世界を生きたい、自分の望みを実現したい、

自然の多い世界に移って楽しんで生きたい、このような喜びに満たされたポジティ

ブな感情を持つことによって皆さまもその世界に入ることができます。 

そのようなワクワクした気持ち、楽しい気持ち、希望にあふれている感情というもの

は、皆さまの波長をどんどん高めて皆さまよりも波長の高いパラレルワールドや素

晴らしい喜びに満ちたパラレルワードを引き寄せていきます。 

そし皆さまがパラレルシフトすることを手助けします。 

しかし自分が嫌いだから、自分の世界が嫌だからという感情があれば、その感情を

宇宙が受け取って今の皆さまの世界よりももっと自分が嫌いな世界やもっと感情

的に重たい世界が皆さまに引き寄せられてきて、皆さまがパラレルダウンすること

も起こりえます。 

ですからパラレルシフトを行うためには、自分の感情をよりポジティブに持ってい

かなければなりません。 

皆さまの中で「自分はパラレルシフトがうまくできない」「自分はパラレルシフトして

いるかどうか分からない」という方は、もう一度自分の感情をチェックしてください。 

自分の感情が怒りや悲しみ、嫌悪感やコンプレックスにあふれていないかどうか、そ
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のことをチェックすることによって、皆さまが希望している世界やより実りのある世

界へパラレルシフトをすることができるようになるのです。 

私たちは、皆さまが望むパラレルワールドにパラレルシフトしてくださることを楽し

みにしております。 

そしてその中で、地球の皆さまがアセンションを行い、素晴らしい地球をお互い協力

して作り、新たな統合の種族を生み出すことを私たちは心待ちにしているのです。 

そのために私たちササニ文明の者だけでなく、地球外種族や宇宙連合評議会という

ものが、皆さまを力強くバックアップしているのです。 

どうかそのことを忘れないでください。 

皆さまは、決して１人ではありません。 

多くの存在が、皆さまと共に存在しているのです。 

そして皆さまが望むならば、私たちと皆さまは本当に近い場所に存在していますの

で、私たちのエネルギーを感じることや私たちを見ることもできるようになるでし

ょう。 

この２０２２年という時代は、皆さまが、大きくジャンプアップする準備のための年

なのです。 

この年をどう生きるかによって、これから起きるファーストコンタクトやこれから始

まる５次元世界に皆さまがどのように関わるのかが決まってくるのです。 

そして、そのことを皆さまの意識や魂はもう充分に理解していますので、皆さまの

魂や高次の意識に耳を傾けられてください。 

これから、そうしなければならないような状況が皆さまの中で起こってきますので、

決してそのことに対して怒りや憎しみの感情を持たずに、喜びの感情を持って受け

止めてください。 

どうか、皆さまが私たちと共に歩まれることを心から祈っております。 

もちろんこれも皆さまの判断であり、皆さまの意思です。 

皆さまの決意で皆さまが望んでいる世界に行かれてください。 
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メンバーズトーク 

第５回 

２０２２年５月２８日 

 

 

第６章  

PART１ 地球人の意識進化の過程について 

PART2 ハイブリッド・チュードレン 

 

 

サファイアさん以外のササニ文明の方からのメッセージとなります。 

チャネリングは TAKESHIが行っております。 
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PART１ 地球人の意識進化の過程について 

 

 

今日は最初にササニ文明の方の話を TAKESHIから皆さまにお伝えいたします。 

地球に生きる皆さまは、しっかりと自分自身の生き方を見つめ、皆さまが自立した

存在であると自らを信頼する必要が有ります。 

そして、自らの力で生きることがどれほど豊かなことであるのか、皆さまの魂にと

ってとても大きな経験を得ることができるのか、ということをこれから知る必要が

有ります。 

皆さまの魂から作られた意識や多くのスピリットは、本来とても自由な存在であり

愛と調和に満ちあふれた存在なのです。 

皆さまが想像することもできないくらい自由です。 

ただ皆さまは多くのことをこの物理世界の尺度に合わせて考えていますので、皆さ

まはその尺度から決して出ることができないのです。 

しかしながら、今皆さまは５次元意識になるために多くの努力をされていますので、

これから皆さまが５次元意識になるための出来事が起こってきます。 

皆さまが５次元意識になられ、さらに６次元、７次元と進むにつれて、皆さまが本当

はどれだけ自由で創造性にあふれ、豊かな存在であるか分かるようになります。 

ですから、皆さまは自分が想像できる以上の自由さ、豊かさそして幸福感を持って

生きているのです。 

ただ、そのような自由な世界、豊かで幸福な世界にばかりいてしまうとそれが当た

り前となって、そこから新たな進化というものを行うことができなくなります。 

そしてその進化が止まってしまうと、皆さまを生み出した魂が得たい経験というも

のが得られなくなるのです。 

皆さまの魂は、皆さまを通してとても多彩な人生を楽しく体験しているのです。 

「皆さまの自由がどれほど尊いのか、そして豊かなのか」ということを知るために、

皆さまの魂は皆さまをこの物理世界へと送り込んだのです。 
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この物理世界では「目に見えるものが全てである」という考えを元に生きています

ので、目に見える豊かさ、目に見える愛情、目に見える人生、あるいはその幸福とい

うものを皆さまは体験しているのです。 

今まで全てが自由で、全てが愛と調和の中にあった皆さまは、この地球という世界

を生きることでとても大きな束縛や抑圧を感じますが、皆さまを生み出した魂にす

るならば、それはとても興味深い体験です。 

そのような人生を送ることによって、自分自身が抑圧され束縛された生活を体験す

るという貴重な経験を得ることができるのです。 

他のパラレルワールドや他の存在たちでは体験できない物質的な豊かさ、そして制

限された世界で発揮される皆さまのとても素晴らしい創造性やパワーと勇気、ある

いは地球の制限によって受けた苦しみや悲しみさえも、皆さまの魂にとっては大変

貴重な経験となるのです。 

 

しかしながら魂はその経験を充分に得たと思ったならば、そろそろ皆さまの意識や

スピリットをこの世界から引き上げて、本来皆さまが存在している世界へと戻した

いと考えているのです。 

皆さまの意識は、充分にこの物理世界を経験し尽くしたのでこの物理世界から出て、

これからまだこの世界を経験していないほかの魂たちにその場所を譲らなければ

ならないのです。 

地球に生きるものたちは、ある程度の定員が決まっています。 

そのために同じ魂から生み出された存在が、ずっと長い間地球にいるということは

できないのです。 

新たにこの経験をしたい魂たちに、その場所を譲ってあげなければなりません。 

ですから、そのような順番が来たスピリットや意識はこの地球からアセンションをし

ていくことになるのです。 

このアセンションという経験も、今まで自由しか感じることができなかった魂にして

みればとても興味深い体験です。 

皆さまは、その体験をまさに今行っている最中なのです。 
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この物理的な世界から新しい世界へと移り変わっていく体験はなかなかできるも

のではありませんので、皆さまは今まさに貴重な体験をしているといえるでしょう。 

そしてその貴重な体験の中でもこれから起こってくるファーストコンタクトやハイブ

リット・チュードレンというのは、まさに皆さまが生まれた場所に変えるために、ある

いは変容するための醍醐味といっても良いかもしれません。 

皆さまが「自分たちが生まれた場所」に帰るために、あるいは皆さまが自分自身を

思い出すために、地球外種族の人たちが皆さまのことをサポートするのです。 

皆さまが目覚め、皆さまが本当の世界に戻るためにはこの地球で培ってきた数多く

の習慣や考え方、意識のあり方、生き方、そういったものを大きく変えていかなけれ

ばなりません。 

変えていくと言っても、皆さまがこれから５次元意識に戻っていくことを決意する

ならば、そのことは自然と起こってきます。 

皆さまの魂がもう５次元意識になるということを決めた以上、皆さまはそのレール

に乗って５次元意識になるための旅を始めるのです。 

そのことを大きくサポートするのが、これから皆さまと出会う地球外種族やそのほ

かの宇宙種族の方々です。 

彼らの目的は「皆さまが本来は５次元意識である」ということを思い出すことを助け

ることです。 

皆さまの肉体はまだまだこの物理世界に存在していますので、皆さまはまだ３次元

的な意識を持ち、３次元的な考え方をする場合が多いということになりますが、こ

れを５次元意識や５次元的な考え方に変えていくのは、決して簡単なことではあり

ません。 

皆さまが身につけた知識や身につけた感覚を脱ぎ捨てていかなければならないか

らです。 

この３次元で身につけた感覚、身につけた経験というのは、皆さまが３次元から５次

元意識に移り変わるにあたって、新たな５次元意識のパラダイムあるいは骨組みの

中に吸収されていきます。 

皆さまが今この地球で体験していることは、同じ３次元の中の出来事であったとし
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ても、皆さまを５次元意識に向かわせるためのシンクロである場合も非常に多いか

らです。 

そのようなシンクロを皆さまがしっかりとつかみ取ることは、この物理世界で３次元

意識で暮らしている自分から、同じ物理次元であったとしても５次元意識で暮らし

ている皆さまに変化するためには必要なことなのです。 

 

地球外種族の方たちは、ファーストコンタクトをとおして皆さまに高次元の愛の働き

を教えてくださるでしょう。 

皆さまは結婚制度や夫婦というものにこだわったり、永遠のパートナーというよう

な考え方など、様々な考え方を持たれていますが、それらは決して悪いことではあ

りません。 

しかし、ニュートラルなことでも無いかもしれないのです。 

皆さまが今３次元の中で５次元意識になろうとするときに経験することは、とても

重要なことです。 

今お話したように人間関係を見直すことであったり、あるいは自分の意識が身につ

けている様々な３次元的な習慣をどのように脱ぎ去っていくのか、ということを経

験することだったりします。 

あるいは５次元意識に入るときに、皆さまがどのような感覚になっていくのか、嬉

しいのか、怖いのか、あるいは喜びに満ちて５次元意識に変わっていくのか、そうい

ったことも全て新たな体験として皆さまは経験しているのです。 

皆さまを生み出した偉大なる魂が、その経験を吸収し、その経験によって新たな人

種や新たな地球、新たな宇宙というものを作っていくのです。 

ですから、皆さまがその経験を得られたことに対してとても大きな誇りを持ってく

ださい。 

「自分はダメだった」とか「自分は自分の人生をうまく進めていくことができなかっ

たから自分の人生は失敗だった」などということは、決して考えないでください。 

皆さまがどのようなことを行っていたとしても、皆さまがどのような人生を送った

としても、それは皆さまにとって必要なことが起きる世界なのです。 
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「皆さまの中で必要なことが起きる世界だった」と言うことを信頼してください。 

そしてこれから行われるファーストコンタクトに関しては、皆さまはひとりひとりが

しっかりと地球外種族の方たちとお会いして話をすることができれば良いのですが、

最初からそのようなことができる人は、まずいないと思います。 

いたとしても本当に小数の人しかいません。 

皆さまはファーストコンタクトに憧れつつも、心の中で恐れを感じているのです。 

私たち地球外種族の者たちが今皆さまに対して行っていることは、地球外種族に対

する恐れや不安を捨てていただき「対等な立場」で会っていただくということです。 

「対等な立場」というのは、皆さまが地球外種族の方たちに対して持っている依存心

や自分よりも上の存在だという考えを全て捨て去ってしまうことです。 

そして、その恐れや怒り、不安がどこから生まれてきたのか、ということを知ること

です。 

自分自身が新たな自分に生まれ変わることができないために、そのような不安や恐

れが皆さまの周りに現れてくるのです。 

まず地球外種族の人たちに会うときに起こる不安や恐れを捨て去っていきましょう。 

そのためには、皆さまが地球外種族の存在をしっかりと認め「そのような存在がい

ても当たり前なのだ」「自分たちはそのような存在と関わってもかまわないのだ」と

いうふうに考えていきましょう。 

皆さまがそのような考え方になりますと、今度はさらに大きなグループが皆さまと

共にこの地球に関わっていくことになります。 

そのグループというのは、具体的に地球人をアセンションしていく地球にしっかりと

結びつけていくための仕事をするグループです。 

皆さまたちがファーストコンタクトを行うことで、地球外種族の方たちに「宇宙規模

の愛」を学ぶと同時に、新しい５次元意識の地球をどのように作っていくのかとい

うことを学んでいくことになるのです。 

簡単なことを言うならば、自分たちがどのような食生活をしていくのか、どのよう

な暮らし方をしていくのか、あるいはどのような服を着てどのようなことを行うの

か、もちろん全ての答えは皆さまの中に有りますが、皆さまの中にあることに対し
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て、なかなか気付けないのが今の皆さまです。 

ですから皆さまが理解しやすい形でお知らせしているのです。 

これからファーストコンタクトが起こり、地球の人々は地球外種族と交流し、技術提

携なども行っていくでしょう。 

高次元意識の世界で通用しているものが、そのまま３次元世界で通用するというわ

けではございませんが、我々は皆さまが本当に豊かな暮らし、それも多くの科学技

術や電気あるいは水道などに頼らずに、皆さまがしっかりと生きていくためにある

程度の生き方や技術、考え方を提供し、皆さまと一緒に作り上げていきたいと考え

ております。 

もちろん、実際に作られるのは皆さま地球人の方たちですが、そのような方たちに

対してどのようなサポートができるのか、ということはとても大事なことなのです。 

それは皆さまがファーストコンタクトを行った後に行われることになるでしょう。 
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PART2 ハイブリッド・チュードレン 

 

 

また皆さまが楽しみになさっている「ハイブリッド・チュードレン」というのもそうで

す。 

地球人である皆さまが、たとえスターピープルの遺伝子がその中に組み込まれてい

るといっても皆さまは地球の中で長く生きてきましたので、スターピープルたちの

遺伝子はあまり活性化しておらず、地球人の遺伝子がより多く活性化しているので

す。 

この遺伝子に関しては今は語ることを差し控えますが、皆さまが本来持っている宇

宙種族としての意識やスピリットというものを、これからしっかりと活性化させてい

けるように考えております。 

ハイブリッド・チュードレンというのは、皆さまと私たちスターピープルをつなぐため

の存在です。 

皆さまはまだまだ３次元意識の方が強く、５次元意識になるには時間がかかります。 

反対に私たちは５次元以上の意識になっておりますので、両者が交わることがなか

なかできないのです。 

そのために、皆さまと地球外種族の交流のためにハイブリッド・チュードレンという

ものが生み出されたのです。 

彼らは地球人の遺伝子と宇宙種族の遺伝子の両方を持っています。 

そういったスターピープルたちの遺伝子を持つ地球人が多数存在しているというこ

とは、とても珍しいことではありますが、ただそれもそれで良いことではないかと考

えております。 

ハイブリッド・チュードレンというのは地球人の遺伝子とスターピープルの遺伝子を

ある程度の割合で持っています。 

半分半分だったり、地球人が７、スターピープルが３であるような比率であったり、

それはその人それぞれによって違いますが、皆さまが地球意識に共鳴し地球意識を
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基本に持ちながらも、宇宙意識を受入れ新たな人生を作っていくことを行っていか

なければならないのです。 

ハイブリッド・チュードレンというのは、地球人としての意識とスターピープルたちの

意識をつなぐための役目を行います。 

ハイブリッド・チュードレンはその親となった地球人ともう一人の親である地球外種

族の遺伝子の結合体ですので両方の特性を持ちます。 

ハイブリッド・チュードレンとしての特性、あるいはその親である地球人としての特

性、あるいは片方の親であるスターピープルとしての特性、そのような特性が組み

合わされることによって、これから地球人とファーストコンタクトを行う地球外種族

の人たちの考えを分かりやすく地球人に伝えたり、あるいは彼らが持っている技術

や思想哲学などをわかり易く教えてあげたりすることができるのです。 

ハイブリッド・チュードレンは、しばらくの間は皆さまの教師となったり、皆さまの仲

間となったりするでしょう。 

あくまでも一過性のものでなく、定期的にあるいは日常的に、皆さまがハイブリッ

ド・チュードレンと触れ合うことによって、そのようなことも起こってくるのではない

かと考えております。 
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第８章 

高次元存在の 

チャネリングライブ 

２０２２年１１月５日 

 

 

第７章  

PART１ アセンションをする世界の仕組み 

PART2 リセットした地球にアセンションをする 

PART3 新しい世界にパラレルシフトする 

 

 

サファイアさん以外のササニ文明の方からのメッセージとなります。 
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PART１ アセンションをする世界の仕組み 

 

 

それでは地球が今どのような状況にあり、これからどのようなことが起こるのかと

いうこともお話したいと思います。 

最初に地球はいまアセンションの波に乗っております。 

アセンションの波というのは、この地球が二つに分離していくということになります。 

皆さま方には非常に分かりにくいことですが、皆さま方の肉体はこの物理世界に存

在しておりますので物理世界に存在している地球を無くすことはできません。 

ただ皆さまのように、これからアセンションに向かおうとする人たちとアセンション

には全く関係なくこの３次元地球に残ろうという人たちはどこかで物理次元の地球

を変えていかなければならないのです。 

皆さまに幾つかの話をとおしてそのことを理解していただきたいと思います。 

まず皆さまの肉体というものはこの物理次元の地球に存在しています。 

皆さまが物理次元の地球に存在しているからこそ皆さまの意識というものが４次元

世界、５次元世界、６次元世界へと移り変わることができるのです。 

皆さまの肉体が物理次元に存在していないと、皆さまは肉体を持たないスピリチュ

アルな存在となりますので、ひとつの次元から大きく動くということはできません。 

スピリチュアルな存在というものは決められた波長の中で動くということになって

おります。 

しかしながら皆さまが肉体を持つことによって幾つかの波長を自由に動くことがで

きるようになります。 

今回皆さまが肉体を持ってアセンションをするというのは、主にこの特典を皆さま

が失わないようにしているからなのです。 

皆さまがアセンションをした後も肉体を持つことによって、３次元世界、４次元世界、

５次元世界、６次元世界の世界に関わることができますので、皆さまがアセンション

をした後、これからアセンションを迎える３次元の人たちに対して皆さまがサポート
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をすることができる立場になるのです。 

そして皆さまが存在する宇宙は、皆さまが肉体を持ってアセンションをして、肉体を

持って５次元意識の世界を作るということにとても大きな興味を持っております。 

皆さまがアセンションをした意識でどのように物理世界を創っていくのかというこ

とを、これから皆さまをとおしてこの宇宙も体験しようとしているのです。 

ただこの地球がひとつというわけではありません。 

先ほど言いましたように物理世界にフォーカスする人たちの地球とこれからアセン

ションをする人たちの地球は異なる次元に存在しています。 

このことをまだ皆さまには、はっきりと言うことはできませんでした。 

このことを言うことによって、皆さまの中に幾つもの混乱が起こると考えられたか

らです。 

ただパラレルシフトもしくはパラレルワールドという考え方をしっかりと理解した皆

さまに関しては、このことをもうお話してもよろしいのではないかと考えております。 

物理次元の地球は少しずつ分かれていきます。 

それも２つに分離するのではなく３、４つの次元に分離しようとしているのです。 

 

ひとつは今の物理次元の地球、３次元世界にフォーカスした人たちが存在している

地球、今の地球の延長線上にある地球です。 

そしてそこからパラレルシフトしたひとつの地球は、アセンションをした人たち、それ

も５次元意識となってアセンションをした人たちが存在する地球となるでしょう。 

今の３次元意識から４次元意識を通って５次元意識になり、これから新しい地球を

作り上げていこうとする人たちの地球です。 

この地球は今の３次元の物理世界の地球から少しずつ形を変えていきます。 

皆さまの力によって様々な変革が行われていく地球です。 

その変革というのは、例えば新しい政府が生まれる可能性があります。 

皆さまの意思を象徴するような新しい政府がやがて形作られてくるのです。 

そしてまた各地では小さいながらも新しいコミュニティーが生まれてきます。 

新しいコミュニティーというのはどういうものかというと気の合う人たちが集まっ
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て農業をしたり物を作ったり、あるいは食品を作ったり、自分たちが生きていくベ

ースを作ることになります。 

今皆さまたちが野菜や食品を仕入れている協同組合のようなものがさらに大きな

形で広がっていくことも考えられます。 

安全な農業を行っている生産者の商品あるいは本当に手作りで良いものを作って

いる人たちの家具や生活用品、そういったものを皆さまが自由に受け取ることがで

きるような形です。 

ここはまだ貨幣経済というものが成立しております。 

貨幣経済が無くなるのはもっともっと先の時代です。 

しかしながら中には市場のように、そこに行くと物と物を交換することができる場

所も生まれるでしょう。 

野菜や食料品と洋服を交換するというようなこともできるようになるかと思います。 

またこの世界では皆さまがとても気にしているフリーエネルギーというものがもっ

ともっと盛んになってくるでしょう。 

やがて原子力発電所や通常の発電形態というものは少しずつ廃れていきます。 

場合によっては、小さな形で原発の事故が起こるかもしれません。 

皆さまがそのような発電方法が危険だと感じ、新しいエネルギーの発電方法に変わ

っていこうという意志がこれからとても強くなると思います。 

そしてそれは小さい規模で自家発電というような形で広がっていくことになるでし

ょう。 

そしてここ１０年の間に大きなエネルギー改革が行われてくると思います。 

このエネルギー改革が起こりましたら、時代はいっきに変わっていきます。 

皆さまたちが本当に地球の環境に良いものを生産し、人間の体に良いものを食す

る、そして服として着る、そのようなことがいっきに変わり始めます。 

この世界に来た人たちの意識がいっきに目覚め、そして大きな変革の力というもの

が沸き起こってくるのです。 

この世界は時間をかけて自分たちの望む地球へと変わっていきます。 

３０年後、４０年後の地球、２０５０年、２０６０年になる頃には、この地球は大きく様
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変わりし、５次元意識で創られた地球へと変わっていくのではないかと思います。 

そしてもちろんファーストコンタクトというのはここ５年から１０年の間に頻繁に行わ

れてきますので、技術者の方たちあるいはこの世界の政治を行っている人たち、そ

のような人たちがしっかりと宇宙意識に目覚めるということをスターピープルたち

はサポートしていきます。 

そしてこの世界に生きている人たちの多くが地球外種族というものを何の恐怖も

なく、あるいは何の問題もなく受け入れるようになります。 

ここ１０年から２０年の間にファーストコンタクトを行った地球外種族の人たちが地

球の人たちと共に住むようなことも起きてくるでしょう。 

そして中には地球外種族との間に子供も生まれ、ハイブリッド・チュードレンが現実

的な世界に存在していくようになるのです。 

この世界ではハイブリッド・チュードレン達が新しい技術や新しい考え方を皆さまに

広めていくでしょう。 

これから４０年後、５０年後といいますとハイブリッド・チュードレンたちも３０歳４０

歳になりますので、この地球の中核となって働ける年代になっていきます。 

彼らがこの地球の中核となって働くようになりますと、この地球はいっきに５次元

意識の地球、そして６次元意識の地球へと変わっていくのです。 

彼らの意識はとても強く、とても高いので、周りの人たちにとても大きな影響を与

えます。 

そして彼らのインスピレーションや彼らの考え方は、この地球を変革するためにはと

ても大きな力となっていくのです。 

彼らがこの地球の中核となって働き始める頃には、さらに多くの地球外種族の人た

ちやあるいは目に見えない存在たちがこの地球に関われるようになります。 

この地球の波動がとても高くなっているからです。 

そしてそういった波動が高い人たちが幾つかの場所に集まってコミュニティーを作

ったり、地球外種族を受け入れるための施設を作ったりすることになるでしょう。 

また地球には、幾つもの種族の人たちと一緒に暮らすことができるような大きなコ

ミュニティーもできていきます。 
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地球はやがて宇宙連合に加入して、宇宙の多くの種族の人たちと関わることが起き

ていきます。 

この頃には、この地球も宇宙船というものを持つようになるでしょう。 

あるいは宇宙連合が持っている宇宙船をお借りして地球の外に出て行くということ

も起こるかもしれません。 

最初は自分たちで作った宇宙船というよりも、ほかの宇宙種族の者たちと一緒に宇

宙船に乗って地球の外へ行くという体験をされる方も増えてくると思います。 

また意識の高い地球人たちやハイブリッド・チュードレンたちは、これから地球と同

じようにアセンションをしようとする他の星の方々に対して、何らかのサポートや関

わりを持つということも起こってきます。 

 

これから地球はこの数年の間を中心にして大きな次元の移動を行います。 

皆さまはこの新しい地球に自分の意識を移し替えて、５次元意識へと変わっていく

のです。 

この地球と今までの３次元世界の地球が一番異なるところは、この地球を統治して

いる存在たちが変わるということです。 

今の３次元地球には３次元世界を統治する者たちがいます。 

もちろん人間もそうですが、そのような者達がしっかりとこの地球を守っています

ので、この地球自身が大きく変わることは不可能なのです。 

そのために、現在この地球を統治している者たちがいない地球というものに皆さま

はやがて移り変わっていきます。 

その世界を統治するのは地球人です。 

また統治という考え方もやがて無くなっていくでしょう。 

「この地球で、皆で一緒に生きていく」という考え方に変わっていくからです。 

「誰かが誰かを支配する、誰かがこの地球を統治する」という考え方は無くなります。 

皆さまの意識もこの地球の意識とひとつになり、自分がどうしたらこの地球と共に

生きて行くことができるのか、そしてこの地球の成長のためにどのようなことがで

きるのか、ということを考え始めるようになるのです。 
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PART2 リセットした地球にアセンションをする 

 

 

そしてもうひとつの分離する地球というものもこれから現れてくるでしょう。 

それは自然がとても好きな人たち、フェアリーのスピリットを持っている人たちや精

霊のスピリットを持っている人たち、あるいはこの地球に来たスターソウルの中で

も自然と深い関わりを持っている人たちは、もうひとつの地球へと移り変わります。 

その地球は、あまり文明は発展しませんが、この地球の豊かさ、美しさを継承した地

球です。 

その地球はとても静かで穏やかです。 

そこに入ってきた人たちというのは、とても植物を愛しています。 

そして、この地球に生きる全ての生命たちを愛しています。 

その地球はとてものどかで穏やかな世界が広がっていきます。 

もしかしたら、今の文明とその世界が決別するときにとても大きなことが起きるか

もしれません。 

これは可能性のひとつではありますが、大きな自然災害によって皆さまは肉体を失

い、半物質的な肉体となってこの地球に移ってくるということもございます。 

ここはまるで皆さまがファンタジー小説の中で見るような世界になるかもしれませ

ん。 

多くの人たちは過度に文明を発展させるということを好まなくなります。 

自然の中で素朴に生きる、そこでお野菜を作ったり、木の実を収穫したり、また自然

界の生命エネルギーというものを体に取り入れるような肉体に自分を変化させて

いくのです。 

この地球に生きる人たちはそれほど多くの人がいるわけではありませんが、小さな

コミュニティーが作られていきます。 

この地球に肉体を持ったまま入ってくる人たちもいらっしゃるでしょう。 

そのような人たちが小さなコミュニティーを作り、とても素朴な形で生活をされる
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ようになるでしょう。 

幾つかの山のふもとや海の近くにそのコミュニティーは点在しています。 

これもひとつの可能性ですが、ある時期に地球から多くの人たちが宇宙船によって

救出され、そしてこの新しい地球が出来上がるのを待って、この地球に降りてくるこ

とも考えられます。 

地球は一回クリアリングを行い、地球の人工的に作られた都市や破壊された自然界

を全て一掃して、新たな緑豊かな自然にあふれた地球というものが生まれた後に、

肉体を持った人たちがこの地球に再びやってくるという可能性も有ります。 

そのために、ここでは肉体を持っていない存在たち、肉体を持っていない地球人た

ち、そして一時期避難した後にまた戻ってきた肉体を持っている地球人たちが共存

することになります。 

そして自然界の精霊や神話的な存在たち、ユニコーンや様々なフェアリーたち、その

ようなものたちもやがてこの地球に姿を現してくるでしょう。 

この地球は物理的な地球ではありますが、神秘的な精霊たちやスピリットたちが住

む５次元世界の地球、５次元世界の宇宙と深くつながっている地球なのです。 

そのために科学技術を好まない、あるいは人間社会にあまり受け入れられていない

人たち、あるいは何か精神的な疾患を持ってこの物理地球で暮らしていくのが非常

に難しいというような人たちがこの世界に移り変わってくるかもしれません。 

ここはアセンションをした地球というよりも新たに作り替えられた地球といっても

良いかもしれません。 

 

この地球のことは今まで公にする事は止められていました。 

ただ、これから地球が多くの自然災害を経験し、多くの地球人がその自然災害によ

って亡くなるというパラレルワールドを選んだ方たちの中には、その魂の救出のた

めに肉体を持ったまま宇宙船に救出されてこの地球に生まれ変わるという人たち

も決して少なくはありません。 

この地球が自然災害や他の災害によって壊滅しようとするとき「自分はどうなって

しまうんだろう、自分は死んでしまったら、どのような世界に行くのだろうか」とい
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うふうに悩み苦しむような人たちがたくさん出てくるかもしれません。 

しかし、その中の一部の人たちは、このように新しく作り変えられた地球へ生まれ変

わったり、あるいは宇宙船によって避難したりということも起こりえるのです。 

そのような可能性を持っている人たちも、皆さまのまわりにはたくさんいるという

ことも覚えておいてください。 

ここは本当に穏やかな世界です。 

ここの人たちが、この地球から外に出るということはあまりないかもしれません。 

ただ同じような環境を持つ星、同じように自然を愛し、そして過度に文明を発展さ

せない、と考えている星の種族の人たちとは交流が起こるでしょう。 

彼らと同じようにテレパシーというものを使い、お互いが交流するということが可

能となるのです。 
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PART3 新しい世界にパラレルシフトする 

 

 

この地球が幾つもの地球に分離していくシステムについて少しお話しておきましょ

う。 

それは皆さまがこれから数年後に体験していくことになるのです。 

あなたも御存知のように、この地球に住んでいるスターソウルの人たちの中にはも

うすでに新しい地球に入っていった人たちもいます。 

これらの地球には多くの人たちがパラレルシフトという方法を使って入っていくよ

うになるのです。 

皆さまたちの中でしっかりと自分軸で生き、自分の選択で生きている人たち、そし

て５次元意識になることを心がけている人たち、そのような人たちがパラレルシフ

トということを知っている、知っていないに関わらずその次元にどんどん移り変わ

っていくのです。 

皆さまがファーストコンタクトを行うということは、この新しい地球にパラレルシフト

を行うということでもあるのです。 

このパラレルシフトを行うためには、皆さまが明確にそのような世界をイメージして、

そのような世界を創っていくという意思を持つことが大事です。 

自分が望んでいる世界がどこにあるのか、あるいは自分が望んでいる世界がどの

ような世界なのか、ということをしっかりと認識し新たな自分というものをしっかり

と考えることができる人たちがこの世界にパラレルシフトしていくことができるの

です。 

そのようなシフトがこれから始まっていきます。 

一般の人たちは、ここ数年から 10 年、20 年の間に、今の地球から新しい世界へと

移り変わっていくのですが、この世界を準備する人たちはもうすでにパラレルシフ

トが始まっています。 

今まで地球で長い間、生きてきた人たちも、この地球を運営するために必要な人た
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ちはこれから次々とパラレルシフトしていくことになるでしょう。 

その多くの人たちが家族単位で移っていくことになりますので、家族の中で自分だ

けが５次元意識になるのではなく、家族全体が５次元意識になることを皆さまに進

めていってもらいたいと思います。 

「自分の夫や自分の子供たちはこういったことに興味を持たないから」ということで

はなく、少しずつ５次元意識の家族というものを作っていただければ良いのではな

いかなと考えております。 

そうすることによって皆さまひとりひとりが不安もなく、これらの５次元世界にパラ

レルシフトしていくことができるのです。 

私たちスターピープルたちは、皆さまがそのパラレルシフトをしっかりと行い、そし

て皆さまが５次元意識の地球へと移り変わることをサポートしています。 

皆さまが高次元存在から、５次元意識のことをしっかりと学び、パラレルシフトのや

り方を実践されていたのは、このアセンションをしっかりと行うためだったのです。 

これからまたパラレルシフトをしっかりと行って、アセンションをしていくための人

たちが皆さまのもとにたくさんやってきます。 

これから「宇宙の光」は５次元意識の地球、アセンションをした地球へパラレルシフト

をすることを皆さまに教えていくためのグループとなります。 

そして皆さまがアセンションをするために必要な自分の身の回りのエネルギーを整

える、自分の中の不要なエネルギーをクリアリングして皆さまが本当にアセンション

の波に乗っていくことを具体的にサポートしていくことになるでしょう。 
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第９章 

高次元存在の 

チャネリングライブ 

２０２２年１１月１９日 

 

 

第８章  

PART１ ２０２３年からのアセンションついて 

PART２ これからのファーストコンタクト 

PART３ 異なるアセンションをする世界 

 

 

サファイアさん以外のササニ文明の方からのメッセージとなります。 
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PART１ ２０２３年からのアセンションについて 

 

 

それでは、これから地球のアセンションがどのようになっていくのか、お話ししたい

と思います。 

私たちササニ文明の者は、地球の人々の意志を尊重しながら地球のアセンションを

見守っておりました。 

そして現在このような判断を行っております。 

「地球のアセンションは、全て地球人の意志によって行う」 

これは当然のことであるように聞こえますが、実は幾つかの意味があるのです。 

そのひとつは、今まで地球は地球人というよりも地球人を利用している地球外種族

のグループによって統治されていました。 

それは、この地球の長い歴史の中で起こってきたことです。 

また、地球外種族による地球の統治も地球人との同意の上で起こっておりましたの

で、他の地球外種族が介入することはできませんでした。 

しかしながら宇宙連合は「これから地球人のアセンションは地球人自らの判断で行

う」ということを決定いたしました。 

もともと地球外種族だった者たちは、地球人に対してこれ以上の介入や統治は基本

的に行ってはいけない、ということを決断したのです。 

今まで地球を統治していた存在は、これからは強制的に地球人を支配できないた

めに、地球人の意志を自分たちと深く同調させるための方法を取ることとなり、現

在の地球の状況が生まれております。 

しかし、このような状況はおかしいと感じ、自分の意志で自分の人生や未来を決め

たいと考える人たちも増えてきました。 

現在の社会状況は、人数に関わらず、地球人たちが自分の意志で、自分が向かう世

界を選択していると言えると思います。 

また一方で、皆さまのアセンションの意志がしっかりと固まるまでは、宇宙連合の第
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１評議会も過度に皆さまと接触したり、皆さまの判断に影響を与えたりすることは

しないということになりました。 

昨年末に、この地球にアセンションの扉が開かれ、高次のエネルギーが絶えず地球

に降り注がれている状態となりましたので、自らアセンションをする人たちはその

高次のエネルギーを受入れ、自力でアセンションをすることが可能となってきました。 

私たちは皆さまにパラレルワールドのことやパラレルシフトのこともお教えしました。 

それらを利用すれば、皆さまは問題なく自分が望む世界へパラレルシフトをしてア

センションできるのです。 

ただし、そのことを実際に使用するか、しないかは皆さま次第なのです。 

もちろん皆さまの中には解決しなければならない問題が幾つも残っています。 

そのひとつは TAKESHI さんたちが現在取り組んでいる皆さまの意識をコントロ

ールする霊的存在たちのことです。 

彼らは４次元世界の存在ですので、高次の世界からは見ることができませんし、地

球人の皆さまにどのような影響を与えているのか、私たちは分かりませんでした。 

何しろ肉体を失ったとはいえ、彼らはもともと地球人であるために、地球外種族と

異なり地球人同士の問題となりますので、宇宙連合は基本的に介入することはでき

ないのです。 

幸い、そのことに詳しい存在たちが皆さまをサポートすることで、私たちもこれらの

存在が地球人のアセンションにとって障害となっていることを理解致しました。 

宇宙連合としては直接介入することはできませんが、地球の中にいる良心的な霊的

存在や地球の意志と共に動く精霊などのエネルギー存在たちをサポートする形で、

これらの問題をなるべく短期間で解決し、アセンションを行う人たちの障害となら

ないようにしたいと考えています。 

しかしながら、地球人の皆さまがアセンションをする世界に自力でパラレルシフトを

行わなければならないことに変わりはありません 

皆さまが高次元存在たちの教えをしっかりと学び実践することで、現実世界にフォ

ーカスしていた意識から宇宙の愛の意識にフォーカスを変えることができますので、

アセンションをすることは決して不可能ではありません。 
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ただ皆さまの依存性を捨て、ご自分の努力というものをしっかりと行うことで、現

実世界でのサポートは必ず行われてくることになるでしょう。 

 

これから２０２３年に入ります。 

この年に入ると、多くの人がアセンションのためのパラレルシフトを経験するように

なるでしょう。 

今までは皆さまがアセンションのためのパラレルシフトを行う場所まで移動する必

要が有ったために、小刻みにパラレルシフトが行われてきました。 

これからは、皆さまの意識が５次元意識に大きな飛躍を行う可能性も有りますので、

いっきにアセンションをする地球へパラレルシフトしていくことも考えられます。 

そのとき必要なのは、皆さまが今までの３次元世界の家族や社会環境にとらわれな

いことです。 

新しい世界に入ったら家族と別れ離れになる、仕事が無くなる、自分は生きていけ

ないのではないか、などという不安や恐れが有るとパラレルシフトは起こりません。 

心のどこかでは５次元意識になってアセンションをしたいと考えつつも、もう一方で

は５次元意識になることを恐れてしまっては、どちらの世界で生きるにしても中途

半端になってしまいます。 

３次元世界を楽しみたい方、まだ３次元世界でやるべきことが残っている方は無理

して今５次元意識になる必要は有りません。 

今５次元意識になってしまえば、もう３次元意識で３次元世界を体験することはで

きなくなり、重要な体験を得ることができなくなってしまいます。 

また反対に、皆さまの魂がこれから３次元世界を卒業して５次元意識になることを

決めている場合には、３次元世界にとどまろうとするならば、現実世界ではちぐは

ぐなことが起きてきます。 

そして３次元世界へのフォーカスを外し５次元意識になるための準備を行うことが

とてもスムーズになるのです。 

このような方は、今までの人生で体験してきたことを思い出したり、古い衣を脱ぎ

新しい衣に着替えるための準備をしたりしていることでしょう。 
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現実的にはどのようなことが起きるのかと申しますと、先日のお話でも有りました

ように、自分にとって不要な事柄を一旦思い出しはするのですが、これから徐々に

手放し忘れていきます。 

そして新しい意識になって行うことが見つかったり、出会うべき人と出会うという

ようなシンクロが起きてきますので、いつまでも興味がないことを習慣としてやり

続けたり、いたくないと思われる場所に長居することも不要となってきます。 

そして、自分自身が新しく生まれ変わることを否定するような言動を保ち続けると、

周りの世界との波長が合わなくなり、アンバランスな状態になってしまう可能性も

有ります。 

またこのような場合にも、最終的に皆さまの選択が優先されますので、皆さま自身

が最終的に望む道を選択してください。 
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PART２ これからのファーストコンタクト 

 

 

皆さまが５次元意識になることを選択され、５次元意識の世界にパラレルシフトさ

れた場合には、その後にファーストコンタクトが行われることになっています。 

このファーストコンタクトですが、現在は主にある特定の宇宙種族の方とファースト

コンタクトをすることになっているようですが、全ての方が同じ宇宙種族の方とファ

ーストコンタクトを行うわけではないようです。 

人によって、自分の出身星と関係が深い星の中で地球人とファーストコンタクトを

行う要件をそろえている星の方がいれば、そちらの星の人とファーストコンタクトを

行う場合があります。 

宇宙連合が定めたファーストコンタクトの相手となる種族の皆さまに、地球の方々

がお会いする理由は、地球人に対応できる愛と意識を彼らが持っているからです。 

彼らは地球外種族として特別な存在ではありません。 

彼らの中には地球人と同じ遺伝子は有りませんが、地球人と共通する先祖となるシ

リウスやプレアデス人の遺伝子は持っている場合も有ります。 

そのために地球人と親和性が有り、肉体の構造や意識の構造も地球人と非常に似

かよっていますので、地球人の意識が変わるお手伝いをするには大変適した存在で

あるといえるでしょう。 

また彼らが持つ愛は、現在地球人が持っている愛と同じような愛の状態から大きく

成長したものですから、発展途上にある地球人の愛を成長させ、地球人全体あるい

は地球に生きる多くの生命体に対する愛に変容することを大きく助けます。 

 

また最初にお会いする地球外種族の方たち以外の種族もしくは宇宙種族の方々と

のファーストコンタクトも検討されています。 

地球人が最初の種族とファーストコンタクトを行い交流することで、自分たちの愛を

広げ波動を高くすることができれば、他の種族ともファーストコンタクトを行う可能
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性がとても大きくなるからです。 

特にフェアリー系のスピリットを持つ人たちには、フェアリー系の資質や遺伝子を持

つ宇宙種族たちがファーストコンタクトを行うようになるでしょう。 

この種族は特に「癒やし」に重きを置いている種族ですので、地球人の傷ついた心

や遺伝子を癒やし、地球人に新たな感性を目覚めさせることとなるでしょう。 

さらにはマーメイドの遺伝子を持っている種族も候補に挙がっています。 

地球は海の星ですので、もともと海で暮らしていた種族も地球の中に存在していま

した。 

特に日本人の中にはそのような種族の遺伝子も残っていると思われています。 

宇宙にも、もともとマーメイドやマーメイドの遺伝子を持つ種族たちも複数存在して

います。 

皆さまと同じで、今はマーメイドではない存在に変わっている種族もありますが、海

をとても大切にしている種族です。 

この種族は、皆さまと交流することで海が持つ生命の多様さや自由の感覚を皆さま

にもたらすかもしれません。 

もちろん今上げた２種族とのファーストコンタクトは正式に決まっているわけではあ

りませんが、最初の種族とのファーストコンタクトが終わった後に、これらの種族と

のファーストコンタクトが行われる可能性も有ります。 

現段階では最初にファーストコンタクトを行う種族を含め全てが未定の状態であり

ますので、どのようにも変化してくると思います。 

 

またもうひとつの状況は、３次元世界に残る人にもファーストコンタクトが起こる可

能性があるということです。 

ただし、３次元の地球を体験する人には幾つかのパターンがあると思います。 

それは、その人が３次元を間もなく卒業し５次元意識になる人なのか、５次元意識に

なることを求めていなくて３次元に残り続けることを決めている人なのか、という

違いです。 

最初の方に関して言うならば、このような方が５次元世界へ向かい始めるときにサ
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ポートのためにファーストコンタクトが起きる場合も有ります。 

それはこの時期になりますと個別にアセンションが起こりますので、３次元の癖がな

かなか抜けない状態ですとアセンションをすることが難しく、サポートが必要になる

からです。 

このような状況の場合は、おそらく肉体を持たない存在たちが夢でメッセージを伝

えるようなサポートが行われるのではないかと思います。 

また３次元世界にずっと居残る方に対してファーストコンタクトが起こる、というこ

とはある意味不思議な感じもすると思いますが、それは今まで地球を統治していた

存在たちがほかの地球外種族などを利用して皆さまの前にでてくるということも

起こりえます。 

その頃になると３次元世界に残っている人たちの意識状態も今とはだいぶ変わっ

ているので、そのような存在たちを受入れていくものと思われます。 
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PART3 異なるアセンションをする世界 

 

 

もう少しアセンションをする世界についてお話ししたいと思います。 

皆さまは、３次元世界に肉体を持ったまま、５次元意識になることが今回のアセンシ

ョンの特徴であると理解されていると思います。 

３次元世界に肉体を持つことで、幾つかの次元を体験することができます。 

最初は３次元から４次元、そして５次元の世界ですが、やがて６次元の世界も垣間見

ることができるようになるかもしれません。 

もし皆さまが肉体を持たずに意識体、スピリチュアル体だけでアセンションをするな

らば、そのようなことはできません。 

おそらく、アセンションをする皆さまが肉体を捨てて同じ場所にアセンションをする

ことになるでしょう。 

それはその星に住む人々が集合意識でつながっている場合に起こるアセンションで

肉体存在からエネルギー存在に移り変わるときに起こります。 

ただ肉体を失いますとお互いの存在としての多様性もある程度失われますので、皆

さまが同じ次元に移ることになります。 

地球人は肉体を持ってアセンションをすることになっていますが、私たちが何度も

お話ししているように皆さまの価値観や考え方がひとりひとり異なりますので、ア

センションをしていく先の世界やアセンションをする時期というものもひとりひとり

異なることになります。 

今の地球よりもさらに科学技術が発展して宇宙船を発明し、他の星々へと出向いて

いくような地球にパラレルシフトしてアセンションをする人たちもいますし、あまり

科学技術が発展することなく自然界の恵みを享受しながら生きていく世界にアセン

ションをする人たちもいます。 

アセンションをする地球は実に多様な世界が用意されているのですが、その人が科

学技術に対してどのような考えを持っているか、ということがひとつの選択のポイ
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ントとなっています。 

例えば、現在進んでいる自然環境の破壊や人体に対して有害な働きをする科学技

術は認めないが、人や自然を大切にする方法で使用される科学技術は積極的に開

発すべきだと考える人もいます。 

特に宇宙船やメゾベッドなど新しい科学技術で人々を幸福にしたいと考えている人

たちはそのような地球に行くことでしょう。 

そして将来的には宇宙船を開発して積極的に他の星々に出かけて技術交流を行い、

さらなる発展を行うことでしょう。 

あるいは、人間や環境に有害な働きをする科学技術、特に核や原発などは廃止して

その他の技術は現状維持でも良いと考える人たちの地球もあるようです。 

この地球では、地球の自然や生命体が受けた傷を修復するための技術が考え出さ

れ、地球を緑豊かな自然あふれる地球に戻すための取組みが行われるでしょう。 

そして地球人も国家の隔たりを超えひとつの国家としてまとまり、地球人の融合が

さらに進んでいくことになるでしょう。 

また将来的には、同じ地球でも地球外種族を多く受け入れる地球と最小限の地球

外種族を受け入れる地球に分かれる可能性も有ります。 

多くの地球外種族を受け入れる地球では、地球外種族との融合も行われ、新たな地

球人種というものが生まれることでしょう。 

それは、最初にお話しした技術が進化していく地球でも同じことが将来的に起こる

と思われます。 

 

また、有害な科学技術を廃止するだけでなく科学技術そのものを縮小し、自然の中

で素朴に暮らし、人間関係をもっと愛に満たしたほうが良いと考える人たちもいま

すのでそのような地球も存在することになります。 

この地球では、多くの地球人が精神的に傷を負っていますので、多くの癒やしの方

法が開発されることになると思います。 

それも西洋医学的な発想でなく自然界にある薬草やエネルギー、シャーマニックな

祈りなどを通して人々を癒やし、再び宇宙や大地とつなげ、人々に活力をもたらそ
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うとします。 

この地球では、他の星のスターピープルたちがサポートのために入ってきますが、

あまり他の星の人たちとの融合種族は生み出すことなく、しばらくの間は地球人だ

けで暮らすことになるかもしれません。 

さらには、科学技術は不要とし、地球の意識と深くつながることで自然界の精霊や

神話的存在たちとともに暮らしたほうが幸福だと考えている人たちもいますのでそ

のような地球も存在しています。 

この地球で生きる人たちは、もともとそのような星で生きていた人たちが多く、ま

るで故郷に帰るような気持ちでこの星を作っていくことでしょう。 

もしかしたら、この地球が生まれるときには、地球は大きなリセットを行い、現在の

文明をいっきに押し流して緑豊かな新しい地球を生み出す可能性も有ります。 

そのために、この地球は肉体を持った地球人だけでなく、フェアリーたちのように半

物質的な肉体を持った者たちも生存することになるようです。 

また人々は、今まで発揮してこなかったミスティックな力を発揮し、新しい生活様式

を作り上げることでしょう。 

そして自然界の精霊たちとつながって、宇宙の愛を体現するような地球を生み出す

可能性が有ります。 

この星では、同じような特徴を持つ星々と広く交流を行い、肉体を持った存在、半

物質の肉体となった存在の両方の存在と同じように交流が行われ、融合種族も生

まれてくることでしょう。 

この地球は、将来的には精霊たちの星となり、他の星々の生命たちを育てるための

サポートを行う可能性も有ります。 

もちろんこれらのことは、幾つもある地球の例にしかすぎません。 

アセンションをする地球はひとつ残らず皆さま自身が作り上げていくのです。 

そのために、思考は現実化するという法則を使い、自分の理想とする地球を生み出

せば良いのです。 

宇宙は、皆さまがどのような地球を生み出そうと、全て喜びと共に受入れますので

心配はいりません。 
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この時のチャネリングライブは、久しぶりにサファイアさんが登場されました。 

チャネリングをしているのは TAKESHIです。 
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PART１混乱のエネルギーを抜けて再会する 

 

 

こんにちはササニ文明のサファイアです。 

私が皆さまの前でお話するのは本当に久しぶりです。 

また皆さまとお会いできて私たちはとても嬉しく思っております。 

皆さまの元気な御姿を拝見いたしますと、皆さまは皆さまなりに一生懸命自分の道

を歩んでこられたのだなと私たちは思っております。 

私が皆さまと過ごした日々は、私たちにとってもとても素晴らしい日々でした。 

私たちササニ文明の者は、地球の方、特に日本人の方とこれほどまでに深く関わっ

たことはあまりなかったからです。 

私たちも皆さま日本人のことを一生懸命理解しようと思い、皆さまから多くのこと

を学びました。 

この地球のアセンションは、皆さま方日本人の方々を抜きにしては語れないのです。 

私たちは日本人の特質というものを充分に知っておりますので、その特質がどのよ

うにしたら生かされるのか、またどのようにしたら皆さまがしっかりとアセンション

の道を歩んでいくことができるのか、ということを皆さまと共に学びながら過ごし

てきました。 

そして私が皆さまとお話しすることが無くなったとしても、私たちは常に皆さまの

ことを見守り続けてきました。 

実は、どうして私が皆さまの前でお話することをやめたのかということですが、実

はその頃、皆さまも御存知のようにコロナウイルスやコロナワクチンの影響で地球

が大きな混乱の中にありました。 

これは地球人が避けては通れない道筋なのですが、この地球を支配しようとする者

たちが生み出したコロナウイルスやコロナワクチンに対して従う人たちもたくさんい

らっしゃいましたし、またコロナウイルスやコロナワクチンを信頼できなくて自分は

ワクチンを打たないというふうに拒否なさる方もいらっしゃいました。 
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どちらの方々もその選択というものは尊重されるべきものです。 

どちらが正しいとか、どちらが正しくないとか、というようなことはございません。 

ただ自分たちがどのような道を進んでいきたいのか、ということがお互い異なって

いただけのことなのです。 

ただ選択としては非常にシンプルなものでしたが、このワクチンをめぐって多くの

方々が自分の意見を発表なされました。 

あるいはこのワクチンに対する信頼感、不安感そういったものがとめどもなく皆さ

まの内側から噴出し、この地球はカオスのような混乱状態に有ったと思います。 

それは皆さまが持っている深い意識の中にある思いが表現されただけなのですが、

そのように多くのエネルギーが噴出し、そして様々な形で関わっているときは、この

地球のエネルギー状態もそれらのことを整理してシンプルになろうとする働きがと

ても強く、ある意味混乱状態になってしまったのです。 

簡単に言うならば、この地球をとても重たい雨雲が包んでいるような状態といって

もよいかもしれません。 

そのために私たちのエネルギーも皆さまにダイレクトに伝えることができずに、しば

らくの間私たちも地球の様子を見守っておりました。 

 

宇宙連合の判断としましては「これは地球人同士の問題でありますから、地球人ど

うしで解決するときを待とう」ということでした。 

もちろんこのワクチンやコロナウイルスを開発した者たち、そして地球を支配しよう

とする者たちの中には純粋に地球人ではない者たちも混じっておりましたが、ただ

私たちの目からするならば、これはやはり地球人同士の問題ではないかということ

になっていたのです。 

地球外種族の皆さまも長い間地球に住んでいらっしゃいました。 

そして彼らは彼らなりにこの地球を運営し、文明を作り上げてきたのです。 

そのことが良かったのか、悪かったのか、それは私たちが判断することではありま

せん。 

ただ地球に住んでいる人たちがそれを認めて、このままの体制でいこうとするのか
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「いやそれは違う」と考え、本来の地球人だけで地球を運営しようとするのか、これ

もまた新たな選択なのです。 

皆さまがどちらの選択をするのか、それは皆さま次第なのです。 

何度も言いますように、私たちはあくまでも地球人とは異なる地球外種族ですので、

皆さまに「こうしてください、あーしてください」ということを言うことはできません。 

また地球の中で起こっている問題に対して「これはいいこと、これは悪いこと」とい

う判断もできません。 

今の皆さまの状況はとても大きな争いのように思えるかもしれませんが、やがてこ

の問題を通り抜けたときに「このことが起こったからこそ、私たちはこの道を進むこ

とができた」「この問題が起きたからこそ、地球のことが良く分かり、地球を大切に

しなければならないことが理解できた」というふうに、今回の問題をとおして多くの

人たちがさらに深い絆と理解を得ることになるでしょう。 

私たちはそれが起きることを信頼しているために、過度に皆さまが体験している状

況に介入することはいたしませんでした。 

確かにコロナワクチンの問題は、地球人だけで解決できる問題ではないかもしれま

せんし、地球人では理解できないような技術の問題あるいは遺伝子に対する影響

などもございます。 

しかしながら、今、私たちはそのことには触れずにおこうと思います。 

ただこのワクチンが必要ではないと考えられた皆さまに対して、皆さまが５次元意

識になられた後、私たちは皆さまに対してこのワクチンの影響を緩和するような方

法やワクチンをたとえ打ったとしたとしてもその影響が皆さまの体にあまり深く出

ないような方法というものを皆さまと共に見つけていきたいと思っております。 

このことは皆さまにとって重要な選択肢でありましたので、私たちはその選択に対

して影響を及ぼすようなことは今回しないようにしておりました。 

そのために私たち地球人以外の存在たちは、しばらくの間皆さまと関わることを控

えていたのです。 
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PART２ 地球の霊的な問題と皆さまの本質 

 

 

またこれは各人の選択の問題だけでなく、地球の霊的な問題もございました。 

TAKESHIさんがとても多くのことを去年の夏以降語られています。 

皆さまにとって目に見えない存在たち、かつて地球人として生きていた存在、そし

て肉体を失って霊的な存在となった者たちが今とても深刻な状況にあるというこ

とを、TAKESHIさんをとおして何度も皆さまにお伝えいたしました。 

突然、死に見舞われる者たちがあまりにも急速に増えたために、自分の体に何が起

きたのか、今自分自身がどのような状況なのか、ということが分からずに霊的な世

界で迷っている者たちの不満や怒り、苦しみ、悲しみというものがとても大きなエネ

ルギーとなってこの地球の霊界を覆っているのです。 

また自分が人として生きたいという強い思いを持っているために、生きている人間

に対して憑依をしたり、様々な影響を及ぼそうとしたりしている霊的存在たちもい

るということを TAKESHI さんの言葉をとおして皆さまにお伝えさせていただい

ております。 

これは私たちではなく同じ地球にいる霊的存在たちからの指導のもとに

TAKESAHIさんは活動していたのです。 

このことに関しても「これは地球人同士の問題である」というふうに宇宙連合は判

断しております。 

彼らのほとんどの者たちがかつて人間であったために、たとえ肉体を失ったとして

も、彼らは人間という範疇を超えるものではありません。 

そのために肉体を持っている地球人、肉体を失った地球人という違いはあったとし

ても、同じ地球人同士の問題なのです。 

たとえ肉体を失った存在が地球外種族によってコントロールを受けていようが、い

まいが、それは地球人としてお互いが解決していかなければならない問題なのです。 

そのことに対して、私たちのような宇宙種族の者たちが安易に手出しをすることは
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慎まなければならないというふうに考えていたのです。 

ただ地球には、「地球の霊的な存在を正していきたい、地球の霊界を適切なものに

していきたい」と考えている霊的な存在もたくさんいます。 

そして現在の地球の霊的な状況をとても憂い、多くの霊的存在たちがひとつになっ

て、この地球を大切に守り、地球を浄化していこうという思いを持たれて活動して

いるのです。 

私たちも彼らの活動に対して賛同しております。 

ただ私たちが力を貸すのは本当に数少ないときだけです。 

それははっきりと地球人ではない地球外種族が地球人に対して予期せぬ影響を与

えようとしているときや宇宙のルールに反した形で地球人に干渉しようとしている

ときのみ、その行為を私たちは止めるために関わることができます。 

しかしながら、これはあくまでも地球で起こっている問題ですので、本来は地球人

が解決すべきことであります。 

ただ私たちは皆さまがそのことをしっかりと理解し、そのことに対して正しい判断

を持つことができるように、このような形でメッセージを伝え、サポートするという

ことは許されております。 

これは皆さまが、この地球で長い間輪廻転生を繰り返すことで、３次元世界の制限

を受入れ、３次元的な思考しかできないような状況になっているからなのです。 

皆さまの本体は、本当はとても意識の高い霊的な生命体です。 

皆さまの肉体は、地球で生きていくための借り物なのです。 

皆さまの本質は、肉体の中にある霊的な意識体なのですが、霊的な意識体が自分の

本質を見失ってしまい、今まで３次元世界で生きてきた習慣や価値観の中だけで物

事を見ているとしたら、皆さまは自分の状況やこの地球の状況に対して正しい判断

を下すことができない状況になっていると思われます。 

このことに関しては宇宙連合では意見が二つに分かれました。 

地球人の３次元的な意識は地球人が長い間地球の中で輪廻転生し、身につけてき

た価値観や意識なのでこれは地球人にとって必要なものである。 

もしそれが自分の本質とは異なるものであったとしても、それは自分の力で気付き、
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自分の本質を取り戻すべきであるという意見がひとつ。 

もうひとつは、地球人は地球外種族の者たちによって意図しない形で意識のコント

ロールを受け、３次元的な思考の中で自分の考え方や価値観の持ち方を教育され

てきた、これはある意味洗脳に近い状態なのでこの洗脳を解くためのアドバイスや

チャンスを地球人に与えても良いのではないかという考え方です。 

私たちはこの後者の考え方に則り、皆さまの状況をチャネリングライブという形で

お伝えしてきました。 

またTAKESHIさんをとおして私たちだけでなく地球の霊団の皆さま、最近はブル

ースカイさんたちの言葉をとおしてこのことをお伝えして参りました。 

そしてこのことに気付く人は気付き、自分自身が本質的な霊的な存在になるための

道を歩もうとされているのです。 
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PART３ ５次元意識の世界につながる道 

 

 

また皆さまに与えられた「戸締りワーク」というものも皆さまが自分の本質に気づく

ための方法として宇宙連合から許可を得た地球の霊団の皆さま方が皆さまに与え

られた方法です。 

この「戸締まりワーク」を使って皆さまは新たな意識、新たな見方というものを持て

るようになるのです。 

と言いますのも、かつて私たちは２０２１年の３月、この春分の日を境にして「皆さま

のカルマあるいは３次元世界の因縁は解消された」と言ってきました。 

つまりその頃の私たちの考え方としましては「この地球の中でアセンションをしたい

と望む人は自分の意思でアセンションをすることが可能である」と考えていたから

です。 

ただ、この地球の中で培ってきた様々な価値観や皆さまが因縁やカルマと呼んでい

るものは、皆さまの足かせになると思われましたので「アカシックレコード」を書き

換えるという形でそのような様々な制限をリセットするということを行わせていた

だきました。 

皆さまの中でもそのリセットにより３次元意識から５次元意識になってアセンション

をしていく人たちもいらっしゃいました。 

しかしながら、多くの人たちはそれだけでアセンションをするということは難しかっ

たようです。 

なぜならば、皆さまの意識そのものがこの３次元世界の仕組みの中に取り込まれて

おり、皆さまを３次元の世界にとどめる因縁や「アカシックレコード」の変更だけでは

皆さまの意識が３次元意識から５次元意識に変わることができなかったということ

がひとつの理由です。 

私たちはそこまで皆さまの意識というものがこの３次元世界の仕組みのなかに捕ら

われているとは思いませんでした。 
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ただ TAKESHI さんや宇宙の光のメンバーさんたちの活動を見ながら、私たちが

計画したこのリセットによって３次元意識から５次元意識になられる方々があまり

にも少ないことを見て何か問題が起きているのではないかというふうに考え、私た

ちはその後もしっかりとリサーチをしておりました。 

そしてその結果、私たち高次元存在には目に入らなかった部分、先ほどの地球の霊

的な存在たちの働きのようなものが、まだまだ皆さまが３次元意識から５次元意識

になることを妨げていたのではないかということが分かり始めてきたわけです。 

そして「戸締まりワーク」を皆さまが行っていく中で、そのようなものとの繫がりを

皆さま自身で切っていく、あるいは皆さまのご先祖の戸締りや遺伝子の修復をする

ことによって、皆さまの意識を３次元意識から５次元意識へと変えていくというこ

ともできるのではないかと考えておりました。 

確かにそのワークをしっかりとなされた方は、今までよりも４次元意識、５次元意識

に近づいてまいりました。 

この「宇宙の光」の中で多くの皆さまが「戸締まりワーク」を行い、自分の努力で自分

の意識を３次元意識から５次元意識へと変えていってくださったために、皆さまの

エネルギーがとても軽くなり、５次元意識の世界につながる回路というものが見え

始めてきたのです。 

 

また「戸締りワーク」に合わせて、アセンションをした地球の方々からのサポートやブ

ルースカイさんたちの活動があったために皆さまはスムーズに５次元意識に近づい

ていかれております。 

皆さまがなかなか５次元意識になることができずに苦労なさっているときに、皆さ

まのことを知ったアセンションをした地球の方々、これは皆さまにも詳しくお話をさ

せていただいたと思いますが、レムリア時代にアセンションをした地球の人々は、現

在とても高い位置にいらっしゃいます。 

この方々が「地球の人々を助けるために何か手助けができないか」と宇宙連合は尋

ねられたことが有りました。 

レムリア時代にアセンションをした地球人の方たちは、もうほとんどの方々が肉体を
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持たずスピリチュアルな生命体として存在していらっしゃいます。 

ちょうど私たちササニ文明と同じような状態です。 

しかしながら私たちよりももっと高次の愛を皆さま持たれております。 

私たちも兼ねてから、その方たちのことを尊敬しまた素晴らしい愛のマスターであ

ると思っておりました。 

地球人のアセンションに大切な役目を彼らが果たすことができるのは、彼らがとて

も素晴らしい愛のエネルギーを持っているからなのです。 

ただ地球に住んでいる皆さま方は、アセンションをするだけの大きな愛を持つには

まだ至ってはおりません。 

アセンションをした地球の皆さまが持っているような素晴らしい愛の意識を今の地

球人が持たれたならば、地球のアセンションはもっと速やかに行われるでしょう。 

地球人の方々が、宇宙的な視野を持ち、高次の愛というものを使ってくださるよう

にサポートしてあげてくださいと私たちはお答えいたしました。 

そのためにアセンションをした地球の皆さまはレムリアンシード・クリスタルや様々

なクリスタルを使用して皆さまとつながり、皆さまの愛がさらに高次の愛と繋がる

ように何度も指導してくださりました。 

今はまだ「宇宙の光」のグループの皆さまだけで行っておりますが、この地球の皆さ

まの波動がもっと軽くなりますとこの愛のマスターたちが持っていらっしゃるエネ

ルギーを地球全体で受け止めることができるようになります。 

そうなりますとこの地球のアセンションというものもいっきに加速するでしょう。 

 

そして、このアセンションをした地球とシリウスのハイブリッドであるブルースカイ種

族の方々からも応援の申し出を頂きました。 

このままでは自分たちの先祖ともなる地球の人たちがアセンションできずに、この

地球という惑星が一体どうなってしまうのか不安である、そしてできるならば、私

たちが地球の人たちに関わり、地球の人たちがもっと元気になってアセンションを

していくようにサポートしたいのだがと申し出られました。 

本来は、地球人たちは地球の中でお互いが学び合い、地球人として協力し合ってア
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センションをして行かなければならないのです。 

しかし、私たちが想定していなかった出来事のために地球人の多くが分断され、お

互いが手を取り合ってアセンションをするという状況が予定よりもしばらく遅れて

しまいそうでしたので、私たちはブルースカイさんたちの申し出を受けとり、地球の

人たちが手を取り合って、また力を出し合ってアセンションをするためのサポートを

お願いすることにしたわけなのです。 

今はまだブルースカイさんたちも、地球の中でたくさんの範囲で動くということが

できませんので、今は「宇宙の光」の皆さまと共に、どのようなサポートの仕方がよ

いか、あるいはどのようなサポートすることによって皆さまは元気になり、そしてア

センションをしていくことができるのかということを研究している途中なのです。 

皆さまには申し訳ありませんが、皆さまはこの地球人の雛型なのです。 

皆さまがしっかりとブルースカイさんたちのエネルギーを受取り、そしてそれをどの

ように活用できるか、それがどのようにしたらアセンションにとって有効な役目を

果たすことができるのか、ということを宇宙連合の者たちはブルースカイさん達と

ともに研究しているのです。 

 

高次元存在ラナさんが｢コズミック・ツインライト｣というものを皆さまに与えられた

ように､ブルースカイさんたちが｢ブルースカイウォーター｣の力を皆さまに与え、そ

してそれをどのように活用していけるのかということを私たちは研究させていただ

いております。 

そしてプールスカイさんやアセンションをした地球の皆さま、地球の霊団の皆さま、

戸締りワークを応援してくださっている精霊の皆さま、このような方たちのおかげ

で「宇宙の光」のエネルギーはとても軽やかになり、またその周りからこのエネルギ

ーが広がっていっております。 
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PART４ ５次元意識でのファーストコンタクト 

 

 

その結果、また私たちが皆さまと直接コンタクトを取り、皆さまと共にアセンション

のための準備をすることができるようになってきたのです。 

また本来はコロナウイルスの問題が無ければ、早い人では２０２３年からファースト

コンタクトを行う予定でした。 

もちろん一般の方はもう少し後ですが、来年、再来年からファーストコンタクトを行

う予定でありました。 

最初は個別にファーストコンタクトを行うということは、以前申したとおりです。 

皆さまの夢の中やあるいはちょっとしたイメージの中に地球外種族の人や高次的存

在が現れ、メッセージを送ったりしながら、皆さまが地球人以外の宇宙種族に対し

て心を開く準備をしっかりとしていただけるのではないかと思い、最初のファース

トコンタクトを２０２４年そして２５年というふうに設定しておりました。 

これは２０２２年から２３年の間にしっかりと皆さまが心を開く準備ができるであろ

うということを目安として考えていたのですが、最近の社会状況のために多くの人

たちが心を閉じる方向に動いてしまいました。 

そのために私たちも皆さまとこの１年半の間、関わることができなかったのですが、

この１年半の間の遅れというものをこれから皆さまと一緒に取り戻して行きたいと

考えております。 

この５月になってようやくエネルギーが軽くなり、開いてまいりました。 

コロナウイルスの終息宣言を受けて、また感染症の対策としても緩やかな対策とな

り、皆さまがそれほどまでにコロナウイルスを恐れなくても済むようになりましたし、

コロナワクチンを打つ必要性もなくなってまいりましたので、地球の中でぶつかり

合っていた大きなエネルギーが今解消されようとしております。 

ただ日本人の人たちはいまだマスクをつけたまま自分の心というものを閉ざした

状態で生きていらっしゃいます。 
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皆さまがマスクをはずして心を開いてくだされば、ファーストコンタクトやアセンショ

ンというものもより速く動きが出てくるかと思いますが、今はまだ非常に難しい状

態です。 

しかしながら皆さまの中でも心を開き、地球外種族の者たちがやってくることに対

して心の準備をしなければならないと気付いた方たちもたくさんいらっしゃいます。 

そのような人たちを中心にしてまた新たにファーストコンタクトの準備を始めたい

と思います。 

今私たちの中で予定しているのは、このファーストコンタクトを中心に進めていただ

ける方、本当に心がオープンになっていってらっしゃる方は来年ぐらいから個人的

にコンタクトを取ろうと思っております。 

そして２０２５年から２０２６年ぐらいからは一般の方々に対して、もちろんそれはア

センションをするために５次元意識になられている方々というふうに限定はつきま

すが、ファーストコンタクトを行っていきたいと考えております。 

 

３次元意識が強い方たちには、ファーストコンタクトというものは基本的には起こり

ません。 

ただこのファーストコンタクトというものにも二通りの考え方が有ります。 

私たちが意味している「ファーストコンタクト」というものは、地球人が５次元意識や

愛の意識になってようやく高次の地球外種族の人たちやそれ以外の宇宙種族の方

たちと肉体を持ってお会いすることができるということなのです。 

皆さまが５次元意識、愛の意識にならない限り、皆さまの波長はとても重くて高次

の地球外種族の人たちの波長と合いません。 

やはりすれ違ってしまうということが起こってしまうでしょう。 

ただ何度もブルースカイさんや霊団の方たちがおっしゃったように、この３次元意

識から自分自身のフォーカスを外し、自分自身の中にある愛の意識を取り戻してく

ださった方は、これからファーストコンタクトを行う準備というものを私たちと共に

していけるのではないかと考えております。 

ただ３次元世界にフォーカスされている方たちに対して、３次元世界を統治してい



183 

 

る存在たちは、彼らのやり方で３次元世界でのファーストコンタクトというものを行

おうとしております。 

それは現在３次元世界にいる地球外種族たちの多くが、これから地球を様々な形で

支配しようとする考えを持っていますので、彼らはまるで善良な宇宙種族やスター

ピープルであるかのような様子をして、皆さまとお会いすることになります。 

３次元世界にフォーカスしながら、３次元世界で有名になりたい、お金持ちになりた

い、あるいは多くの人たちを従えたい、ということを考えていらっしゃる方たちを中

心にして、そのようなファーストコンタクトが行われていきます。 

そのようなコンタクトでは皆さまが愛の意識や高次の意識になる必要は有りません

し、そのような意識状態にある宇宙種族とお会いすることも有りません。 

しかしながら、これはその違いをはっきりと理解していなければ、皆さまもこの３次

元世界のファーストコンタクトに引きずり込まれてしまう可能性もあるのです。 

実を言いますとその可能性が非常に高くなっているために、私たちがやはり地球の

人たちとしっかりとコンタクトをとって、５次元意識で行われるファーストコンタクト

を選ぶ人たちを守っていかなければならないというふうに宇宙連合は判断してい

るのです。 

そのために再度私たちが皆さまのもとに降り立ち、本当の意味でのファーストコン

タクトを迎える地球人を導いていきたいと考えております。 

そうしなければ、３次元意識の世界を統治している者たちが演出したファーストコン

タクトに皆さま自身も巻き込まれてしまうからです。 

もちろんそのことも地球人の選択ですので、私たちはそのようなファーストコンタク

トが絶対にいけないとは言いません。 

これも３次元世界にフォーカスした人たちが、新しい世界を作るためにはある意味

必要ですので、その道を選ぶという選択をなさることも私たちは尊重しております。 

しかしながら５次元意識になってファーストコンタクトを行うということを望んでい

る方に関しましては、私たちが昔から語ってきたやり方で、皆さまがしっかりとファ

ーストコンタクトができるように関わらせて頂きたいと考えているのです。 

そのために私たちは幾つかのグループあるいは個人の方たちとコンタクトを取りな



184 

 

がら、新たなファーストコンタクトというものを予定し、そのような人たちが中心と

なってファーストコンタクトを行い、５次元意識にある地球外種族や宇宙種族の人た

ちと共に生きていく世界を作っていけるのではないかと考えております。 

そしてこれもまた地球人皆さまの判断ではありますが、地球の人たちがアセンショ

ンをしたい、また地球意識そのものもアセンションをした地球を作りたいという意

識を持っていらっしゃいますので、私たちはその思いに答えていきたいと考えてお

ります。 

私たちにとって地球の意識、地球の意思というのはとても大切なものです。 

地球の意識というのはとても大きな宇宙意識の一部なのです。 

この地球の意識がしっかりと自分の意思を遂行することが、宇宙意識にとっても重

要なことなのです。 

私たちはそのことをお手伝いしたいと考えております。 

それではこれから度々皆さまの前に現れて皆さまとお話をさせていただくことにな

るかと思いますがどうかこれからもよろしくお願いいたします。 
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第１１章 

サファイアさんからの 

メッセージ PART１ 

２０２１年６月 

 

 

 

第１０章目次 

PART１ スターピープルが地球人に関わる理由 

PART２ 意識の違いによって生まれる地球の並行世界 

PART３ 地球意識 宇宙意識 

PART４ アセンションをした世界のビジョン 

PART５ パラレルシフトと光の粒子の体の瞑想 

 

 

この章から TAKESHIが受け取ったサファイアさんのメッセージとなります。 

それぞれのテーマに合わせて詳細な話をしております。 

時期的には、初期のチャネリングライブが行われている頃となります。 
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PART１ スターピープルが地球人に関わる理由 

 

 

それではこれから TAKESHIさんにメッセージを送りたいと思います。 

私たちと意識の同調を行ってくださり本当にありがとうございます。 

私たちが皆さまと関わり、地球の人々が少しでも早く精神的な進化を迎え、地球が

より豊かで素晴らしいアセンションをした世界になることを私たちは心から待ち望

んでいます。 

なぜ私たちが皆さまと関わるのかということについて、今日は私からお話ししたい

と思います。 

私たちの星と地球は決して近い場所に存在しているわけではありません。 

しかしながら、スピリチュアルなレベルにおいては、私たちの星は地球と深い関係に

あると言えます。 

それはどういうことかといいますと、私たちと地球は共に働くことになっているか

らです。 

私たちはこれから先、天の川銀河を含めた宇宙を新たな宇宙へと発展させていか

なければなりません。 

あなたもよく御存知のように、この宇宙そのものがアセンションをしていくというこ

とが可能なのです。 

以前あなたは「愛で統一された宇宙」というものを体験したことがあると思います。 

私たちは「愛で統一された宇宙」のように、この宇宙の意識をさらに高くすることで

この宇宙そのものを「愛で統一された宇宙」にすることができるのです。 

天の川銀河のみならず、私たちの宇宙は、今別の宇宙である「愛で統一された宇宙」

から深い愛の支援をいただいて成長しています。 

この「愛で統一された宇宙」に私たちが変わるためには、今まで以上に多くの星々

がアセンションをして、愛に基づいて進化をしなければなりません。 

とりわけ地球のように、多くの人たちが愛の遺伝子を持ちながら、愛に基づいて意
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識進化をしていない星を、本来の愛の遺伝子を修正し活性化することで、愛に基づ

いた意識進化が行えるようにしなければならないのです。 

そして天の川銀河やアンドロメダ銀河というように銀河の単位で愛の波動を高め、

さらに多くの銀河が持つ愛の波動が高まることで、宇宙そのものが愛に基づく宇宙

へと変わっていくのです。 

皆さまにとっては気が遠くなるような作業です。 

しかしながら、私たちスターピープルにしてみれば、これはとても大きな喜びを伴っ

た仕事です。 

私たちの宇宙が愛に基づいた宇宙に変わること、それは非常に素晴らしいことです。 

しかし、愛の宇宙に変わるためには皆さま地球人がより多くの愛の遺伝子を目覚め

させて、愛に基づいた種族に変わっていかなければなりません。 

そして皆さま地球人の種族や私たちの種族、また他の種族がひとつに統合されてさ

らに高次元の愛を実現する種族を生み出していくことになっているのです。 

幾つもの愛の遺伝子を強く持った種族を私たちはこの宇宙に生み出していかなけ

ればなりません。 

もちろんそれはひとつひとつの星の種族の選択によるものです。 

しかし、選択をするためにはその星の種族が正しい判断力や宇宙のことを理解する

ための叡智そして正義と勇気に基づいた行動というものが必要となってきます。 

私たちはその星の種族の選択や自由意志を尊重していますので、私たちは自分た

ちの選択や意思をその種族に押し付けることはできません。 

しかしながら、その種族が正しい判断力やこの宇宙に関する情報や叡智を全く知ら

ずに判断を行ったとしたら、それはその星の種族にとって正しい判断であるとは言

えません。 

私たちはその判断を尊重しますが、皆さまが正しい判断力や適切な情報をもとに判

断することができるように、私たちは皆さまを導いてきたいのです。 

皆さまが適切な判断力やこの宇宙に関する情報を持って判断されたことであるな

らば、私たちはその判断を十分に尊重いたしますが、他の者たちのコントロールを

受けて判断されたことであるならば、その種族が行った判断は適切なものではあり
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ません。 

確かにその種族が多くの学びを得るためには、他の種族からのコントロールを受け

ることも必要かもしれません。 

しかし、地球は長い間、多くの学びを行ってきました。 

その学びはもう十分過ぎるほど行われたのです。 

そして皆さまはもう次の段階へと進む時期に来ています。 

そのために私たちは皆さまと関わっているのです。 

私たちだけではなく宇宙連合の多くの者たちが皆さまと関わり、地球を愛に満ちた

星にしていこうと考えているのです。 

私たちと地球そしてこれからファーストコンタクトを行う星々がひとつになって作り

上げる種族や宇宙はとても豊かなものです。 

 

この宇宙も過去に何度か天の川銀河全体や宇宙全体として進化するためのチャン

スを与えられました。 

しかしながらアンドロメダ大戦争やシリウス大戦争のようなことが起こり、その進化

が十分に行われることがありませんでした。 

今回地球のアセンションを通して、私たちの宇宙が進化していくことはとても大き

なチャンスなのです。 

地球は多くの世界へと扉を開いています。 

地球は本当に独自の場所なのです。 

そこに住む地球人もとても大きな可能性を持っている存在なのです。 

私たちは今回地球の人たちがアセンションをして、この地球の可能性を大きく広げ

てくれることを望んでいます。 

また地球の種族と天の川銀河のいつもの種族が統合されて素晴らしい大きな愛に

満ちた種族が生まれてくることを私たちは深く望んでいるのです。 

皆さまには理解できないかもしれませんが、未来では地球人の多くが私たちの星に

生まれ変わり素晴らしい愛に基づいた仕事をしています。 

そして私たちも未来の地球に生まれ変わり、皆さまと愛に基づいた仕事をすること
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になっています。 

私たちの未来に生まれている種族は、時々この今の時代に来て、私たちを導いてく

れることが有ります。 

私たちが本当に素晴らしい未来を体験するために、私たちが今行うべきことがある

からです。 

そのことを実現するために、私はこれから皆さまとコンタクトを取り、歩調を合わせ

て進んでいきたいと願っています。 
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PART２ 意識の違いによって生まれる並行世界 

 

 

皆さま、私はササニ文明の日本担当指揮官サファイアです。 

今日は TAKESHIさんから、私の考えを伝えてもらいたいと思います。 

今日は皆さまがアセンションを行うためには、どのような考え方で生きていけば良

いのか、ということについて皆さまにお話ししたいと考えております。 

まずこのアセンションについて、皆さまにお知らせしなければならないことが有りま

す。 

それは地球がアセンションをすると、地球に生きる全ての人たちが同じようにアセ

ンションできると考えている人たちがいますが、それは違います。 

この地球は今、幾つもの並行世界を持っています。 

これは皆さまの潜在意識や顕在意識が幾つもの形に分かれているために、このよう

なことが起こります。 

通常アセンションというのは、その星に住む種族の全ての人たちの意識が統一され

ている場合やその種族の多くの人たちが同じ未来、同じ生き方を共有している場合

には、その星が幾つもの並行世界を持つことは起こりません。 

その星に住む種族の全ての人たちが同じようにアセンションをしていくのです。 

私たちエササニ星の種族もそうです。 

私たちの種族は全ての人たちがひとつの意識に繋がっています。 

その中でひとりひとりが個々の意識を持ち、自分がどのようなことを行うのか、自

分がどのような存在になるのか、ということを自分自身で決めることができますが、

私たちは同じ未来を共有し、同じような考え方で生きていますので、種族の全ての

者たちに同じようにアセンションが起こりました。 

私たちの種族は、全ての者たちが同じように意識進化をして、自分たちが望むべき

未来を創るためにアセンションが行われたのです。 

しかし、地球のように、これから最初のアセンションを迎えるという星は、皆さまが
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物理的な世界に生きていることが多いようです。 

第一アセンションを迎える種族は、ほとんどが肉体を持っている種族です。 

肉体を持つということは、自分たちの個々の意識を持つということでもありますの

で自分たちが選択した生き方や考え方、そして自分たちの未来を自由に創ることが

できます。 

そのためにひとつの星の中でも、異なる考え方をする人たちがたくさん生まれてき

ます。 

地球では、おおよそ５種類ぐらいのグループに分かれるといっても良いかもしれま

せん。 

 

例えば、地球ではこの物質世界のことしか見えない、またこの物質世界のことしか

信用しないと考える人たちのグループが有ります。 

そのグループの人たちは、私たちのようなスターピープルや宇宙に他の種族が生き

ているということをあまり信用しません。 

自分たちの目に見えるものだけが全てだと考えます。 

そして現実世界における利益やお金など物質的な豊かさを求めます。 

このグループの人たちはアセンションということにあまり興味を持ちませんので、今

までと同じような地球に生きることになります。 

 

またこのグループの中にも、地球の人たちを支配したい、多くの人たちを自分が支

配してより多くの利益や権力を得たいと考えている人たちのグループがまた別に

作られます。 

そのような人たちは、地球人を支配する、さらには地球以外の人たちもやがては支

配したいと考えているグループです。 

このような人たちはお互いが争い合う、支配し合うような地球を生み出しています。 

 

また地球の中には、自分の未来や自分がどのように生きていきたいか、ということ

をあまり考えることなく今の生活や今の仕事、今の状況に満足しきって自分を変革
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することを考えない人たちもいます。 

自分の現状に満足するというよりも、自分に与えられた現状から抜け出すことがで

きないと言った方が良いかもしれません。 

「自分は、こういうものなんだ」「自分の人生は家族を育ててそれで精一杯だ」という

ように自分に対して諦めや自己否定を持って生きている人たちのグループです。 

そのような人たちも、この地球の中でひとつの平行地球を生み出しています。 

それは、自分たちが常に支配を受け、自分の生活や自分の未来に妥協しながら生き

ていく世界です。 

この世界の人たちは、自分たちが精神的に進化したならば、もっと素晴らしい存在

になれるのだということに気づいていません。 

「今の自分が限界なんだ」という考え方で生きていきますので、その人たちの未来

も今と変わることはないでしょう。 

 

そして４番目のグループというのは、これから自分たちは精神的に進化していくの

だと考えている人たちのグループです。 

今、私たちと関わっている人たちはこの４番目のグループに存在していると言える

でしょう。 

この世界に生きる人々は、自分自身や地球人の可能性を信頼しています。 

地球人は、本当はとても大きな愛を持った種族であること、とても素晴らしい可能

性や未来を持った種族であることを理解している人たちです。 

そして私たちのようなスターピープルたちと関わることを求め、地球という枠を超

えて新しいパラダイムを創ろうと考えています。 

このような人たちは自分たちとスターピープルたちが共に生きるような地球を生み

出すこととなるでしょう。 

 

そして５番目のグループというものが有ります。 

このグループに属する人たちは、意識の中では「地球人はもっと優れた種族に進化

する」ということを理解しています。 
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そして地球ではアセンションが起こり、新たな地球に生まれ変わっていくのだという

ことも理解しています。 

しかし、自分自身に対する自己否定の気持ちが強いために、心の深いところで「自

分は決してアセンションをできないだろう」あるいは「自分はアセンションをしていく

人たちのグループには入れないのではないか」ということを考えているのです。 

そのために自分自身を愛し、家族や友人たちを大切にすることが上手にできません。 

また、地球に生きる人間以外の生命体、動物や植物に対する愛というものを持つこ

とができないでいるのです。 

そのような人たちは「地球人が進化すること」「自分自身が理想とするような生き方

をすること」を現実的に行うのではなく、それは自分にとって遠い夢なのだと考え

てしまうのです。 

私たちは、時間が許す限りこのグループの人たちにも関わります。 

もうすでに自分自身でアセンションをすることを決め、アセンションの世界に向かっ

てしっかりと歩んでいる人たちは、私たちの情報を受け取って自分の道を迷うこと

なく進んでいけます。 

しかしながら、本来はアセンションすべき魂、アセンションすべき人であるにも関わ

らず、自分の中にある自己否定の感情や自信の無さによってアセンションをする世

界を歩めない人たちもたくさんいます。 

私たちはそのような人たちが、自己否定の気持ちを捨てて、自分の中に愛を見いだ

し、自分の理想とする世界をしっかりと見定めて歩んでいけるようにサポートを行

いたいと考えているのです。 

地球にはこのグループに属する人たちが少なからずいらっしゃいます。 

その人たちは、気持ちの上ではアセンションをしたいと考えていても、現実世界で起

こる様々な問題や自分の感情に振り回されて、自分が望む道をしっかりと歩んでい

ないのです。 

私たちはこのような人たちに対して次のようなメッセージを送りたいと思います。 

どうか皆さまの心で私の言葉を聞いてください。 
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〇自分を信頼することができない人へのメッセージ 

 

皆さまのハートを感じてください。 

ゆっくりと深呼吸して、皆さまの胸の中に優しい光が広がっていくように想像して

ください。 

あなたは、今まで自分のことを信頼することなく生きてきました。 

あなたは、今まで自分のことを愛し大切にすることなく生きてきました。 

その生き方はもう終わります。 

今までの地球は、皆さまが自分の愛に目覚めることを難しくするようなエネルギー

に覆われていました。 

地球に生きる多くの人たちが、自分の愛を傷つけられ、理想の生き方をすることを

困難なものにしていました。 

 

しかし、これから皆さまが生きていく地球は、今までの地球とは異なります。 

皆さまが自分の愛をもっと高めて広げたいと考えるのであれば、それは実現します。 

反対に、皆さまが自分に対する信頼を失くし、愛のない生活をしたいと考えるのな

らば、そのことも実現します。 

皆さまの心の中には、自分自身がもっと愛に目覚めて、多くの人たちと愛を共有し、

調和した世界で生きていきたいという気持ちが有ります。 

その気持ちに皆さまの考えを合わせてください。 

 

現実世界では様々な問題があるでしょう。 

生活や仕事の問題、あるいは家族やあなたを取り巻く社会状況、それらは決してあ

なたに対して攻撃的なわけではありません。 

あなたの未来を邪魔するものでもありません。 

あなたの中にある愛を奪うものでもありません。 

あなたの周りで起こっていることは、あなたの愛とは無関係なのです。 

あなたの心の中にある愛は誰も奪うことができませんし、その愛を傷つけることも
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できません。 

ただできるとするならば、あなた自身があなたの愛を傷つけているのです。 

それは、あなたが自分に対して自己否定したり、自分は全く価値のない人間だと考

えたりすることによって、あなたの愛を傷つけてしまうのです。 

 

もうそのことを止める時が来ました。 

あなたは自分に対する愛を取り戻すことができるようになったのです。 

あなたが自分の愛をもっと深めたい、自分の愛を多くの人たちと分かち合いたいと

願えば、それが実現します。 

自分の愛を出し惜しみすることなく、周りにその愛を広げていけば、自分自身もさ

らに深い愛に包まれていくのです。 

 

自分の心の中から、憎しみや怒りのエネルギーを出せば、家族だけでなくあなた自

身も憎しみや怒りのエネルギーに捉われてしまいます。 

あなたが、憎しみや怒りのエネルギーに捉われてしまうと、自分の愛を奪われたよ

うに感じてしまいます。 

そして「自分はアセンションをすることなどできないんだ」というように自己否定し

てしまいます。 

それは、全てあなたの心から生み出された憎しみや怒りのエネルギーによって、あ

なたがそのように感じているだけなのです。 

あなたの心から怒りや憎しみを生み出すのではなく、愛を生み出すことによって、

あなたは自己否定することを忘れ、自分に対して夢や希望を持つことができるよう

になるでしょう。 

 

あなたがアセンションをするために必要なことは、本当はこのことだけなのです。 

様々な情報を取り入れ、ワークや瞑想もあなたは行っているかもしれません。 

それらは全て自分の心の中にある愛に気づくために行われます。 

そして、自分の心の中にある怒りや憎しみが力を失うために行われます。 
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あなたが怒りや憎しみを自分にとって嫌なものだと思えば思うほど、怒りや憎しみ

に力を与えます。 

それらの感情は今までの地球の中であなたが作り出してきたものです。 

あなたはまだ新しい地球に入っていませんので、それらの感情が沸き起こってきて

も決して不思議ではありません。 

ただそれらの感情に力を与えないこと、それらの感情の中に自分の意識をおかない

こと、それらの感情は自分にとってもう古いエネルギーであるということを理解し

てください。 

そうすることによって、あなたの心から怒りや憎しみの感情は力を失い、やがて古

い地球に帰っていきます。 

 

そして、これから歩む世界では、あなたの心の中にある愛のエネルギーが、あなたの

心から自然と広がっていくのだと信頼してください。 

新しい地球の波動はとても高い愛の波動です。 

あなたに愛を恐れる気持ちがあるのであれば、愛が広がらないかもしれませんが、

あなたが「自分の心の中にある愛が広がってもいいよ」 

「もっともっと深い愛というのが自分の中から出てきてもいいよ」と自分に対して許

可を与えるならば、新しい地球のとても高い愛の波動に触れて、あなたの心の中か

らあなたが予想もしなかったような素晴らしい愛が生まれてくるのです。 

この愛が生まれてくるということが、皆さまがアセンションをするということでもあ

るのです。 

どうか私の言葉を理解してください。 

そして皆さまの中にある素晴らしい愛を信頼してください。 
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PART３ 地球意識と宇宙意識 

 

 

〇物理意識と宇宙意識について 

 

今日は、「地球意識」と「宇宙意識」について話をしたいと思います。 

皆さまは、良く宇宙意識について語られていますが、まだ漠然としたイメージで受

け取っていらっしゃるのではないかと思います。 

あるいは、皆さまが地球で生きていくときに必要としている物理的な意識や現実世

界にフォーカスした意識と比較するために宇宙意識というものを使っていらっしゃ

る場合も有ります。 

それは決して間違いではありません。 

皆さまが今使っていらっしゃる物理意識は、目に見えるものや皆さまが存在してい

ると信じている物を対象にして使用されている意識です。 

皆さまの中には、もうすでに目に見えない存在を感じたり、地球人以外の存在のこ

とを理解したりしている人たちもいます。 

これは目に見えるものだけを対象とした意識から、目に見えないものを対象に含め

た意識に少しずつ皆さまが変わってきているからです。 

このような人たちは物理意識から宇宙意識に少しずつ移り変わり始めていると言っ

ても良いでしょう。 

宇宙意識について、私たちの考え方を述べたいと思います。 

皆さまが自分の利益や欲望の実現を基本として考える意識は物理意識ということ

になります。 

皆さまが地球に生きる人たち、地球に生きる動物や植物たちのことを優先して考え

るのならば、それは地球意識ということになります。 

さらにその地球意識から発展して、皆さまが宇宙に生きている存在たちのことを優

先して考えるのならば、皆さまは宇宙意識へと入っていきます。 
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しかし、ここでとても大切な問題が有ります。 

それは、なぜ皆さまが宇宙に存在している者たち、例えば私たちのようなスターピ

ープルのことを考えるのかということです。 

私たちに対して「自分たちを助けてもらいたい」「私たちに何かをしてもらうことで、

アセンションできる」という風に考えるのならば、それは決して宇宙意識ではありま

せん。 

自分のためにスターピープルを利用したいという自己中心的な意識ということにな

ります。 

皆さまが宇宙意識を持ちたいと考えるのならば、「この宇宙に存在する多くの存在

や生命たちの役に立ちたい」「自分は多くの宇宙的存在たちのために生まれてきた」

「彼らにとって自分が必要とされるのならばどのようなことでも行ってみたい」とい

うふうに考えるようになると、皆さまは宇宙意識の扉を開くことになります。 

現在の段階では、皆さまはそのことを考えるだけですが、皆さまがアセンションをす

ることによって、私たちや他の宇宙種族とも触れ合う機会が生まれてきます。 

そのようなとき、初めて皆さまの宇宙意識が目覚め始めると言ってもいいかもしれ

ません。 

アセンションを前にして、皆さまが自己中心的な意識から地球に生きる多くの存在

を愛したい、大切にしたいという地球意識へと変わることはとても大事なことです。 

第一アセンションの基本はこの地球意識へと皆さまが変わることだからです。 

そして皆さまが地球意識に本当に変わった後に、皆さまが宇宙意識へと目覚めるた

めのきっかけが与えられます。 

そうなると皆さまは第２アセンションへと進んでいくことになるのです。 

ではもう少し地球意識について話をしたいと思います。 

皆さまが地球意識に到達するためには、自分自身の欲望というものを見直さなけ

ればなりません。 

その欲望というものが自分の成長や精神的な進化に基づいて行われるのであれば、

それも良いでしょう。 
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欲望そのもの自体は良くも悪くもありません。 

欲望というものは、その人を変化させるためのきっかけとなっているのです。 

自分自身が変化したくない人は欲望というものをあまり持ちません。 

自分の現状で満足しているのです。 

欲望は今ある自分から理想的な自分へと変わるために起こります。 

理想の自分がどのようでものであるかは人それぞれですが、理想の自分に向かっ

て歩むために欲望というものは起こります。 

ですから自分が地球に生きる生命たちを大切にしたい、あるいは地球の意識とひと

つになって生きたいというふうに考えれば、そのことを実現するための欲望という

ものが生まれます。 

それは決して皆さまにとって悪いものではありません。 

その欲望を満たすことによって、皆さま自身が変化し成長していけるからです。 

皆さまが地球意識に近づいてくると、そうではない自分が持っている欲望というも

のが削ぎ落とされていきます。 

例えばブランドのバッグを買いたいとか有名なレストランで食事をしたいとか、自

分にとって必要でないものを買いたいとか、そのような不要な欲望というものはど

んどん落ちていきます。 

そして自分自身が素晴らしい愛に満ちた存在であるということを皆さまは思い描く

ようになっていくのです。 

そして皆さまが地球に生きている他の生命体、例えば皆さまの周りにいる犬や猫、

あるいは植物や樹木、そういったものに対して愛を感じるようになるならば、あな

たは地球意識の始まりに立っていると言っても良いかもしれません。 

 

 

 

〇地球意識について 

 

あなたが、地球意識に移り変わろうとするならば、地球に生きる多くの人たちに対
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しても愛を感じるようになっていくでしょう。 

しかしながら、あなたが物理意識と地球意識の狭間に立っているならば、このこと

に少し困難さを覚えるかもしれません。 

動物や植物、樹木は、あなたにとっては本来中立の立場にあります。 

ただ、あなたの気持ちを癒やしたり、地球の環境にとって必要な役目を果たしたり

しているために、あなたは彼らのことを好意的に見ています。 

しかしながら、あなたと共に生きている地球人に対して、あなたは様々な思いを抱

いています。 

例えば自分に対して不利益なことを行う人もいるかもしれません。 

自分にとって嫌なことをしてくる人もいるかもしれません。 

そのような人たちの行いを中立に見て、その人たちを愛するということは、今のあ

なたにはまだ難しいように感じられるでしょう。 

しかしながら、あなたが受け取っている感情というのは、あなたが作り出したもの

なのです。 

自分の中に十分な愛を持たない人は、他人の中にも愛を見ることができません。 

相手の存在を、自分にとって異質のものとして見てしまいます。 

誰かがあなたにとって嫌なことをする、不利益なことをする、というのはあなたの

感情が判断したことでもあるのです。 

あなたはその感情が自分によって作り出されたということをこれから理解するよう

になるでしょう。 

そうすると、自分に対して嫌なことをする人、不利益なことをする人たちというもの

が存在しなくなります。 

多くの人たちがとても好ましく優しく、愛に満ちているように見えてきます。 

あなたの中に人を判断して「好き」「嫌い」というような感情を持つことが無くなった

とき、あなたの心は愛で満たされていきますので、あなたと関わる全ての人たちが

愛に満ちているように見えてくるのです。 

自分の中に愛を見つけている人は、他人の中にも同じ愛を見ることができます。 

そのために、相手を愛に満ちている人、優しい人というふうに感じるのです。 
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ただ、ここでも注意が必要です。 

相手を愛に満ちている人、優しい人と感じている人の中には「その愛を自分だけに

分けて欲しい」「その優しさを自分だけに向けてほしい」というような気持ちを持っ

ている人たちがいます。 

それは、その人の愛を本当に理解しているわけでもなく、また自分の中に愛が満ち

ているわけでもありません。 

自分に足りない愛や優しさを、その人からもらおうと思っているだけなのです。 

それは、地球意識とは全く関係のないことです。 

自分の中にある愛を相手に分かち合い、そして相手の愛をまた分かち合う、そのよ

うな気持ちになったときに、皆さまはこの地球意識というものにさらに目覚めてい

くことになるでしょう。 

 

これから皆さまがアセンションをする世界では、お互いの気持ちが分かり合える世

界になります。 

「お互いが考えていることや感じていること」を共有する世界になります。 

皆さまの中に大きな深い愛が有れば、その愛を他の人たちも感じ共有することがで

きます。 

皆さまの中に他人に対する依存心や愛をもらいたいという気持ちが有れば、その気

持ちが周りの人たちにも伝わっていきます。 

周りの人たちは、とても優しい人たちが多いので、あなたがそのような気持ちであ

ったとしてもそのことを咎めたり、注意したりするようなことはないでしょう。 

あなたのことを思い、あなたにためにいろんなことをしてくれるかもしれません。 

しかし周りの人たちには、あなたの本心が見えていますので、あなたのことを決し

て全面的に受け入れることはしないかもしれません。 

あなたが自分の心の中に愛を見いだすことができたならば、その愛というのは周り

の人たちだけではなく、地球に生きる全ての人たちに伝わっていきます。 

実を言うとテレパシーというのはこの愛というものを媒介として働いているのです。 

皆さまがテレパシー能力を持たないということは、まだ皆さまの中に十分な愛が育
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っていないということでもあります。 

皆さまの中に十分な愛が育っていると、愛を媒介としてお互いの気持ちが伝わって

いくのです。 

憎しみや怒りのエネルギーはお互いの中に断絶や分離を行います。 

愛は皆さまを統合しそして調和させます。 

テレパシーのエネルギーというのは、この統合と調和のエネルギーなのです。 

皆さまが自分自身の中に愛を見つけたときに、皆さまはこのテレパシーを使い、多

くの人と意識を共有することができるようになります。 

 

第２アセンションを終えたスターピープルたちは、ほとんどの種族が自分たちの種

族の者と意識の共有を行っています。 

私たちササニ文明でもそうです。 

ひとりひとりの個々の意識はまだ保っていますが、全ての者がササニ文明の集団意

識と深いところで統合されています。 

そのために、私たちは種族の意思と異なることをすることはありません。 

私たちの種族は、全ての者が同じ未来を夢見、同じ世界を生きています。 

そしてお互いが愛を保つことによって、お互いの意識の交流が簡単にできるように

なるのです。 

皆さまが地球意識になっていくと、このようなことがもっと簡単にできるようにな

ります。 

そして地球意識になってくると、余分な欲望というものが無くなりますので、皆さま

の生活もさらにシンプルで効率的なものになります。 

自分にとって不要な物を買うために余計なお金を得る必要は有りませんので、皆さ

まの労働も少なくなってきます。 

また自分に適さない労働や地球の環境にとって必要ではない労働というものも減

っていきます。 

そしてあなたにとって心地よい労働やこの地球にとって必要な労働というものが残

ります。 
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それはとても素晴らしいものです。 

地球意識になると、皆さまの生活や皆さまの考え方がどんどん変わっていきます。 

そしてまるでエレベーターに乗るかのように地球意識から宇宙意識へと移り変わっ

ていくのです。 

まず皆さまはこれから第１アセンションを迎えますので、この地球意識に目覚めると

いうことを初めに行っていただきたいと考えています 

 

 

 

 

〇宇宙意識について 

 

それでは地球意識の次にくる宇宙意識について少し話をしたいと思います。 

基本的には皆さまが地球意識に到達していなければ、本当の宇宙意識に変わって

いくということは有りません。 

先ほども述べましたように、地球に生きる動植物を大切にし、あなたの周りの人々

を自分の感情ではなく愛をもとに見ることによって、皆さまが地球意識に到達でき

るということを私は話しました。 

宇宙意識はさらにここから広がっていきます。 

皆さまが愛する対象というものが地球だけではなく、この宇宙全体へと広がってい

くのです。 

この宇宙には私たちのようなスターピープルたちもたくさんいます。 

また皆さまと同じようにアセンションを経験していない種族もたくさんいます。 

そして、今まで地球で皆さまに多くの学びを与えてきた存在たちもたくさんいます。 

そういった者たちを、同じように愛するという気持ちが必要になってくるのです。 

そのためには宇宙意識の前提として「善悪の判断を捨てる」ということが必要にな

ってきます。 

スターピープルだから善、ダーク・ピープルだから悪という判断を捨てていかなけ
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ればなりません。 

光と闇に関しても同じです。 

光だから善、闇だから悪、ということは全く有りません 

宇宙意識に到達するためには、今存在しているものや今起こっていることの本当の

意味を理解していかなければなりません。 

皆さまの自己中心的な意識では、自分にとって都合のよいものは善、都合の悪いも

のは悪という風に捉えてしまいます。 

それは皆さまの感情によって判断しているから、そのようなことが起きるのです。 

自分に心地よいもの、自分にとって利益となるものを全て善としています。 

またその反対を悪としています。 

皆さまの感情がもっと愛に満ちたものになるならば、そのような判断も無くなりま

す。 

まず前提として「全てのものが素晴らしい」「全てのものが存在している意味がある」

ということを愛は感じます。 

自分にとって不利益をもたらすように思えるものや自分にとって都合の悪いものと

いうものはなくなります。 

それぞれが、それぞれの立場で生存している。 

あるいはいろんな現象が必要に応じて起こっている、という風に愛は感じるのです。 

憎しみや怒りはそのように感じることは有りません。 

そして宇宙意識というものは、あなたをとても豊かにします。 

あなたが物理意識でいる間は、常に自分にとって必要なものを自分以外の者へ求

めます。 

そして自分が豊かになるためには、たくさんの物やたくさんのお金を得なければな

らないと考えるのです。 

地球意識に変わってくるとそのような考え方は無くなります。 

なぜならあなた自身が地球と繋がることで、地球の豊かさというものを受け取るこ

とができるからです。 

また生活や人生を生きていくために必要なものをあなたは求めるかもしれません
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が、あなたにとって必要なものがどんどん変わってきます。 

不要な豊かさや物質的な豊かさが削ぎ落とされ、あなたは心の中の豊かさを見る

ようになるのです。 

そしてそれが宇宙意識に移り変わっていくと、あなたの中には愛が満たされている

ので、これ以上の豊かさは必要ないと思うようになります。 

愛によってあなたの現実が創造されると、全てが愛おしく全てが自分にとって最適

なタイミングで起こってくるということが分かります。 

あなたが欲しいと考えるものを求める必要が無くなります。 

あなたは、もうすでに全てが与えられているということに気づくだけなのです。 

そして、あなたは自分に与えられているものを多くの人たちと分かち合おうと考え

ます。 

あなたが物理意識にいる間は、あなたは自分が持っているものを他人と分かち合

おうということを考えません。 

しかし、地球意識に移り変わると、あなたが受け取るものは無制限に有りますので、

その一部を多くの人たちに分かち合おうと考えるのです。 

そうしなければ、自分の中にあふれてしまってそれを維持することができなくなる

からです。 

あなたが受け取った愛を多くの人たちに分け与えていくのです。 

さらにあなたが宇宙意識に立つならば、あなたの見方はもっと変わってきます。 

物理意識で行っていた自己中心的な思いや行動がほとんどなくなります。 

そして自分の意識は空白なものとなっていきます。 

あなたにとって必要なこと、必要な考えが、その時その時であなたの頭と心の中に

流れ込んでくるのです。 

あなたはそのことを直感的に受け取り、そしてそのことを直感的に実行します。 

そのようにして実行されたことは多くの人たちにとって大きな喜びとなるのです。 
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PART４ アセンションをした世界のビジョン 

 

 

〇地球がアセンションをする理由 

 

今回はなぜ地球がアセンションを行う必要があるのか、ということについてお話

ししたいと思います。 

皆さまもよく御存知のように、地球は長い間、地球を支配しようとする者たちの

力を強く受けてきました。 

そのために、地球人は争いや差別を好み、多くの人たちが支配や抑圧を受けるこ

とになりました。 

支配を行う者たちの力が強い世界では、人々は自己中心的になり自分の利益や自

分の豊かさを追求するために行動しますので、地球ではたくさんの戦争が行われ

数え切れないほどの命が失われました。 

ただここで理解していただきたいのは、支配の力（闇の力）が強いからそれはい

けないということではありません。 

光と闇は表裏一体、闇の力が有るからこそ地球の人たちは、多くのことを学び、

成長してきたのです。 

皆さまは、この地球で生きていくことで、命の尊さや他人を愛おしむことの大切

さを魂レベルにおいても学んできました。 

この地球では支配の力（闇の力）がとても大きくなりましたので、多くの人々が

苦しみ、辛い体験をして自分自身に対する愛を失っていったのです。 

しかし、皆さまがそのような人生を体験することで「自分は本来どのような存在

だったのだろうか」「自分が持っている愛とはいったい何なんだろうか」と気付く

ための大きなきっかけが与えられたのです。 

現在、地球はそのような学びを終えて新しい時代へ入ることを自ら選択しました。 

星々の中では、支配の力や闇の力が大きいと、その星に生きる人々が目覚め精神
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的に進化する機会を奪われてしまうことも度々起こっています。 

そしてその星の人たちは、自ら目覚めることを選択しなくなってしまいます。 

しかし地球では多くの人たちが目覚めるという選択をしました。 

もちろん地球に生きる全ての人たちが目覚めるという選択をしたわけではあり

ませんが、地球に生きる多くの人たちが目覚める選択をしたために、地球はアセ

ンションを行うということが決定されたのです。 

何度も言うように、全ての人がアセンションを行うわけではありません。 

目覚めるということを決めた人たちだけがアセンションを行うのです。 

 

地球がアセンションを行うことによって多くの影響が天の川銀河や私たちの宇

宙に与えられます。 

例えば地球が闇から光に大きく転換するとき、もしくは光の地球が生まれるとき、

そしてそこで皆さまが生き始めるとき、この地球からは大きな光とエネルギーが

放たれます。 

地球は他の星々や他の次元に対して幾つものゲートを持っていることは、皆さま

も御存知だと思います。 

地球という惑星は、単に地球だけが個別に存在しているのではなく他の星々、例

えばシリウスやアンドロメダ、アルクトゥールス、ベガ、はくちょう座の星々、

おおいぬ座の星々、そして大熊座の星々、そのような天の川銀河の中の幾つもの

星々と深く繋がっています。 

それはエネルギーだけで繋がっているのではなく、古い時代にそのような星の

人々との交流が有りましたしこれからも再び起こってきますので、地球に繋がっ

ている星々に生きる種族の者たちは、地球がアセンションをするのか、あるいは

このまま深い闇の世界に閉じ込められてしまうのか、ということに深い関心を持

っています。 

もし地球がアセンションをして大きな光を放つのならば、その光はそれらの星に

も届きます。 

その光はそれらの星々の波動を上げていくことに大きな影響力を持つのです。 
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しかしながら地球が目覚めることなく闇の世界に閉ざされるならば、彼らは地球

と自分の星をつなぐゲートを閉じることになるでしょう。 

地球がアセンションをすることなく終わってしまえば、地球は他の星々とのゲー

トを閉鎖され孤独な星になってしまう可能性も有ります。 

それは地球がアセンションをしなければ、大きな戦争や自然災害、もしくは地球

のみならず地球以外の星々にとっても大きな影響を及ぼすようなことが、これか

ら地球で起きてくる可能性があるからです。 

天の川銀河の星々はその影響を受けることを選択しないでしょう。 

そのために地球とのゲートが閉ざされることになってしまいます。 

 

地球がアセンションをすることができたなら、地球の光は天の川銀河の星々だけ

でなくこの大きな宇宙にも広がっていきます。 

星々の中には地球と同じように、物理世界を持った星もたくさん有ります。 

その星に地球人のような知能を持った種族が生きている場合、支配を好む者たち

の影響を受け地球と同じように争いなどを行っている星も有ります。 

それらの星々は地球と同じように闇の力によって大きな学びを行っているのか

もしれませんが、闇が多い地球から光が多い地球が生まれることは、それらの星

にとっても闇が多い世界から光が多い世界へと移り変わっていくための大切な

きっかけを得ることになるのです。 

そして私たちは、地球に生きる人たちが、闇が多い星から光が多い星へと移り変

わってきた専門家として、これからアセンションを迎える星の人たちを助けるた

めの仕事をしていただきたいと考えています。 

例えば「小さな宇宙人アミ」に書かれているように、他の星の人たちが小さな子

供たちと会って宇宙のことを教えたり、スターピープルや地球外種族の人たちと

出会うための基礎的な知識を与えたりしていることは、まさに地球がアセンショ

ンを迎えるための準備だったのです。 

この本に描かれている地球外種族の人たちも物理世界に生きていながら、第１ア

センションや第２アセンションを成し遂げてきました。 
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彼らも元々は闇が多い星に住んでいました。 

そして地球と同じように多くの制限や支配の中で苦しんでいたのですが、彼らも

闇の多い星から光の多い星を生み出してアセンションをしていったのです。 

そのために彼らは地球人のことをよく理解して、地球人を現実的な世界でサポー

トしています。 

地球がアセンションをしたときには、彼らとも深く交流をすることができるでし

ょう。 

そして、彼らと共に皆さまも闇から光の世界へアセンションをする星々のサポー

トを行うことになるかと思います。 

 

皆さまが他の星の人々と関わるときには幾つかの法則が有ります。 

皆さまは、その星の文化や考え方を尊重していかなければなりません。 

その星に英知を持つ種族が存在しているならば、その種族の選択というものを最

重要なものとして認めていかなければなりません。 

地球のように「自分は目覚めてアセンションをしたい」と考える人がいれば、そ

の人たちに対してサポートすることはできますが、自分はアセンションをしない

と考えている人たちに対してサポートを行うことは許されません。 

私たちは、地球の人たちに対しても同じことを行っています。 

私たち宇宙連合に属する者たちは、他の星に関わるときに大切なルールが有り、

それを守らなければならないのです。 

そのルールのために、地球ではアセンションを望む人はアセンションをする世界

に導かれ、アセンションを望まない人はアセンションをしない世界に残ることに

なります。 

全てがその星に住む人たちの意思を尊重しながら行われます。 

私たちが、今このような方法で皆さまと関わっているのは、自分の意思が自分自

身でよく分かっていない人たちがたくさんいるからです。 

地球人は、物理世界の習慣に長い間、従って生きてきましたので、支配者から精

神的なコントロールを受けて、自分の考えをしっかりと持てなくなった人たちが
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多く存在しています。 

皆さまが自分の意思を取り戻すことをお手伝いすることは、宇宙連合のルールで

も許されています。 

話が少しそれましたが、地球がアセンションを行うと天の川銀河に高次元の光が

広がりますので、天の川銀河に存在する星々の波動も高まっていく、ということ

を皆さまも御理解ください。 

また地球がアセンションを行うことで、闇の多い地球から光の多い地球を生み出

した皆さまは、同じような環境にある星の人々をサポートする立場に変わるのだ

ということも覚えておいてください。 

 

 

 

 

〇アセンションとは何なのか 

 

それでは次に、「アセンションとは何なのか」ということについてお話ししたいと

思います。 

皆さまはアセンションを「次元上昇」という風に考えている方も多いと思います。 

次元上昇とは、３次元意識の世界から４次元意識の世界、５次元意識の世界へ変

わることです。 

このことは非常に難しい意味を持っています。 

つまり今まで皆さまは物質世界、そして時間のある世界で生きてきました。 

全てが目に見えるもの、あるいはその存在を確認できるもので構成される世界で

生きてきました。 

そして人間や動植物が成長するという時間の流れの中で全ての物事を考えてい

たのです。 

これからアセンションが行われると、皆さまの感覚によって認知される世界に目

に見えない世界が加わると皆さまは考えています。 
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つまり私たちのような肉体を持たないスピリチュアルな存在や精霊、フェアリー、

天使たちのような目に見えない存在との交流が始まると考えている人もいます。 

それは決して間違いではありませんが、そうなるためには少し時間がかかります。 

これから地球が３次元意識の世界から４次元意識の世界に変わるにつれて地球

の波動が高まっていきます。 

そうなると地球人が本来持っている能力が少しずつ目覚めてくるのです。 

地球がアセンションをしたからといって急に天使やフェアリー、精霊たちが皆さ

まの前にパッと現れるわけではありません。 

地球人がそのようなものを認知するための能力が開いていくにしたがって、その

ような存在が見えてくるようになるのです。 

能力というのは、すぐに活用できるようになるわけでは有りませんので、少しず

つその能力を使う練習をしなければなりません。 

そして見えないものを見る能力というものが上手に使えるようになると、スター

ピープルたちの姿や天使たちの姿を見ることができるようになります。 

また、そのような能力を開花させるためには、そのような存在がいることを信じ、

その存在のことを学んでいかなければなりません。 

つまり皆さまの認識の中に無いものは、見ることができないのです。 

スターピープルや天使のことをよく学び、そしてその存在を信じることによって、

皆さまが私たちを認識するようになるのです。 

テレパシーなどもそうです。 

これから地球人はテレパシーが使えるようになりますが、テレパシーもアセンシ

ョンをしたらすぐに誰でも使えるというわけではありません。 

テレパシーは心と心で会話をすることですが、それにもスキルというものが有り

ます。 

そのやり方を学び、練習することで行えるようになるのです。 

これも地球が４次元意識の波動に上がることによってそのスキルが現れ、そのス

キルを皆さまが学び実現できるようになるのです。 

今までも３次元意識の地球で目に見えないものを見たり、テレパシー能力が開い
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たりしている人たちも少数ですが存在してきました。 

それはその人の魂やスピリットが長いこと３次元意識の世界の中で生きていた

のではなく、たまたま４次元意識の世界や５次元意識の世界にいた人たちがこの

３次元意識の世界に生まれてきたために起こったことなのです。 

また今までの地球には様々な迷いや幻想も有りました。 

見えないものが見えるというような人たちの中には、そのような迷いや幻想の中

で真実のものと違うものを見ている人たちもたくさんいます。 

地球がアセンションをして４次元意識の世界や５次元意識の世界に入るときに

は、自分の中にある幻想や迷いを作り出していた意識あるいは感情を捨てていか

なければなりません。 

私たちが、アセンションをする人たちに対して「不要な感情や不要な意識を解放

してください」「感情に振り回されないでください」と言っているのは、そのよう

な意識や感情が真実ではない物を生み出してしまうからです。 

皆さまが今まで目に見えていなかったものたちを見るときに、怒りや憎しみの感

情が有るとそのような感情によって生み出されたものを見てしまいます。 

本当に真実の世界に存在している精霊やフェアリー等ではなく、怒りや憎しみに

よって生み出されたものたちを見てしまいますので、これからアセンションをす

る世界とは異なる世界となります。 

 

皆さまの中に怒りや憎しみの感情が有ると、皆さまがテレパシーを行うときに、

その怒りや憎しみも相手に伝わってしまいます。 

４次元意識の世界や５次元意識の世界になってくると、お互いが相手をブロック

し合うことがなくなり無防備になっていきます。 

そうなったときに特定の人が持っている怒りや憎しみが、その人に関わる人たち

に無条件で伝わっていきます。 

それは決して心地よいものではありません。 

その怒りや憎しみが愛のエネルギーに昇華した人であれば、元々あった怒りや憎

しみもとても素晴らしいエネルギーへと変換されています。 
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しかしながら怒りや憎しみをそのまま持ち続けている人たちのエネルギーはと

ても荒々しいエネルギーとなって他の方へと伝わっていく可能性が有ります。 

もちろん怒りや憎しみが強い人はアセンションをする世界に入っていくことは

できません。 

またアセンションをする世界に入ってきたとしても、自分の中にある怒りや憎し

みの感情がどんどん表に出てきて、それを統合して愛に変換すること無しには生

きていけなくなります。 

アセンションをする世界において、皆さまの変化についてさらに述べるならば、

この自然界に同調する意識が強くなります。 

自然界に同調するということは、地球に生きている多くの存在たちとエネルギー

的に深く繋がっていくということです。 

皆さまは「アセンションをするためには野菜中心の食事にしたほうがいい」「牛肉

や豚肉は取らない方がいい」ということをよく言われます。 

私たちも皆さまに対して「牛肉や豚肉などの動物のお肉は取らない方がいい」と

お伝えすることが有ります。 

それはアセンションをする世界に入って地球意識と同調すると、動物たちの意識

とも皆さまは繋がっていきます。 

そのときに皆さまが動物の肉をたくさん食べていると、その動物たちの苦しみや

悲しみがきっと皆さまの中にも伝わってくるでしょう。 

個々の意識を持っている動物たちを皆さまが食べると、そのお肉に残された動物

たちの苦しみや悲しみが皆さまの細胞レベルで伝わっていきます。 

あなたがそのようなことを理解し始めると、自分が食べられることを望まない動

物たちのお肉を食べるということは、あなた自身にとっても苦しい体験になって

いくのです。 

アセンションをする人たちは、動物たちのお肉に残された苦しみや悲しみの波動

を受けることなく毎日を過ごしていった方が良いのは明確なことです。 

そのために野菜や穀物を中心とした食生活をした方が良いとも言えます。 

野菜や穀物は個々の意識を持っていません。 
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また魚たちも個々の意識を持っていません。 

そのために自分が食べられることに対する恐怖や不安の感情というものを動物

たちほど持ちません。 

野菜や穀物は皆さまの体の中に入ることによって、皆さまの意識と同調しますの

で、野菜や穀物は皆さまの中で生きていくことができます。 

魚たちも同じです。 

野菜や穀物ほど皆さまとは同調しませんが、皆さまに対してネガティブな感情を

与えることは有りません。 

鶏に関しても牛肉や豚肉ほど皆さまにネガティブな感情のエネルギーを与える

ことは有りません。 

ただ本当にできることならば鶏などの動物のお肉は取らない方が良いかもしれ

ません。 

皆さまの中には動物の肉を取らなければ元気にならない、あるいは体が維持でき

ないと考える人たちもいるかもしれません。 

もちろんそれもその人にとっては正しい考え方です。 

３次元世界においては肉体を使うような活動、力を使うような活動する場合には、

お肉の摂取も必要かもしれません。 

しかし、これからアセンションをしていく世界では、もっと効率的に野菜や穀物

などの栄養が体内に吸収されるのでさほど心配することは有りません。 

今までは地球の３次元意識の世界では、動物のお肉も必要であったかもしれませ

んが、皆さまが４次元意識の世界や５次元意識の世界に移り変わるときに、皆さ

まの中で動物のお肉から得られる栄養やエネルギーというものはさほど必要で

は無くなります。 

反対に４次元意識の世界や５次元意識の世界の中で生きていくためには、そのよ

うな動物のお肉を摂取するのではなく、野菜や穀物などのエネルギーを摂取する

ことの方が皆さまの肉体にとってはきっと心地よく思われることでしょう。 

どのようなものを食べるのかということは、皆さまが存在する次元の意識の世界

の中で決定していくべきことなのです。 



215 

 

〇新しい社会の形、貨幣経済の衰退 

 

皆さまがアセンションをすることによって起こる変化をもう少し述べていまし

ょう。 

３次元意識の世界から５次元意識の世界に変わることによって、皆さまの愛のエ

ネルギーというものも大きく形を変えていきます。 

今まで皆さまが持っていた愛は、３次元意識の世界ではあなたのパートナーや家

族、両親に対する愛というものが中心でした。 

そのために皆さまは自分の家族単位で物事を考えるようになりました。 

「自分の家族がどのようにしたら幸せになれるのか」「自分の家族がどのように

したら豊かになれるのか」ということを皆さまは考えるようになってしまったの

です。 

そのような考えが広がると「自分の家族が豊かになるためには、他の家族を犠牲

にしても構わない」と考える人たちも出てきました。 

他の人たちを一生懸命労働させて、自分たちはその利益を得て豊かになるという

社会構造ができてしまったのです。 

また労働している人たちも「自分の家族のために少しでも多くの賃金を貰おう」

というふうに考え、お互いが争い合うようになってしまいました。 

５次元意識の世界に変わると、皆さまの愛はパートナーや家族にだけ限定される

ものではなくなります。 

皆さまの周りに生きている人たち、皆さまと同じ社会に生きている人たち、この

地球に生きている人たち、という風に皆さまの愛の対象が広がっていきます。 

３次元意識の世界の中では皆さまは自分の家族を愛していますが、最大限に広が

ったとしても自分の会社や国家に対する愛を持つことが限界でした。 

そのために皆さまは自分たちの国を作り、その国の中で豊かに暮らそうとしたの

です。 

自分たち以外の国は自分たちの国に不利益をもたらすかもしれないと考え、警戒

を怠ることをしませんでした。 
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これが５次元意識になりますと、自分の家族や国だけを守ろうという意識は無く

なっていきます。 

そして地球の人たちを同じように愛したいと考えるようになりますので国家と

いう制限が不要になってくるのです。 

経済においても、誰かを働かせて自分だけが利益を得ようという考えも無くなり

ます。 

多くの人たちが同じように利益を得て、同じように豊かになる、ということを考

えるようになりますので、富の分配というものが３次元世界よりも公平になって

いきます。 

 

しばらくすると皆さまは「貨幣というものは必要ない」ということに気づくとき

が来ます。 

皆さまが「自分たちの家族や自分たちだけが利益を得たい」と考えていたときに

は貨幣というものが必要でした。 

貨幣というものが利益の象徴だからです。 

「家族のために利益を得たい」と考える人たちは、貨幣を貯めることによって、

その利益を確保することができました。 

しかし５次元意識になると、人々は自分のためだけに利益を得ようと考えなくな

りますので、利益を貯める基準としてのお金や貨幣が必要では無くなります。 

「皆が同じように豊かになればいい」と考える社会では、必要なものを必要な人

が受け取る、自分が作りたいものを作り、必要な人に分配する、というような考

え方が普通になってきますので貨幣というものは必要でなくなります。 

建物を作ったり家を作ったりするときには、たくさんの材料や人手が必要ですの

で、今までそのことを行っていた人たちが引き続き行います。 

その人たちも材料を貨幣で買うのではなく、それを作っていた人たちから無料で

受け取ります。 

そして、その材料を作っていた人たちの生活というものは、野菜や食べるものを

作る人たちから食物を無料で受け取り、洋服を作っていた人たちからも無料で洋
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服を受け取って生活するということが成り立つようになります。 

それはすぐに成り立つわけでは有りませんが、そのことをしっかりと理解した人

たちが地球の運営を行うようになれば、そのことは加速度的に進んでいきます。 

銀行というものもきっと無くなるでしょう。 

その代わりいろんな場所で市場というものが行われます。 

そこには食べ物を作る人たちは食べ物を持ち寄り、洋服を作る人たちは洋服を持

ち寄ります。 

残念ながら今はやりのブランドの商品はあまり作られなくなります。 

多くの人たちが高いお金を出してブランドの物を手に入れようという意識がな

くなるからです。 

ただおしゃれな洋服やおしゃれな工芸品、また便利な道具というものが手作りで

作られます。 

そして皆さまも、自分自身で野菜や洋服、道具などを作るようになるのです。 

これからは革新的な技術によって、地球の技術や社会構造が急激に変化するとい

うことが起こります。 

大切なことは材料や労働にたいしてお金を支払ったり、受け取ったりすることが

無くなってきます。 

そのことを行いたい人たちが喜びをもって行う為に、自分の労働に対してお金を

要求することがなくなるからです。 

自分の生活に必要な食物や衣類、道具や材料はその市場に行くと無料で手に入る

からです。 

最初はお金も使われますが、やがてお金は使われなくなります。 

必要な人が必要な物を必要なだけ手に入れることができるようになるからです。 

もちろん自分にとって必要でない物を手に入れる人たちもいなくなります。 

地球の人たちは、少しずつ欲というものが無くなりますから、自分が必要なもの

だけを手に入れるようになります。 

そうすると今まで３次元意識の世界で作っていた食料や消耗品も今までの半分

ぐらいで済むようになります。 
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必要な物を必要なだけ手に入れることによって、不要なものを生産する必要がな

くなるからです。 

そうなると、多くの人たちが労働から少しずつ解放されていきます。 

自分がお金を得るためだけに一生懸命やってきた仕事を人々はしなくなります。 

そして、この地球にとって不要な仕事は無くなり、地球や人々にとって必要な仕

事を皆さまが行うようになります。 

マーケティングであるとか株の売買であるとか、あるいはブランドの物を売り込

むこと、あるいは環境にとって問題を起こすような物を作ることも無くなります。 

皆さまが自然を大事にし、自然と共に生きるようになること、農薬や薬品なども

不要になります。 

今までの３次元意識の世界の地球では、誰かが利益を得るために不要なものを作

り出し、それに価値があるかのように見せかけて多くの人たちに売り込んでいま

した。 

これからは、そのような仕組みが無くなります。 

本当に必要なものだけが生産され、そして人々は必要なものを必要な分だけ、無

料で受け取ることになります。 

そして不要となるものを作っていた人たちは、必要なものを作るための仕事をお

手伝いするようになります。 

そうなると、現在の地球人の半分ぐらいの時間を労働するだけで十分に生きてい

けるようになるかと思います。 

そして残った時間を家族や友人、多くの人たちと共に過ごしたり、瞑想やワーク

などをしたりして自分の意識を高めるために使えるようになるのです。 

そして人々は自分の中で多くの学びを得て第１アセンションを超え、さらに第２

アセンションへと向かって行くことになります。 

 

 

 



219 

 

PART４ パラレルシフトと光の粒子の体の瞑想 

 

 

〇パラレルシフト 

 

パラレルシフトは皆さまがアセンションを行うためにより確実で手早い方法で

す。 

パラレルシフトを理解するために幾つかのお話しをいたしましょう。 

パラレルシフトは、まず「自分と同じ意識を持った人間が存在する世界が無数に

有る」ということを知ることから始まります。 

パラレルワールドのことは、皆さまも聞いたことがあるかと思いますが、地球に

は無数のパラレルワールドが存在しています。 

そこには皆さまと同じ遺伝子を持ち、同じ肉体を持っているのですが、少しばか

り違う皆さまが存在しているのです。 

その違いはその自分が属している世界の状況によって異なってくると考えられ

ますが、逆に自分とは少し異なるもう１人の自分が存在することで、その自分に

見合った世界ができていると考えることもできます。 

どちらにしても自分であるけれど少しばかり違う自分がこの宇宙には無数に存

在しているのです。 

たとえばTAKESHIさんで例えるならば、現在の活動を行っている自分もいれば、

マッサージの仕事を続けている自分、本を書いて作家になっている自分、映画を

作っている自分、普通のサラリーマンをしている自分、有機農業をしている自分、

ヒッピーのように世界中を旅している自分も存在します。 

これらは自分が過去に行っていたことの未来上に存在します。 

あるいはそのときの自分が行いたいことを引き続き行っている自分が存在して

いるのです。 

皆さまは自分の人生の中で幾つもの選択をしながらひとつの道を歩んできまし
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たが、別の選択をしている自分も存在しており、今まで行った選択の数ほど異な

る自分が存在しているのです。 

もちろんそれだけでなく皆さまの魂やハイヤーセルフが生み出したあなたと同

じ存在も無数に存在しています。 

さらに詳しく言うならば、皆さまの魂やハイヤーセルフはひとつのようですが、

魂やハイヤーセルフが作り出した意識を持つ存在が無数に存在しているのです。 

その無数の存在は、基本的にあなたと同じ肉体の遺伝子からできていますので、

体のつくりや顔はさほど変わりません。 

ただ、その世界で行っていることや意識の在り方が少しずつ異なるために、その

自分が存在している世界は今皆さまが見ている世界とは異なっています。 

これは皆さまの高次的存在である魂やハイヤーセルフの選択にもよりますが、皆

さまがアセンションをするべき存在であれば、皆さまがこれから生きる世界の可

能性は無限に広がりますので、パラレルワールドは無限に広がります。 

アセンションをしない人は、この３次元世界にのみ意識が限定されますので関わ

れるパラレルワールドの数もそう多くは有りません。 

皆さまはパラレルシフトを行うことで、幾つもの別の世界に生きる自分とコンタ

クトを取ったり、その世界の自分と統合を行って今の自分から別の自分に移り変

わったりすることができます。 

ただし、現在の皆さまよりも波長が低い自分はもうすでに存在しなくなりますの

で、これからはより高次の自分にパラレルシフトを行っていきます。 

ただしパラレルシフトを行えば、すぐにアセンションできるかというとそういう

わけでも有りません。 

基本的に自分がパラレルシフトできるのは現在の自分の意識がもっとも良い状

態の時の自分、つまり自分自身の意識がより高くなった時の自分であり今の意識

と接点を持たないほどの高次の意識を持つ自分へはパラレルシフトできません。 

そのために、今の自分からパラレルシフトできる最高度の自分や今の人生が大き

く変わらないけれど今よりも望ましい人生を送っている自分に何度もパラレル

シフトをして、まるで階段を上っていくように自分の波長を高めていくのです。 
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そして皆さまが自分の意識を拡張するような体験、皆さまの波動を大きく上げる

ような体験をすることで、大きなパラレルシフトを実現することができます。 

私たちは宇宙の光で行われているグループワークやチャネリングライブでパラ

レルシフトの原理を皆さまに理解していただけるように話をし、皆さまが少しで

も大きなパラレルシフトができるようにお手伝いしています。 

皆さまはこれから幾つものパラレルシフトを繰り返しながら、アセンションをす

る世界に入っていくことになります。 

人によってはアセンションをする世界の中でも、大きなパラレルシフトを繰り返

し、５次元だけでなく６次元や７次元に入っていく人もいるかもしれません。 

地球人は自らの意思と選択権を持っていますので、自分がパラレルシフトしてア

センションをする世界に入ってくのか、今までと同じ３次元の世界で生き続ける

のか選ぶことができます。 

それは、皆さま個人の選択でもありますが、皆さまの魂やハイヤーセルフの意思

でもあります。 

まだ十分に３次元世界での学びを終えていない場合は、もうしばらく３次元世界

に残ることになります。 

TAKESHI さんたちのグループは、もうすでに３次元を卒業するという意思を持

った人たちが集まり、一緒にパラレルシフトしていくことになります。 

それは、アセンションをより確実なものとし２０２５年以降に予定されている地

球人以外の種族とのファーストコンタクトを行うためにも必要なことです。 

地球人はこれから大きく成長し地球自体が新たなパラダイムシフトを迎えます。 

パラダイムシフトとは、地球人の考え方や価値観が大きく変わり、社会の構造や

仕事、生き方が全く新しいものになっていくことです。 

それがひとつのアセンションでもあるのですが、このパラダイムシフトを行うた

めには、新しい考えや価値観を持った人たちがある一定数必要になります。 

地球が予定しているアセンションやファーストコンタクトが起こるとしても、そ

のことをしっかりと理解し、そのことに同意してくれる人たちがいなければ、ア

センションは起こりません。 
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〇「光の粒子の体」のワーク 

 

私たちがお知らせしているアセンションやパラレルシフトに関する情報をあな

たが手に入れたとするならば、あなたはすでに新しい世界に向けて、パラレルシ

フトを起こしているということです。 

パラレルシフトの情報を手にしてパラレルシフトを起こしたいと考えている人

は、すでに３次元の制限から脱却しつつあります。 

パラレルシフトを行うときには、過去世からのカルマやトラウマ、人間関係によ

るネガティブな感情、制限の多い世界に特有なエネルギーなどを全て自分の元か

ら手放すことになります。 

そのような古いエネルギーは、皆さまが「光の粒子の体」に戻ることによって自

分の体から解き放つことができます。 

私が、宇宙の光のグループワークで行った「光の粒子の体になってパラレルシフ

トしていく瞑想ワーク」は、皆さまがより効率的にパラレルシフトできるように、

皆さまの本質に気付いてもらい、自分自身が持っている制限やブロックを解き放

っていくためのものです。 

皆さまの肉体や性格、皆さまが行っていることは、皆さまの意識が作り出した「学

びのための姿」ですが、基本的にはフォノグラムのようなものです。 

その世界にのみ意識が限定されていれば、他の世界にパラレルシフトすることは

できません。 

パラレルシフトするためには、自分の意識を物理世界だけにとどめるのではなく、

より高次の世界を認識して、自分がパラレルシフトする先の世界へ光の粒子とな

って移り変わっていく必要があるのです。 

そのために、皆さまが光の粒子からできていることや皆さまの肉体や性格も変化

させることができることを皆さまに知ってもらいたいと思います。 

この「光の粒子の体」になると、あなたのエネルギーとあなたではないエネルギ

ーの区別がつくようになります。 

あなたらしいエネルギーは光の粒子となって輝きますし、そうではないエネルギ
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ーは黒く淀んだようなものに見えます。 

そしてあなたではないエネルギーを手放すことによって、あなたの意識レベルと

肉体レベルで所有していた古いエネルギーや関係性は少しずつ無くなっていき

ます。 

あなたが思い込んでいた過去世の記憶やカルマ、トラウマ、人間関係から来る感

情、自分の価値観や自己否定の気持ちなども黒く淀んだエネルギーとして現れて

きますが、それらのものもあなたの光の粒子の体にはもう必要有りませんので無

くなっていきます。 

そのようなものをクリアにすることで、あなたの意識もさらに明確で高次なもの

となりますので、そのような制限を持っていない自分へパラレルシフトを行うこ

とができるようになります。 

皆さまがパラレルシフトをして、さらに制限がない世界に行くことで、皆さまは

３次元的な存在から４次元的存在、５次元的存在へと移り変わります。 

皆さまが「光の粒子の体」のみになっていくと、皆さまの意識や肉体を構成して

いる遺伝子はさらに柔軟性を持って、皆さまがパラレルシフトできる世界を広げ

ていくことでしょう。 

それが、皆さまにとってより高い世界へパラレルシフトしていく大きなジャンプ

をするために必要なことなのです。 

私たちは１人でも多くの人たちが、大きなパラレルシフトのジャンプをして、ア

センションをする世界に飛び込んでいけるようにサポートを行っています。 
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第１２章 

サファイアさんからの 

メッセージ PART２ 

２０２１年７月 

 

 

第１１章目次 

PART１ 地球の種族が統合の種族になること 

PART2 「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」 

PART3 コズミック・ツインライトについて 

 

 

 

この章も TAKESHIが受け取ったサファイアさんのメッセージとなります。 

それぞれのテーマに合わせて詳細な話をしております。 

これらのメッセージは、その当時行われていたチャネリングセミナー

で使用されております。 
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PART１ 地球の種族が統合の種族になること 

 

 

それでは今日はサファイアからこれからの地球で起こるアセンション後の世界のこ

とについてお話ししたいと思います。 

私たちササニ文明の者たちは、現在起こっている地球のアセンションや地球人がこ

れから行うファーストコンタクトを常に見守っています。 

それはこの地球におけるファーストコンタクトが、皆さまの宇宙や天の川銀河の星々、

そこに生きる者たちの未来にとって重要な意味を持つことになるからです。 

皆さまと常に接している私たちササニ文明の者たちは、皆さまがアセンションをし

て地球外種族や他の種族たちとファーストコンタクトを行い、共に暮らすことになっ

た先に存在する文明です。 

地球の人々というのは、かつて幾つかの地球外種族の者たち（スターピープル）によ

って生み出され、そして見守られてきました。 

それは、皆さまの遺伝子がとても多様な遺伝子を持つことが可能である、というこ

とが分かったからです。 

スターピープルたちは天の川銀河の未来において、幾つものスターピープルたちが

統合された種族を生み出すということを願っていました。 

この統合の種族を生み出す理由というのは、天の川銀河全体の発展に関わること

だからです。 

現在の天の川銀河は幾つもの星々の高次元の存在たちによって導かれています。 

高次元のプレアデスや高次元のアルクトゥールス、そして皆さまが名前も知らない

ような高次元の存在たちによってこの天の川銀河や宇宙は支えられているのです。 

それぞれの星のスターピープルたちはそのような高次元の存在になるために努力

しています。 

地球の皆さまから見るならば、私たちササニ文明の者たちも高次元の存在に映るか

もしれません。 
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確かに今の地球は３次元から５次元にシフトしていく途中ですので、６次元、７次元

の世界にいる私たちはとても高次元の存在のように見えます。 

また、皆さまが分からないこともたくさん理解しており、皆さまの能力では考えられ

ないことも行うことができます。 

しかしながら、私たちから見ると Ellie さんがチャネリングしてくださっている 12

次元の世界にいらっしゃる「高次元存在ラナさん」は、私たちよりもさらに高次元の

世界に存在しています。 

私たちも、そのような高次元の世界に存在している者たちを仰ぎ見ながら、そのよ

うな存在になるために努力しています。 

皆さまは、地球という星をベースにしてこれからスターピープルに成長していきま

すが、皆さまと同じように、ひとつの星を基盤としてアセンションをしていく種族た

ち、もしくは第１アセンション、第２アセンションを終えて物質的な肉体からスピリチ

ュアルな肉体へと変わっていく者たちにとって越えなければならない壁というもの

が有ります。 

それは自分たちが生まれ育った星、自分たちが現在存在している星の意識を超えて

いくということです。 

皆さまは地球という物理世界に長い間生きてきましたので、地球の物理世界の法

則に則った考え方しかできなくなっています。 

それは当然のことですが、皆さまがアセンションをするためにはこの地球の物理法

則を超えていかなければなりません。 

皆さまは第１アセンションを迎えることによって、地球の物理的な制約を取り除き、

より自由な発想や考え方、生き方ができるようになります。 

私が今教えているパラレルシフトというのもそうです。 

このパラレルシフトというのは、皆さまの物理的な肉体では起こり得ません。 

皆さまは「自分は物理的な肉体を持っている存在だ、それ以外は何もない」という

幻想の中に生きている間は、皆さまが望むようなパラレルシフトは行えません。 

私が「皆さまは光の粒子の体であり、皆さまが見ている物理的な肉体というものは、

ある意味、地球の物理世界で生きるために必要なものであって本質的なものでは
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ない」ということを教えているのはそのせいです。 

物理世界の制限というのは、皆さまが肉体を持って存在していると考えることから

生まれてきます。 

皆さまは肉体を持って存在しているために、食物を取らなければいけない、生活を

するために働かなければいけない、あるいは立派な家を持たなければならない、と

いう風に考えます。 

皆さまが物理的な肉体という制限を持つことで、食事や仕事や家、家庭環境、社会

状況それらのものが全て物質的な世界に基盤を置いたものとして皆さまを制限し

ています。 

アセンションをすることは、そのような制限から皆さまが離れることでもあります。 

確かに皆さまが物理世界で生きている間はそのようなことも必要です。 

またそのようなことをしっかりと満たしていかなければ、皆さまは存在することが

できないからです。 

本当は「皆さま」というよりも「皆さまの意識」が作り出した肉体が存在することがで

きないからです。 

しかし皆さまはアセンションをすることによって、意識状態が大きく変わります。 

皆さまの肉体は、光の粒子が作っているシステムにすぎないということを理解でき

るようになります。 

皆さまの本体は光の粒子であり、その光の粒子を作っている意識体です。 

皆さまの本体が光の粒子を作っている意識体であるということを理解したとき、皆

さまが生きる世界、皆さまが創造する世界というものは全く形を変えていきます。 

つまり皆さまは、今まで物理的な世界で皆さまの肉体を養うために一生懸命仕事

をして、自分の望まないような生き方をしてきましたが、皆さまの本体が意識体で

あり光の粒子であるということを知ったならば、皆さまは自分の意識と「光の粒子

の体」を使って、皆さまが望むべき世界を創造することができるようになるのです。 

このことに熟知したならば、皆さまの「光の粒子の体」は物理的な肉体をまとうとい

う必要性も感じなくなるかもしれません。 
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しかし今回地球人が、肉体を持ったままアセンションをするということは、地球人は

もうひとつの選択を行う必要が有るということになってきます。 

幾つかの種族は、アセンションをすると自分の本体が意識であり「光の粒子の体」で

あるということを知って、物理的な世界を離れ霊的な存在、スピリチュアルな存在と

して生きることを選びます。 

その方が自由で創造的でまた自分の本質でいられるからです。 

しかしながらアセンション後も肉体を持って生存するということを選択した種族は、

自分たちの星だけではなく幾つかの星の種族との統合を行い、自分たちの意識を

物理的な世界においても拡大していくことが考えられます。 

皆さま地球人は、まさにこのことのために生み出された種族なのです。 

はるか昔、アンドロメダ座、シリウス、アルクトゥールス、プレアデス、ベガ、オリオン、

その他の種族の遺伝子を少しずつ分かち合って地球人の肉体が作られたことにと

ても大きな意味が有ります。 

それはどういうことかと言うと、地球人が第１アセンション、第２アセンション、第３ア

センションを迎えるにつれて、地球人は幾つもの天の川銀河の星々の種族とひとつ

になっていきます。 

ひとつになっていくということは、皆さまの意識が作り出した物理的な世界におい

て他の星の種族と出会い、そしてお互いが仲良く暮らすうちにお互いの遺伝子を持

った種族が生まれるということです。 

そうすることによって皆さまの故郷は地球だけではなく、地球人とファーストコンタ

クトを行う種族の星も皆さまの故郷になります。 

また、これから出会う幾つもの地球外種族の人たちと遺伝子を融合し、幾つもの遺

伝子を持った人類が生まれることによって、皆さまの意識は地球という星にとらわ

れることなく、天の川銀河全体を故郷とする種族を生み出すことができるのです。 

その種族は、非常にユニバーサルで宇宙的な視野を持つ種族となることでしょう。 

皆さまはよく「異なる種族との統合」ということを述べられますが、その本当の意味

は、お互いの遺伝子を持った種族を生み出すことで、ひとつの星の意識にとらわれ

ずに、天の川銀河全体や宇宙全体を基盤とする意識を持った種族を物理世界に生
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み出すということなのです。 

そのような種族が肉体を脱ぎ捨てスピリチュアルな存在になったとき、その意識は

とても高いものとなります。 

先ほど述べたように、自分たちの星がアセンションをして、すぐに自分たちの肉体を

捨ててスピリチュアルな存在になった種族というのはあくまでもその基盤がひとつ

の星でしかありません。 

そのような存在たちは、スピリチュアルなレベルで生きるようになった後は、他の星

の存在たちと統合することが難しくなります。 

自分たちの星の多くの仲間たちと意識は統合されていきますが、他の星から生み

出されたスピリチュアルな存在とは意識を統合することはできません。 

彼らはそのままスピリチュアルな階段を登っていきますが、物理世界にいる間に、

幾つもの種族との統合を行いユニバーサルな意識を身につけてから、スピリチュア

ルな次元を登っていく種族たちに比べると、高次元の存在に成長していくスピード

はそれほど速くありません。 

これから地球人は、幾つもの星の種族と物理世界において統合を行い、そして物理

世界にいる間に天の川銀河全体を自分たちの故郷とするような意識に移り変わっ

ていきます。 

そして同じように、地球人と統合を行った種族も、さらに高い意識に目覚めていく

のです。 

そのような種族を生み出すことによって、物理世界に生きながらも高い意識や能力

を持つことができますし、スピリチュアルな世界においても、とても早いスピードで

次元を上昇していくことができるのです。 

 

皆さまはこれから地球外種族の人たちと物理世界で出会い、共に暮らすことで、さ

らに目覚めた意識になっていくことでしょう。 

そして、やがてはお互いの子孫を作ることになります。 

これからお会いする地球外種族の人たちは、地球の人たちが持っている遺伝子と

全く異なる遺伝子をたくさん持っています。 



230 

 

地球外種族の人たちの多くが地球人と同じように、幾つかの文明や幾つかの星の

スターピープルたちの遺伝子を使って作られた存在なのです。 

これは宇宙の壮大な計画です。 

シリウスやアンドロメダ、アルクツールス、プレアデスやオリオン、ベガなどの遺伝子

を持った地球人とそれ以外のスターピープルの遺伝子を持った地球外種族の人た

ちがひとつになることによって、さらに多くのスターピープルたちの遺伝子がこれ

から新しく生まれてくる地球人の中に宿ることになります。 

その子供たちは、やがて地球外種族と地球文明を合わせた特質を持つ種族となり

ます。 

そしてさらに、地球人が進化するとともに、幾つかの異なる星の種族たちと地球人

は出会っていきます。 

そのことを何度か繰り返していくうちに、この地球に生まれる種族、あるいは皆さ

まが関わった種族の中から生まれてくる種族は、この天の川銀河の多くの種族たち

の遺伝子を持った「統合の存在」となるのです。 

そのような種族は多様性に満ちており、とても高い能力と高い波動を持ち、物理世

界にいながらも、天の川銀河全体のことを考えることができる種族になります。 

今までそのような種族は生まれたことはありませんでした。 

それぞれの種族が、二つや三つの種族の統合はあったとしても、多くのスターピー

プルたちの遺伝子を持つ者同士の統合によって天の川銀河全体をカバーするよう

な統合の種族は生み出されたことがありませんでした。 

これから、そのような種族がとても壮大な計画のもとに生まれてきます。 

私たち、ササニ文明の者たちもその計画の途中で生まれた種族です。 

地球人と幾つかの地球外種族が統合した種族が私たちササニ文明です。 

皆さまが私たちの時代に入る頃には、皆さまも大きな意識の変遷を行っています。 

私たちササニ文明もさらに意識の統合を図っていきますが、私たちの段階ではすで

に肉体を持ってはいませんので新たな遺伝子を取り込むということは難しくなって

います。 

ただし私たちは、自分たちの中に幾つもの種族の遺伝子を持っていますので、同じ



231 

 

種族の遺伝子を持っている他の種族、それがたとえ私たちと同じように肉体は持っ

ておらずスピリチュアルな状態で存在している種族であったとしても、この種族と

の統合はこれからも行っていくことができます。 

私たちはそのような方法を使って、さらに高い次元へと向かうことができます。 

Ellie さんがチャネリングしていらっしゃる高次現存在ラナさんは、Ellie さんの遥

か先の未来世でもありますが、ラナさんはそのような統合から生まれた存在です。 

ラナさんは１２次元という「宇宙の根源の愛」のすぐ近くにいらっしゃいますが、私た

ちササニ文明の種族や他の多くの種族たちがスピリチュアルなレベルで統合を繰り

返して生み出された意識体であるとも言えます。 

そのためにラナさんは、自分の中に多くの種類の遺伝子を持っていますので、その

遺伝子と共通する遺伝子を持っている者であれば、たとえ物理世界に生きていよう

ともラナさんの意識はその方に届くことができます。 

今Ellieさんが、トランス状態になって高次元存在であるラナさんの声を、物理世界

の人たちにお伝えしていることは、まさにそのようなことなのです。 

とても高い次元の世界にいながら、共通する遺伝子を持っているがゆえにラナさん

の意識は、この物質世界で働くことができます。 

ラナさんというのは、そのような高次存在の意識やスピリット体を統合した先に生

まれてくる存在と言っても良いかもしれません。 

今回行われる地球のアセンションは、実を言うとそのようなことが後ろに隠されて

いるのです。 

そのために皆さまが肉体を持ってアセンションをすること、ファーストコンタクトを

行って、幾つもの種族との統合の遺伝子を持つということ、それが天の川銀河にお

いてとても重要な意味を持つということを覚えておいてください。 
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PART2 「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネル

ギー」 

 

 

それでは「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」について皆さまにお話し

したいと考えます。 

私たちが皆さまを御案内している「宇宙の根源の愛」の世界は、皆さまが生活して

いる場所よりもかなり遠い次元に存在しています。 

皆さまはこれから３次元世界から４次元世界に移り変わりますが、４次元世界に完

全に入りますとスピリチュアルなものに対しての見方ができるようになりますので、

皆さまは少しずつ「宇宙の根源の愛」の世界を強く意識することができるようにな

ります。 

皆さまが「宇宙の根源の愛」の世界を認識することができるようになりますと、皆さ

まの中にある「宇宙の根源の愛」の光がますます活性化して、皆さま自身が自分の

生活において「宇宙の根源の愛」を使用することができるようになります。 

皆さまにお渡ししている「コズミック・ツインライト」というものは、この「宇宙の根源

の愛」の光を使用するものであります。 

皆さまがこの「コズミック・ツインライト」を使用すれば使用するほど、皆さまの中で

「宇宙の根源の愛」との繋がりがどんどん強くなっていきます。 

そして「宇宙の根源の愛」の光が強くなればなるほど、皆さまは「宇宙の根源の愛」

を理解しその光をさらに強く使うことができるようになるのです。 

今回はこの「宇宙の根源の愛」についてお話ししたいと思います。 

「宇宙の根源の愛」というのは、とても高い次元にある世界です。 

私たちスターピープルや高次元存在の先にある世界です。 

まさしく創造主の光と言っても良いかもしれません。 

皆さまは様々な創造主を御存知かと思いますが、皆さまがこれから生きていく世界
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では悪意を持った創造主というものは存在しなくなります。 

皆さまに様々な試練を与えて成長させるということを行う創造主たちは存在します

が、彼らも全て愛の世界においてそのことを行っています。 

「宇宙の根源の愛」は、ある意味この創造主たちの光でもあります。 

「宇宙の根源の愛」は、全ての生命や全ての星そしてこの宇宙そのものを作り上げて

きた意識です。 

「宇宙の根源の愛」は、まさに私たちの創造の源と言っても良いかもしれません。 

私たちが、生まれる以前はこの「宇宙の根源の愛」の中で存在していました。 

そして、私たちのスピリットがその役目を終えたときも「宇宙の根源の愛」の世界に

戻ります。 

私たちが個別の意識として存在する前、そしてまた個別の意識として存在した後、

私たちは「宇宙の根源の愛」とひとつになります。 

「宇宙の根源の愛」というものが、自分たちが存在する源であるということを皆さま

が理解できるようになると、皆さまはさらに深くこの「宇宙の根源の愛」に繋がって

いけるのではないかと考えております。  

「宇宙の根源の愛」の世界は、愛そのもののエネルギーで満ちています。 

愛というものは喜びであり祝福です。 

その世界においては、全てが調和に満たされ穏やかです。 

宇宙の創造主たちも「宇宙の根源の愛」のエネルギーを使用して、この宇宙を創造し

ています。 

この愛のエネルギーに創造主たちの意思が加わると、愛のエネルギーは活性化し

様々な形をとるようになります。 

そして、そこに個別の意思が加わることによって生命が生まれます。 

愛のエネルギーに創造主たちの意思を加え、愛のエネルギーを個別の存在として分

離し、そこに生きる意思を与えて生命とする働きが「宇宙の創造のエネルギー」なの

です。 

 

創造されたものは、初めは自分たちを守り進化させるために、種族として共通の意
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思を持つことになります。 

そして進化がどんどん進んでいくと、自我に目覚め個別の意思を持ち始めます。 

地球人は長い進化の果てに個別の意識を持った種族として成長してきたのです。 

そしてそのような種族がさらに進化を繰り返すと、その種族はこの宇宙を認識し始

め、宇宙に存在している高次元の存在たちによる助けを受けながら、精神的な進化

を遂げていきます。 

さらにその種族が進化すると、宇宙の創造の意思によってアセンションが行われ、

高次元存在となるための進化が始まります。 

高次元存在としての進化は、皆さまも御存じのように４次元世界から始まり、５次元、

６次元、７次元というように次元の階段を登りながら、さらに進んでいきます。 

その過程で、皆さまは種族として共通の意思を持つようになりますし、物理的な肉

体を脱ぎ捨ててスピリチュアルな存在にもなっていきます。 

種族として共通の意思を持つということは、この「宇宙の根源の愛」に向かって進化

するためにはとても大きなステップです。 

なぜなら「宇宙の根源の愛」の世界では、全てがひとつの意思になるからです。 

皆さまが７次元から８次元、９次元に進んでいくと、皆さまの意識は種族の意識から

さらに拡張して、皆さまが存在している宇宙の意識とひとつに統合されていきます。 

ただし皆さまの種族としての個別の意識は残りますが、さらに進むと宇宙意識との

統合からさらに自分自身が宇宙意識と融合し、個別の意識さえも無くなっていきま

す。 

そうなると皆さまの意識は「宇宙の根源の愛」そのものとなっていくのです。 

その進化の過程を支えているのが「宇宙の創造のエネルギー」ということになりま

す。 

つまり「宇宙の根源の愛」に存在していた私たちの愛のエネルギーは「宇宙の創造の

エネルギー」によって「宇宙の根源の愛」から分離され、生命としてこの宇宙の中に

生み出されます。 

そして長い進化の旅を経て、再び「宇宙の根源の愛」に戻っていくのです。 

皆さまの中にある愛のエネルギーは、この進化の旅の中で様々な体験をすることで



235 

 

変容し、さらに高次の愛、豊かで美しく多様な愛に変わっていきます。 

そのような愛の状態になって「宇宙の根源の愛」に戻ることによって「宇宙の根源の

愛」そのものも進化していくのです。 

  

「宇宙の根源の愛」にはさらに高次元の「宇宙の根源の愛」というものがあります。 

私たちの宇宙を生み出した「宇宙の根源の愛」も、さらに高次元の「宇宙の根源の愛」

になるために進化を行っているのです。 

「宇宙の根源の愛」は、自分自身を進化させるために「宇宙の創造のエネルギー」を

生み出し、自分の愛を進化させていっているのです 

皆さまが「コズミック・ツインライト」を受け取り、瞑想の中で「宇宙の根源の愛」の世

界に入る体験をすることは、皆さまの進化の過程をかなりのスピードで加速させる

働きがあります。 

通常の皆さまは、自分自身の中に「宇宙の根源の愛」から持ってきた愛のエネルギ

ーがあることに気付いていませんので、自分たちの愛を有限なものであると考え物

質的な世界にのみ限定しています。 

これでは愛が進化することはできません。 

皆さまは「宇宙の根源の愛」に触れ、さらに「宇宙の根源の愛」の世界に入ることに

よって、皆さまの本質ともいえる「宇宙の根源の愛」を認識し活性化することができ

るようになります。 

この「宇宙の根源の愛」を認識することで、皆さまの愛は無限のものとなり、物質世

界の制限を簡単に超えていけるようになります。 

皆さまの中にある愛は「宇宙の根源の愛」の光に触れ、「宇宙の根源の愛」を体験す

ることで大きく進化していきますので、その進化のパワーに引きずられるようにし

て皆さまも進化していきます。 

皆さまがパラレルシフトを行う前に、この「宇宙の根源の愛」に触れ、皆さまの愛を

活性化させているのは、皆さまがパラレルシフトするためにも「宇宙の根源の愛」と

「宇宙の創造のエネルギー」が必要だからです。 
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「宇宙の創造のエネルギー」を身に着けることで、皆さまは新しい世界を創造し、そ

の場所に移行することができるようになります。 

皆さまのパラレルワールドの皆さま自身は、すでにそのことを知っているあなたで

すので、その世界のあなたが「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」を使

って、この世界のあなたが理想とする世界へパラレルシフトすることをサポートして

いるのです。 

また高次元の存在たちも、この「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」の

仕組みを熟知していますので、皆さまが宇宙の中で迷子になり、意識進化の停滞が

起こらないようにサポートしています。 

皆さまが「宇宙の光」というフィールドの中で、高次元存在たちの光と指導を受け

「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」を使って、アセンションをする世界

にパラレルシフトしていくことを私たちは見守っているのです。 
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PART3 コズミック・ツインライトについて 

 

「コズミック・ツインライト」について説明いたします。 

「コズミック・ツインライト」が今までのヒーリングやエネルギーの浄化方法と異なる

点は、それが宇宙の高次元の世界からもたらされることです。 

「コズミック・ツインライト」は、現在のところ２つの光（エネルギー）を使用します。 

ひとつは「宇宙の根源の愛」。 

この「宇宙の根源の愛」という名前は TAKESHI さんによって名づけられたもので

すが、人によって呼び方が異なる場合も有ります。 

「宇宙の根源の愛」の意味は、宇宙の全ての生命や星、宇宙そのものが愛によって生

み出されていると考えられていますが、その愛はこの「宇宙の根源の愛」の場所から

生み出されています。 

宇宙に存在する全ての生命は、愛によって生み出され、愛によって育まれています。 

この「宇宙の根源の愛」の愛によって地球人も生み出されました。 

地球に生きる人々は、自分の心の中に「宇宙の根源の愛」に通じる「愛」を持ってい

ます。 

「宇宙の根源の愛」の光を受け取ることで、皆さまの心の中にある「愛」も目覚め活

性化していくことでしょう。 

またこの愛は全ての「癒やし」の原点でもあります。 

「愛」は全ての生命の生きる力の源でもありますから、たとえどれほど体が弱ってい

ようとも「宇宙の根源の愛」がその人の体と心を満たすことで、その人も癒やされ元

気になります。 

そしてその方の細胞も再び力を得て正常な細胞を生み出していくことができるよう

になります。 

心の病に関しても、その方の脳神経、特に記憶に関わる神経をつかさどる細胞に対

して「宇宙の根源の愛」に基づく愛の光を送ることによって古い細胞は代謝され正

常な細胞が新たに生まれることで、心の傷も癒されていきます。 
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 「コズミック・ツインライト」を形成しているもうひとつの光は「宇宙の創造のエネル

ギー」です。 

「宇宙の創造のエネルギー」は「宇宙の根源の愛」を使用して宇宙や星々、皆さまの

ような種族を物質世界に生み出します。 

「宇宙の創造のエネルギー」はスピリチュアル界で作られた設計図のようなものを使

用してこの物質世界にあらゆるものを生み出す働きをします。 

地球人も「宇宙の根源の愛」をもとにして「宇宙の創造のエネルギー」によって生み

出されました。 

精子と卵子からひとつの生命が生み出され、人間として成長していくのも「宇宙の

創造のエネルギー」によって行われているのです。 

「宇宙の創造のエネルギー」は生命だけでなく、物質や空間も生み出すことができま

す。 

皆さまが「コズミック・ツインライト」を使用して、場所の浄化や建物や物の浄化を行

う働きは「宇宙の創造のエネルギー」によって、その場所のエネルギーを活性化させ

ることで、古いエネルギーを新しいエネルギーに変換していくことでもあります。 

地球人の中にも「宇宙の創造のエネルギー」は流れていますし、私たちはこのエネル

ギーを使って自分の人生を自ら創造しているのですが、地球人の中には、自分は自

分の人生を自由に創造することができないと考えている人たちがたくさんいます。 

そのような人たちは、自己否定や自分に対する罪悪感を持って生きている人たちが

多いために、このエネルギーを十分に使用することができないのです。 

「コズミック・ツインライト」は、地球人の心を癒やし、目覚めさせることによって、自

分自身が自分の人生の創造主であることを理解してもらい、自分が望む世界を生

み出すことをサポートします。  

「コズミック・ツインライト」は高次元存在ラナさんによって、高次元のエネルギーを

私たちの手元に引き寄せ、私たちが自由に使用することができるようにしてくれた

ものです。 

私たちが常に「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」を受けとり、豊かな

人生を生きることをサポートするものです。 
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PART１ 次元の階層  

 

それではこれから宇宙の次元の階層について説明を行います。 

まず「次元」という言葉ですが、これは人によって異なる意味が有るかと思います。 

それはその世界を図る物差しがそれぞれの人によって異なるからです。 

つまり３次元の世界であれば３つの物差しを使います。 

点から線へ線から面へ、面から空間へという風に物質が存在できる基盤というもの

をそこに表しているわけです。 

また、次元というものはその次元が存在しているスタイルや目的によっても分けら

れます。 

同じ３次元であっても形が無い３次元というものもまた存在しています。 

その次元がなぜ、そしてどのようにして存在しているのか、その次元で生命がいる

のか、いないのか、あるいはその生命はどのような目的のために生きているのか、

などによって幾つもの異なる次元が作られているといっても過言ではないと思い

ます。 

この宇宙には地球が持つ３次元の世界だけが存在するのではありません。 

数え切れないほどの形を持った次元が存在しています。 

これからアセンションをしていく人たちは、今まで生きてきた地球の３次元の世界か

ら少しばかり異なる次元へと入っていくことになります。 

皆さまが今まで生活していた３次元の特徴は、人間によって感知できる世界です。 

皆さまの目はいろんなものを見ています。 

同じ人間であったり、動物であったり、あるいはパソコンや調理用具、様々な生活用

品をみて、様々な形と色をそこに認識します。 

そしてその認識によって、皆さまはそれらの物が存在していると考えているのです。 

また皆さまの耳は音楽を聴いたり、人の言葉を聞いたり、鳥のさえずりを聞いたり

します。 

皆さまの耳によって感知できる世界もそこに存在します。 
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皆さまの鼻は様々な匂いを嗅ぎます。 

美しい花の香りやおいしい料理の香りなどを嗅ぎ分けます。 

これは皆さまの鼻によって感知された世界ですからそれも存在します。 

また皆さまの舌はいろんな味も感じ取ります。 

甘いケーキの味や少し苦い飲み物の味も感知しますので、それもまた存在します。 

また皆さまの思考は様々ことを考えます。 

自分の生活や家族のこと、仕事のこと、趣味のこと、あるいは遠く離れた友人や旅

行のことなどを考えます。 

そのために、目に見えなくても、耳に聞こえなくても、臭いを嗅ぐことができなくて

も、そのような世界が存在することになるわけです。 

つまり３次元の世界というのは、皆さまが通常感じている感覚によってでき上がっ

てきた世界というふうに考えられても良いのではないでしょうか。 

皆さまが見ること、聞くこと、味わうこと、匂いを嗅ぐこと、そして思考すること、た

とえそれが、実態があるにしろ、無いにしろそこに存在しているわけです。 

それが地球における３次元の世界です。 

私たちから見ると本当は存在していないと思われるものもその中に有ります。 

特に皆さまが思考で作り出したものは、皆さまの思考によって形を与えられただけ

です。 

ただそのことによって皆さまは多くの学びを得ることになります。 

皆さまが作り出した思考や皆さまが作り出した現実を体験することによって、皆さ

まは様々なことに気づき成長していきます。 

ですから、この３次元の世界は皆さまが多くのことを学び成長するために、皆さま

自身が作り出した世界と言っても良いでしょう。 

ただ皆さまが「３次元が全てだ」と考えると、皆さまが感知できるもの以外は存在し

ないのだと思うようになります。 

そうなってしまうと、皆さまはこの物理世界の枠の中にとどまり、その枠の外に出ら

れなくなります。 

地球以外の多くの星ではこの３次元の世界を経験した後に、皆さまは意識進化を行
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い３次元から４次元の世界へと移行していきます。 

本来地球人というのは素晴らしい遺伝子を持っており、未来において素晴らしいス

ターピープルへと育っていく可能性も持っています。 

そのために、地球人の中にも３次元の世界からさらに宇宙のことを学び、４次元の

世界に入っていこうとする人たちもいます。 

皆さまが４次元の世界に移行するとアセンションが起こり、皆さまが今まで感知で

きなかった世界を感知し、その世界の存在たちと交流していくことになります。 

４次元世界へ移行することを望んでいる人たちに対して、３次元から４次元への移

行がスムーズに行えるように、私たちはサポートしているのです。 
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PART２ ４次元の世界 

  

 

４次元というのは、今まで地球人が使ってこなかった感覚によって、見えないもの

を感知する世界となります。 

皆さまの中には瞑想やちょっとしたきっかけで目に見えない存在が見えたり、目に

見えない存在から送られてくる言葉を聞いたりするような人たちもたくさんいます。 

これから皆さまが体験する４次元の世界ではそのことが非常に大切になってきます。 

私たちのように、皆さまの目には見えない存在、言葉が聞こえない存在たちという

ものもたくさん存在していますので、そのような存在たちに気付くことから４次元

の世界が始まります。 

皆さまは、今まで現実的に感知していた世界と目に見えないけれど存在する世界の

両方をこれから感じるようになります。 

そして皆さまがこの世界に慣れてくると、私たちのことをもっと感じ、声を聞き、そ

の姿を見ることができるようになるでしょう。 

今はまだ夢の中や特殊な能力を持つ人たちを通してメッセージを伝えていますが、

これから４次元の世界にいく人たちは、第６感が活性化したり目に見えないものを

見たり、聞こえないものを聞く能力が目覚めてきますので、多くの人たちが普通に

私たちと話をし、見えるようになるのです。 

そのようなことが、これから皆さまが行うファーストコンタクトとも深く関係してく

るのです。 

私たちは常に皆さまの周りに存在しています。 

そのことを皆さまが感じ、信じるようになると、私たちと交流することができるよう

になるのです。 

この４次元の世界には、私たち以外にも自然界の精霊や妖精と呼ばれるものも存在

しています。 

これらの存在は自然界のエネルギーや動物、植物のエネルギーが意識を持った存在
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と言っても良いかもしれません。 

妖精や精霊はこの自然界のエネルギーそのものでもありますし、花や動物そして樹

木のエネルギー的存在でもあります。 

皆さまは、そのエネルギーを形としてみたときに精霊や妖精という形で見えるので

す。 

また天使というのもそうです。 

天使というのは「宇宙の意思」や「宇宙の愛」のエネルギー体ということにもなります。 

宇宙というのは、皆さまを生み出すだけではなく、皆さまが成長し愛のある人生を

送っていただけることを望んでいます。 

そして皆さまが成長して自分のスピリットが求める道を歩み、やがて「宇宙の愛の源」

に戻ってくることを願っているのです。 

そのために皆さまが道を迷うことなく、しっかりと成長していけることをサポートす

るために天使という存在がいるのです。 

またこの４次元には、皆さまの魂やスピリットに関わっているガイドという存在もい

ます。 

TAKESHIさんが「心の扉を開く瞑想」で皆さまの心の深いところに入って、天使や

ガイドと出会う瞑想を行っていますが、そのような瞑想をとおして出会う存在やガ

イドは、あなたのハイヤーセルフの一部である場合もありますし、守護者と呼ばれて

いる存在である場合もあります。 

守護者は皆さまひとりひとりを見守っています。 

そして守護者はその世界で責任を持って役割を担い、仕事をする人たちを導くこと

になります。 

４次元世界には、かつて肉体を持って生きていた地球人の意識もたくさん存在して

います。 

皆さまが「ご先祖さま」と呼んでいる存在もそうですし、地球の霊界や幽界に存在し

ている意識体もたくさんいます。 

皆さまが４次元意識になることによって、それらの存在も感知することができるよ

うになります。 
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PART３ ５次元、６次元の世界 

 

 

そして皆さまがさらに進んでいくと５次元や６次元という世界に入っていきます。 

この５次元、６次元という世界が４次元とどのように違うのかといいますと皆さま

が感知できる世界がさらに広がります。 

この世界にくると皆さまと関わりの深い先祖たちの意識やスピリットもさらにはっ

きりと見えてくる場合があります。 

肉体を失って意識やエネルギーの状態となった者の多くは４次元の世界に入ります。 

４次元の世界はすでに肉体を失って意識だけになった存在たちの世界ですが、そこ

から５次元の世界に入る者は、今まで生きていた現実世界への未練や思いが無くな

り、これから新たな旅を始める者たちです。 

彼らは、再び肉体を持って地上で生きることを選択した場合には、再び地上に生ま

れていきます。 

また、霊的な存在として成長したい者は、５次元の世界を体験した後６次元、７次元

へと進んでいきます。 

他の世界に行きたい者は、自分が望む世界に行くようです。 

ただし、今まで生きてきた世界や家族に対して未練を残している者は、３次元と４次

元の間の世界に存在するようになります。 

皆さまが５次元や６次元で会える霊的存在の中には、スターピープルとして働いて

いる者たちもたくさんいるようです。 

６次元の高い意識にある者の中には、マスターとして地上に生きる人たちを指導す

るために物理的な世界に生きる人たちと関わる場合もあります。 

もちろん、物理的な世界は地球だけではありませんので、彼らは宇宙の様々な星や

世界で活躍することになります。 

ササニ文明や地球のアセンションに関わっているスターピープルは、６次元よりもさ

らに高い波長の世界にいる者たちもたくさんいます。 



246 

 

これらの次元の性質の違いについて、水の性質を使って説明しましょう。 

通常よりも温度が低く、零度よりも温度が下がると水は氷になります。 

氷になると、氷は固形物ですから皆さまにとってはよく見えるし体感できる形にな

ります。 

この状態を３次元の世界と考えられてください。 

この氷の状態にあるものは温度が高くなると通常の水になります。 

水は透明でさらさらしています。 

見た目では、水は見えないかもしれません。 

しかし皆さまは水が存在していること、水を飲むことによって皆さまの生命の維持

ができるということを知っています。 

これはある意味４次元の世界と言ってもよいでしょう。 

また温度がさらに高くなると湯気という形になります。 

湯気は煙のような状態ですので、皆さまはかろうじて認知できます。 

しかし湯気は固形物では無くなりますので、それを掴むことや簡単な方法で保存す

ることはできなくなりますが、暖かさは感じることができますので、その存在も理解

できます。 

これを５次元から６次元と考えてください。 

水はさらに温度が高くなると蒸発してしまい、皆さまの目には見えなくなりますが、

水の分子はこの空気中に存在し、部屋の湿度を高めるという働きをするのです。 

この状態を６次元以上の世界と考えてください。 

氷として見える世界が３次元、そして水として流れ働きをもつ世界が４次元、さらに

目には見えなくなりますが湯気として存在している状態が５次元から６次元、そして

目に見えなくなりますが働きとしてある次元が６次元以上というふうに考えられて

もよろしいのではないでしょうか。 

 

第１アセンションを終えたばかりのスターピープルたちは皆さまと同じように肉体を

持っていますので４次元に存在しています。 

そして、皆さまと同じように個別の意識を持ち個別の感情を持っています。 
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それらの種族達は、非常に皆さまと近い存在ですから、物理世界で関わることがで

きる波長域にいますので、そのような存在と皆さまはファーストコンタクトを行うこ

とが可能になります。 

地球ともうひとつの星の人たちは、最初は非物質的な形でコンタクトを始めます。 

夢や瞑想状態のときに会い、メッセージを伝え合うなどというような形でコンタクト

が始まり、ある程度お互いのことが認識できた後に物質世界で会うことになります。 

また５次元、６次元の世界においても形は異なりますが、多くの種族とのファースト

コンタクトが行われます。 

皆さまの波長がさらに精妙になってくると、皆さまが感知できる世界や次元や波長

も変わってきます。 

私たちは常にどの世界にも存在しているのですが、皆さまがその波長の世界にい

ないために、私たちを感じることや見ることができないだけなのです。 

皆さまの波長が変わってくるに伴い、皆さまよりも高次の世界にいる存在たちが見

えてきます。 

そして皆さまの波長がさらに高まってくると第２アセンションや第３アセンションを

迎えた種族やスターピープルたちと出会うことになります。 

彼らは５次元、６次元の世界にいます。 

６次元の世界になってくるとスターピープルたちも物理的な肉体を持つことが非常

に難しくなりますので、半物質的な肉体という形で肉体を持つことになります。 

私たちササニ文明の者たちも６次元から７次元の世界に存在しているのですが、皆

さまと同じような肉体はもうすでに持っていません。 

それは皆さまを構成している肉体とは分子構造が違う体です。 

半物質的な肉体は、皆さまにとっては湯気やかげろうのように見えるでしょう。 

もしくはホログラムのように見えるかもしれません。 

そして７次元の世界に入ってくると今度は非物質界の存在になるための準備をして

いくことになりますので、物質としての肉体はどんどん希薄になってきます。 
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PART４ ７次元から１０次元の世界 

 

 

さらにアセンションを進めていくと７次元から１０次元の世界へと入っていきます。 

７次元の世界に入るともう肉体を持って存在することができなくなります。 

またその世界にも物質というものが完全に無くなります。 

まるで水が湯気となり蒸発して分子として存在しているように、物質として存在す

るための絆というものが失われ、物質を構成していた分子がバラバラになってこの

宇宙の中に存在することになります。  

ではそこに何があるのかというとエネルギーと意思が残ります。 

私たちのエネルギーは、もう物質の中に閉じ込めることができなくなりますので、私

たちは肉体を持たないエネルギー体として存在します。 

エネルギー体は意思を持ちますが、完全に肉体を失ってしまったエネルギーは全て

が共有されますので、その次元にいる同じ種族の者たちは共通の意識を持ちます。 

つまりひとつの意識の中で少しばかりの個性を持って生きるといった方が良いか

もしれません。 

私たちササニ文明はまさにそのような文明です。 

私たちは共に協力し合いながら、この宇宙に生きる多くの種族が愛のもとに成長す

るようにサポートしているのです。 

皆さまが私たちの姿を完全に見て、私たちと交流するためには、皆さま自身も非物

質的な体になる必要があるかもしれません。 

皆さまが５次元もしくは６次元の位置にくると、私たちの意思や私たちのエネルギ

ーをもっとリアルに感じることができるかもしれませんが、私たちと同じような次元

に入ることによって、私たちともっと深く交流することができるようになります。 

その時期になりますと、皆さま自身が非常に高い意識やエネルギー体になっていま

すので、私たちが皆さまに何かを教えるということは無くなり友人関係になります。 

皆さまは、皆さまたちのひとつに統合された意識によって動くことになります。 



249 

 

また統合された意識というものは、やがて宇宙意識というものに変わっていきます。 

７次元以降になると宇宙の愛をしっかりと理解して生きるようになります。 

また宇宙の意識に目覚めて宇宙の存在たちに対する愛を持って生きるようになり

ますので、そこには上下の差というものは有りません。 

何が違うかと言いますと、その意識体のエネルギーと意思、生きる目的によって次

元が変わります。 

つまり私たちササニ文明のように、まだ物質世界の者たちに関わっていきたい、こ

のようにメッセージを送り、人々のサポートをしていきたいという場合には７次元や

６次元にとどまることもあります。 

これ以上高い次元に行きますと、もう完全に皆さまと波長が合わなくなりますので、

皆さまの体を通して話をするということは大変難しくなります。 

ラナさんが１３次元にいたとしても Ellie さんとお話ができたのは、Ellie さんがラ

ナさんと深い関係を持っていたからです。 

さらにいうならば、ラナさんのスピリットの１部が Ellieさんとして、この地球に降り

ているといってもいいかもしれません。 

そのような場合を除いて、普通の人たちが８次元以上の高次元の存在と話をするこ

とは基本的にはできないのです。 

そしてこの７次元から１０次元の世界というのは、もうすでに肉体を持っていないエ

ネルギー体としてのスターピープルたちが存在しています。 

彼らの目的はこの宇宙とともに成長することです。 

それは１４次元、１５次元に存在している「宇宙の根源の愛」に向かって生きていくこ

と、といってもいいかもしれません。 

私たちの最終的な目的はこの「宇宙の根源の愛」とひとつになっていくことです。 

私たちがその生命を終わったときにはこの「宇宙の根源の愛」とひとつになります。 

ただ私たちが生命を持って「宇宙の根源の愛」とひとつになるということは本当に

素晴らしいことです。 

そしてその世界から、私たちはこの宇宙の１部として存在することになるのです。 
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PART５ １１次元から１３次元の世界 

 

  

さて１１次元、１２次元、１３次元になると、本当に波長が高くなります。 

もうここまで来ると３次元や４次元、５次元に存在している人たちは、その世界とは

関わることができなくなります。 

しかしながら、その世界からは皆さまのことは見えています。 

確かに３次元の物理世界はもう見えなくなりますが、エネルギーとして存在してい

る世界、あるいは４次元、５次元、６次元のエネルギーの状態に関しては見ることが

できます。 

ですから、ラナさんのようにその世界から皆さまのことを指導するということは決

して不可能なことではありません。 

しかしながら、その世界にいる存在たちはとても大きなエネルギーを持っています。 

この地球という惑星と同じぐらいのエネルギーを持っている存在もあるようです。 

そのために、そのような存在たちは頻繁にこの地球に関わることができません。 

つまり、それだけ大きなエネルギーが入ってくるとこの地球自体がエネルギーバラ

ンスを壊してしまうことになるからです。 

通常、３次元、４次元の世界に高次元の存在が入ることはできませんので、Ellie さ

んがラナさんのチャネリングを行うときは、ラナさんもかなりエネルギーを抑えてい

ます。 

そして地球のエネルギーバランスが壊れないように、大きなシールドを作り、エネル

ギーのバランスの調整を常に行いながら皆さまと関わっているのです。 

私たち６次元から７次元にいるササニ文明の者たちや高次のスターピープルたちも

そうです。 

私たちも物理世界に関わると、ラナさんほどではないにしても物理世界のエネルギ

ーに大きな影響を与えてしまうので、頻繁に物理世界に入ることはできません。 
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さて１１次元には、皆さまが考えている「グレート・セントラルサン」があります。 

この「グレート・セントラルサン」は、私たちにとっては、非物質的なエネルギーが物

質的な世界を形成していくために必要な場所という意味かもしれません。 

つまり高次元のエネルギーである「宇宙の根源の愛」というのは完全な非物質的な

エネルギーです。 

高次の世界に存在している非物質的なエネルギーが、宇宙という物質的な世界を作

るためには、エネルギーをより物質的な状態に変換していかなければなりません。 

ある意味、空気中に漂っている水の分子が水蒸気や湯気となり、そして水となり氷

となるようなプロセスをエネルギーレベルで行っていかなければならないのです。 

３次元、４次元の世界にある固形物質が波動を高めていって、物質的な形態を脱ぎ

捨ててエネルギー体となることと反対のプロセスが起こることになります。 

非物質的なエネルギーの中に物質的な要素を持たせること、あるいはエネルギーの

波長を下げて物質的なエネルギーへと少しずつ変換していくきっかけを与える作業

というものがこの「グレート・セントラルサン」で行われているのだと、私たちは考え

ています。 

そして１１次元から１３次元には、高次のエネルギー体の意思、つまりラナさんのよう

な存在がたくさん存在しています。 

この世界に存在している者たちは、もはや物質的な意味での形などは持ちません。 

ただ、存在している意思というものが有り、他の意思とも深く繋がってワンネスの

世界を作り上げているのです。 
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PART６ 宇宙の根源の愛 

  

 

そして、さらにそれを超えると私たちが「宇宙の根源の愛」と考えている世界に入っ

ていきます。 

この「宇宙の根源の愛」は、宇宙の生命を生み出してきた源と考えても良いかもしれ

ません。 

愛によって全てが生み出されます。 

愛によって全てが育まれ成長していくのです。 

愛によって生み出されたものは、愛を得ようとして育っていきます。 

ですから、皆さまのような人間も、赤ちゃんとして愛によって生み出されています。 

そのために、その赤ちゃんが成長過程で十分な愛を得ることができなければ、その

赤ちゃんの性格は偏ったものになってしまいます。 

また赤ちゃんだけではなく、皆さま人間ひとりひとりもそうです。 

皆さまが大人になったとしても、皆さまの中に愛というエネルギーが供給されなけ

れば、皆さまの生育に問題が起きて孤独な人生を送ることになってしまいます。 

ですから、人間は本能的に愛というものを求めているのです。 

愛がないと自分が十分に生きていくことができないと考えているからです。 

それは、自分が年を取ってから子供たちが世話をしてくれないと困る、というよう

な現実的な問題だけではなく、愛というものが自分を生かし、自分を成長させるた

めに必要なものであることを皆さまは本能的に知っているからなのです。 

ですから皆さまは愛を求めます。 

しかし残念なことに皆さまの物理的な意識では、その愛というのは「パートナーを求

める」ということになってしまいます。 

これは本当の愛ではなく、物理的な制限を持った３次元の愛ということになります。 

そしてその愛が、例え３次元の愛であったとしても、その愛をしっかりとつかみたい、

その愛を手放したくない、その愛を独占したい、という風に皆さまの意識が考えま
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すから、そこにいろんな反発や摩擦が起こり、皆さまは愛によって傷つき、愛によっ

て苦しめられることになるのです。 

それは皆さまが、限りあるものの中に愛を求めるからなのです。 

人間の肉体というものは限りが有ります。 

その人が死んでしまったら、その存在が無くなりますから、３次元的な愛は無くなり

ます。 

そのような有限なものに愛を求めていくのであれば、皆さまの愛も３次元的な限定

された愛になります。 

しかしラナさんや私たちはこの「宇宙の根源の愛」を皆さまが得ていただきたいと

考えています。 

この「宇宙の根源の愛」は無限です。 

いくらあなたがその愛を求めたとしても、その愛が無くなることは有りません。 

あなたを裏切ることも、あなたを孤独にすることも、ましてやあなたを傷つけること

も有りません。 

そこにあるのは、ただ無償の愛、見返りを求めない、与えるだけの愛です。 

そして制限のない無限の愛です。 

もしあなたがその愛に繋がったならば、あなたは物質世界で有限の愛を一生懸命

求める必要も無くなります。 

またあなたの中に、この「宇宙の根源の愛」が満たされていけば、「宇宙の根源の愛」

によって多くの愛が引き寄せられてきます。 

あなたは決して孤独を感じることなく、愛の世界で共に生きていくことができるの

です。 

あなたの「根源の愛、無限の愛」が、あなたの中で育っていけば、あなたの魂やスピ

リットも愛そのものとなっていきます。 

その愛は本当にあなただけでなく、あなたの周りの人やあなたに関わってくる全て

の人たちに広がっていきます。 

そのような愛を持つ人たちが、この３次元や４次元の世界に増えてくると、当然この

３次元や４次元の世界の波長もどんどん高くなっていきます。 
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この３次元や４次元の世界、そしてアセンションをする地球というものも、さらに愛

の波長によって軽くなり次元上昇していくのです。 

地球の次元が上昇していくならば、地球はさらに高い周波数の世界に入りますので、

その高い周波数の世界に存在しているスターピープルや高次元の存在たちと皆さ

まが交流することができるようになります。 

皆さまも周波数がさらに上がり、皆さまの地球が６次元、７次元になってくると、私

たちササニ文明や高次のスターピープルたちとも合流することができるようになっ

てくるのです。 

この「宇宙の根源の愛」というのは、皆さまの世界をさらに高めるためにも必要なの

です。 

ですから、高次現存在ラナさんが皆さまを「宇宙の根源の愛」の世界に連れて行き

「宇宙の根源の愛」とこの地球をつなぐことを、皆さまを通して行われました。 

皆さまは、まだ意識の制限が有りますので、スムーズに「宇宙の根源の愛」に入って

いけないかもしれません。 

しかしやがてその制限も取れて、皆さまは「宇宙の根源の愛」の世界へと入っていく

ことができるようになるでしょう。 

そうすると「宇宙の根源の愛」が、この地球の３次元、４次元の世界にどんどん流れ

込み、地球の波動が高まり、さらに確実なアセンションを行うことができます。 

ラナさんが考えていらっしゃることは「宇宙の根源の愛」を使って、皆さまを目覚め

させ、そして地球の波長を上げるということなのです。 

「宇宙の根源の愛」と深く繋がっていただきますよう心からお願いいたします。 
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宇宙の光 2021」 ＨＰのご案内 

 

〇「アセンション 光の世界へ」アメーバーブログ 

「宇宙の光」の活動を紹介するブログです。 

スターピープルからのメッセージ、アセンションの状況、意識

進化のための Zoomワークなどもご案内しています。 

宇宙の光の活動はこちらをご覧ください。 

〇「宇宙の光 2021」公式 HP 

２０２１年から「宇宙の光」は、Zoom を使用して高次元存在

のチャネリングライブ、グループセッションなど、地球人のア

センションに向けてスターピープルと共に多彩な活動を行

っています。  

 

〇「宇宙の光 2021」Vimeo チャンネル 

スターピープルからのメッセージやアセンションに向けての 

瞑想ワーク、高次元存在のチャネリングライブ、 

ファーストコンタクトなどに関する動画を御紹介しています。  

https://vimeo.com/hikarilove 

〇宇宙の光 予約サイト 

宇宙の光が開催しているチャネリングライブやコズミックワ

ークはこちらからご予約できます。 

Zoomをお持ちの方はご自宅から参加できます。 
 

 

〇他の本のダウンロード版はこちらからお求めください。 

著者や「宇宙の光」に関するご連絡はこちらのメールにお願

いします。 

joy@k-suai.com 

 

mailto:joy@k-suai.com


258 

 

宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年３月出版 

 

アセンションの真実 

宇宙からの贈り物 PART２   

瀬戸 武志 著 

 

アセンションとは何か、アセンションをするために私たちは何をしたらよいのか、そ

してスターピープルやダーク・ピープルは地球で何をしてきたのか、地球人は今、ア

センションを前にどのような状況を迎えているのか、アセンションを成し遂げるため

にスターピープルたちとともに働いてきた著者ならではの情報が満載。 

これから起こるスターピープルとのファーストコンタクトの詳細や地球人がアセンシ

ョンをするためにスターピープルや大天使からのサポートメッセージも掲載。 

 

 

 

宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年４月出版 

 

スターピープルからの 

アセンション・メッセージ 
宇宙からの贈り物 PART１ 

瀬戸 武志 著 

 

この本は、地球人が目覚めてアセンションを行うために、スターピープルたちが私た

ちに与えてくれたメッセージとスターピープルがアセンションのために行ってきた

活動をご紹介しています。 

これからアセンションをする地球を歩んでいく人にとっては大切なガイドとなる本

です。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年６月出版 
 

はくちょうの六芒星物語 

天の川銀河の物語１ 

瀬戸 武志 著 

 

天の川銀河を舞台に地球人の未来をかけて繰り広げられる物語。 

こと座のベガ星のマスターの訪問をきっかけに、宇宙に旅立つことになった地球人

の活躍を描くファンタジー。 

宇宙の光の TAKESHIが描くアセンション・ストーリー。 

 

私たちが、宇宙を旅するきっかけを作ってくれた織姫星(こと座のベガ星)からいら

した方は、私には、まるで日本の神様のような姿に見えました。 

私たちは、宇宙の星々を巡るための準備を行い、こと座のベガ星を訪れることがで

きました。 

私たちは更に幾つもの星々を巡る旅をしました。 

それは、私たちにとても重要なミッションが与えられたからなのです。 

そのミッションを果たすために、私たちは自由に星々を巡り、星々に住む様々な種

族たちを仲間にしていきました。 

そして、闇に閉ざされた 一つの星を助けるために、多くの者たちがともに働くこと

になったのです。 

「はくちょうの６芒星」という物語は、これから私たちが、天の川銀河全域にかけて

繰り広げる壮大な物語の第 1歩にしかすぎません。 

これは、私たちの実体験を基にしたファンタジー小説です。 

皆さまの常識をはるかに超えた内容も出てくるかもしれませんが、どうか、楽しん

でお読みになってください。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２3年５月出版 

 

アセンションの扉を開く 前・後巻 

ササニ文明サファイアさんのメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI＆Ellie 著 

 

ササニ文明から日本人のアセンションをサポートするために来た高次元存在サファ

イアさんのチャネリングメッセージ集 

アセンション、パラレルシフト、ファーストコンタクト、５次元意識、思考の現実化を宇

宙存在の生の声で詳しく解説。 

日本人の質問に丁寧に答えておりますので分かりやすいアセンション入門書。 

 

サファイアさんは、私たちのアセンションに伴って起こる意識の拡張やパラレルシフ

ト、ファーストコンタクトのこと、そして地球外種族の方たちや高次的存在の方たち

との交流についても、私たちをサポートしてくれました。 

また私たちが５次元意識となってアセンションをするための方法や５次元意識の世

界の様子なども教えていただきました。 

皆さまがこの本を読まれることで、皆さまが望む形でアセンションをするためのサ

ポートとなればうれしく思います。 

私はこの本を通して、皆さまが５次元意識になって、アセンションの扉を開かれ、ア

センションを成し遂げられることを祈っております。 

 

前巻は高次元存在のチャネリングライブで話されたメッセージを収録。 

後巻はサロンメンバー限定のメンバーズトークと TAKESHIが受け取った最新の

メッセージが収録してあります。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２3年１１月出版 

 

宇宙意識に戻る旅 

地球の未来種族ライラさんメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI＆Ellie 著 

 

今回ご紹介する「地球の未来種族ライラ」さんは、今私たちが生きている地球の未来

に存在する地球人の一部が、地球から他の星に移られて、その星の種族と融合した

結果生み出された種族のひとりです。 

ライラさんの種族は、新たな星で進化して独自の生き方をするようになりました。 

その生き方とは過度な科学技術に頼ることなく、自然を尊重して生きるという生き

方です。 

この本は、私たち地球人が宇宙意識に再び戻り、新たな体験をすることができるよ

うに願って作られました。 

ライラさんの言葉と瞑想ワークは、その「道しるべ」となることでしょう。 

 

主な内容について 

地球人の意識変化から未来種族が誕生 

アセンション後の発電や科学技術について、地球人の生き方について 

日本人の特質について、言霊について、遺伝子について 

エレメントや精霊・妖精について、彼らと仲良くなる方法 

3次元、4次元、5次元についての詳細なお話し 

宇宙意識、アセンション、パラレルシフトの詳細について 

地球は人口の星、地球の原動力について 

４次元意識で生まれてくる子供たち、これからの地球人について 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年 3月出版 

 

アセンションへの道 

地球のパラレル種族ブルースカイメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

地球人の遺伝子を持つ宇宙種族が語るアセンションとフォトンベルトの真相。 

高次存在からもたらされるアセンションを目指す方へのガイドブック 

この本で御紹介しているブルースカイさんは、かつてレムリア時代にアセンションを

した地球の人々とファーストコンタクトを行ったシリウス星系の種族が、地球の種族

と共に進化してきた末に生まれた種族です。 

ブルースカイさんたちの種族は現在の地球のように、天の川銀河の中でアセンショ

ンをしようとしている種族たちをサポートすることを主な仕事としているようです。 

彼らは地球人の遺伝子を持っておりますので、地球人の考え方や生活習慣あるい

はこの地球の特質などについてとても詳しく知っております。 

そしてそのことを理解した上で私たち地球人がどのようにしたらアセンションでき

るのか、あるいは５次元意識になって自分が望む世界を実現することができるの

か、ということを詳しくお話してくださっています。 

この本ではフォトンベルトについて科学的な実証を行うということはできませんで

したが「フォトンベルト」をくぐり抜けることによって、私たちにどのような変化が起

きてくるのかということを非常に詳しく教えてくれました。 

これからアセンションを目指す者たちにとっては、この本はなくてはならないガイド

ブックとなると私は考えております。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年７月出版 

 

古代地球と宇宙人 

ファーストコンタクト最新情報 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

古代地球に訪れた宇宙人たちが地球人を生み出し古代文明を作り上げた。 

その隠された秘密を、宇宙種族自らのチャネリングメッセージで解説。 

ササニ文明のサファイアさんによるアセンションやファーストコンタクトの最新情報

も掲載。 

 

今回出版された「古代地球と宇宙人」という本は２部構成となっております。 

第１部は古代の地球で地球人を生み出すために、どのような星の種族がどのような

ことを行ってきたのか、また地球人が様々な文明を作るにあたって宇宙種族がどの

ような働きをしたのか、という地球人の誕生秘話と古代から地球に関わってきた地

球外種族たちがどのように地球人を支配しコントロールしてきたのかという話をし

ております。 

これらの話は、実際に古代から地球に関わってきた種族の者から直接伝えられた内

容を TAKESHIがチャネリングして皆さまにお伝えしたものです。 

この本の第２部は前回出版致しましたササニ文明のサファイアさんが 2023年 11

月と 12月にチャネリングライブで話された内容や宇宙連合のマスターからのメッ

セージが収めておりますので、アセンションやファーストコンタクトの最新情報とし

てお読みください。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年１１月出版 

 

地球に生きる一つの命 

自然界の精霊瞑想ワーク集 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

私たちを生み育ててくれた精霊たちからの衝撃のメッセージと瞑想ワーク。 

そして精霊の基となったエレメントが語る宇宙の成り立ちと地球人の秘密。 

アセンションを目指し宇宙の真理を知りたい人には必読のチャンネリング本。 

「地球に生きる一つの命」という本の前半は地球に生きる多くの生命たちを生み育

ててきた精霊たちからのメッセージが中心となっています。 

精霊たちはこの地球を大切にすること、そして私たちが地球人として愛に目覚めて

いくことを常に訴え続けてきました。 

そしてそのことを実現するために私たちのエネルギーやチャクラをクリアリングして

高次元の意識と繋がるためにたくさんの瞑想ワークを行ってくれました。 

 

本の後半は私たちがコズミック・ツインライトの伝授をうけている時に「光の意識」と

いう存在を助けたことから、この「光の意識」が我々の宇宙を生み出した親となる

「光の宇宙」から来ている存在であるということが分かりました。 

我々が「光の宇宙」のことを学ぶにつれて、その宇宙からエレメントという存在がい

くつもの宇宙の星々に派遣され、星々の環境を整えて多くの生命たちを生み育てる

精霊になっていったということを知ったのです。 

そのことを私たちが理解すると多くのエレメントたちが私たちと関わり、この宇宙

がどのようにして成り立っているのか、この宇宙に生きる生命たちの役割や生命た

ちが生み出されていくシステム、また時間や空間のことについても詳しく話をして

くれました。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２５年３月出版 

 

愛に目覚めるための 

クリスタルワーク 

レムリアンマスターのチャネリングメッセージ 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

この本は 2023年に私たちの前に現れたレムリアンマスターたちのクリスタルを使

った瞑想ワークとメッセージで構成されています。 

レムリアンマスターはレムリア時代にレムリアの崩壊を予測して山奥に移り、宇宙種

族の助けを借りてアセンションしていったのです。 

彼らは更なる進歩を遂げ他の種族と融合しブルースカイ種族を生み出しました。 

彼らは現在高次元存在となり肉体を失って意識体となって存在しています。 

そして２０２０年代の地球に戻り、私たちのアセンションをサポートしているのです。 

私たちは毎週土曜日に開催されるチャネリングライブでレムリアンマスターたちのメ

ッセージを伝えてきました。 

彼らのメッセージはとてもシンプルです。 

私たちは再び愛を取り戻し、愛と共に生きることによって地球人は一つの集合意識

で繋がっていきます。 

そして意識を高めることによってアセンションしていくことが可能になるのです。 

また彼らの瞑想ワークも私たちの心の中にある愛は、我々を生み出してくれた「宇

宙の愛」と一つであることを理解し、宇宙の愛や創造性と一つになるための瞑想ワ

ークを行っていただきました。 

これはすべて動画に収録されておりますので皆様も動画を繰り返しご覧になり一緒

に瞑想ワークを行っていただけることで私達が体験したように「愛に目覚めるとい

う体験」ができるのではないかと考えております。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年７月出版 

 

神さまと友達になった男の子 

瀬戸 武志  瀬戸美輝 著 

 

この本は TAKESHIとその娘である美輝（当時７歳）によってつくられたファン

タジー絵本です。 

ひとりぼっちで寂しがり屋の男の子が、神さまの言葉を聞いて、神さまと友達

になるために３つのクリスタルを探すための冒険に出ます。 

そして大切な仲間たちと出会いながらクリスタルを探す冒険は進んでいくので

す。 

小学２年生の娘が考えた内容ですので大人はもちろん小学生のお子様にも楽し

んで読んでもらえると思います。 

全てのページに AIで作成されたイラストがはいっており、物語を視覚的にも楽

しめると思います。 

これからアセンションする地球を支える子供たちへの大切なギフトです。 
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